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    オープニング　公こう序じよ良りよう俗ぞくは誰たが為ために


    



    　──どうしたものか。


    　長年憧あこがれていた時とき岡おか学園の高等部入学試験会場。失敗の許されないこの局面で、僕は頭を悩ませていた。猛勉強の甲か斐いもあり、主要五教科ではかなりの手ごたえを感じられたのだけど、よりにもよって最も配点の高い一般教養科目で筆ふでが止まってしまったのだ。


    　一般教養科目はそのほとんどが記述解答を求める問題構成で、一問一答形式の設問は冒頭に置かれたほんの数個の穴埋めだけ。その穴埋めにしても──。


    



    　問一　次の年表は、現代の日本における飛躍的な風紀向上に寄与した政策に関するものである。（　　）に当てはまる年数を記入し、以下の設問に答えよ。


    　Ａ（　　　）年　政府の主導によって、超小型情報端末《ＰＥＡＣＥＭＡＫＥＲピース・メーカー》（以下、ＰピーＭエム）が全国民へ支給される。


    　Ｂ（　　　）年《公序良俗健全育成法》の制定による、不健全な表現活動の禁止。及びＰＭを介した監視システムの導入。


    　Ｃ（　　　）年《公序良俗健全育成法》に、ＰＭの装着を国民の義務とする条文を付与。


    



    　──なんて、いまどき小学校で習うような基本問題だ。ＰピーＭエム導どう入にゆうは二十五年前、育成法制定は十六年前、ＰＭ装着義務化は十年前。すらすらと答えが頭に浮かぶ。簡単すぎて、ここで周りに差をつけることはできないだろう。続く問題であるところの〝Ａ、Ｂ、Ｃそれぞれの政策における功罪を述べよ〟という記述問題もほぼ常識。


    　Ａに関しては経済的な問題も絡んでくるのでややこしいけど、ユビキタス化の急速な発展とか書いとけば問題はない。Ｂではいわゆる〝性的な表現〟の禁止によって続出した逮たい捕ほ者のことや、風紀を乱すことを目的としたテロリストの急増。Ｃならばそうした猥わい褻せつ犯罪者の急速な減少などを、テンプレートのように書き連ねられる。


    　そこまではほとんどノンストップで解答することができた。


    　僕が鉛筆をぎゅっと握りしめて固まってしまったのは、そこから先の問いだった。焦あせりをごまかす手て慰なぐさみに、首元と手首に巻かれたＰＭをいじってしまう。


    



    　問二　〝夢精〟〝生理〟〝赤ん坊の作り方〟について、それぞれ説明しなさい。


    



    　……ホント、どうしよう。教科書に載のせられた内容を書くべきか、真実を書くべきか。


    　顔を動かさず周囲の気配を探さぐってみれば、誰もが一切の動揺なく筆ふでを走らせている。止まっているのは僕だけだ。きっと誰もが、教科書どおりの説明を書いているのだろう。


    　教科書どおりに答えるなら、たとえば〝夢精＝思春期へ入るにつれ尿にようの生成がうまくいかなくなり、老ろう廃はい物ぶつが濃のう縮しゆくされて不ふ随ずい意い的に排はい出しゆつされる生理現象〟とか書けばいいんだけど……風紀優良度最上位校である時とき岡おか学園の入学試験の内容としてはあまりに予想外の設問に過度の緊張が加わり、なにか裏はないか、使用する単語に注意しながら真実を書くことが正解なのではないか、などと思考が堂々巡めぐりを開始する。だって僕は、教科書にない答えを知っているのだ。


    「……ええい、ままよっ」


    　着実に時を刻きざむ秒針と周囲の筆音に圧おされて、僕はがむしゃらに鉛筆をふるった。


    



    　日本国内において、性的な表現が公私を問わず全面的に禁じられてから十数年。


    　執しつ拗ようなまでの法整備と監視システムの確立により、世界で最も健全な風紀を手に入れた日本というキレイな国に、下ネタなんて概念は存在しない。汚けがらわしいものを排除された子供たちは健すこやかに幸せに成長し、輝かがやかしい未来を担っていく。


    　──そういうことに、なっている。

  



  
    



    


    第一章　下ネタなんて概念は存在しない


    



    「うっへえ」


    　満員電車で中年サラリーマンたちに全身をもみくちゃにされ、僕、奥おく間ま狸たぬ吉きちは溜ため息いきを漏もらしてしまっていた。


    　いかんいかん、だらしない。


    　背筋を伸ばし直すものの、朝っぱらから時間をかけて整えた髪の毛や制服がぐしゃぐしゃになっている現実はなにも変わらず、暗あん澹たんたる気持ちが口から自然と出てきてしまう。


    　今日きようはせっかく、念願の時とき岡おか学園高等部の入学式だというのに。


    　こんなことでは、憧あこがれのアンナ先輩に再会したときに堂々と顔を合わせられない。


    　悪名高かった自身の過去を払ふつ拭しよくし、内面も外面も健全になろうとこれまで努力してきたのに。このままじゃあ第一印象でいきなり蹴けつまずくなんて事態に発展しかねない。


    「ん？」


    　一体何度目になるだろう溜息を意識して飲み込んだそのとき、ふと視線を感じた。


    　そちらに首を巡めぐらせる。


    「……」


    　頭一つ飛び抜けた巨きよ躯くの男が、なにやらじろじろと僕のほうをうかがっていた。僕の視線に気づいたのか、男はさっと目を逸そらす。が、僕が首を元の位置に戻すと、大男は再びその暑苦しい顔面をこちらに向けてくる。


    　なにあれ気持ち悪い。


    　よく見れば、男は僕と同じ時とき岡おか学園の制服を着ていた。


    　あのゴリラみたいなゴツい顔で学生かよ……と訝いぶかしむと同時、珍しいなと思った。


    　僕が居住することになった区画は単身赴任のサラリーマンなどが多いマンション街で、学生が多く住む住宅地や学生寮区画とは真反対の位置にある。だから登校途中の電車でほかの学生に会うことはないはずなのだけど……もしかしておっさんがコスプレしているのだろうか。


    　などと無む体たいなことを考えていると、


    〝次は、島しま田だ駅～、島田駅〟


    　電車のアナウンスが流れた。


    　確か、時岡学園に行くには島田駅の次で降りなければならない。下車の準備をしようと身じろぎを始めた、そのときである。


    「ちょっとあんた！」


    　電車内に女性のダミ声が響いた。


    「さっきから私の臀でん部ぶをずっと触って！　善ぜん導どう課に引き渡します！　島田駅で一緒に降りてください！」


    「……え？　え？」


    　摑つかまれた腕を掲かかげられ、なにが起きているかわからない様子で狼ろう狽ばいした声を発したのは、僕のことを視し姦かんしていた大男だ。


    　周囲の乗客から、非難するような声が上がりだす。


    「うわ、サイテー……」


    「終わったな、あいつ」


    「おい、あの痴か……っと危ない。あの男、時岡学園の生徒じゃないのか？　あそこの生徒があんな真ま似ねするか？」


    「バカお前、知らないのか？　最近多いだろ、学生のおかしな事件が。あれもその類たぐいだろ。ほら見てみろって、なにが悪いのかわかってない態度だろ。本当にわかってないんだよ、女性の体を触るのが犯罪だって」


    「そんなことくらい、教えられなくても常識で考えればわかるだろうに……」


    　電車内はすっかり大男＝痴漢という空気になっていた。


    「あーあー、ったく」


    　けど、僕は知っている。


    　あの大男が女性などには目もくれず、ずっと僕だけを意識して熱く見つめていたことを。いや変な意味じゃなくてね。


    　まあとにかく、この痴漢騒ぎは女性側の口から出まかせだと断じることができる。


    　こういう場合、手は一つしかない。


    　僕は額ひたいを押さえ、大きく息を吐いた。本日最大の排気量。


    　けどまあ、こういうとき、きっとアンナ先輩なら困った人を放っておけずに身を呈ていするんだろうと自分に言い聞かせ、覚悟を決めた。


    　痴漢の意味がわからないところを見ても、あの大男は本当に時とき岡おか学園の生徒らしいし、無事再会できた暁あかつきにはなにかおごってもらうことにしよう。


    　僕は百ゆ合りの校章のついた真新しい学生服を脱いで鞄かばんに突っ込み（どうせもうぐしゃぐしゃだ）、カッターシャツをはだけさせる。仕上げにポケットから取り出したハンカチをバンダナ風に巻きつけ、変装は一段落だ。


    　体を無理やり捻ひねってＰピーＭエムのブレスレットを操作。前方のおっさんの背に小さくパソコン画面を映し出し、ネットに接続して島しま田だ駅の見取り図を検索した。逃走ルートの確保も完了。


    　僕は人込みを縫ぬって大男とスーツ姿の女性の隣まで移動した。


    　大男の手を払い、代わりに僕が女性の手に摑つかまれる形となる。


    「は？　なにあんた、ちょっと」


    「すみません！」


    　女性の声をかき消すように、僕は大声を張り上げた。


    「あなたを触っていたのは、僕です！　すみません！　臀でん部ぶを揉もみしだくのが悪いことだなんて知らなくて！　やっぱりこういうときは直じかにペロペロ舐なめまわすのが正解でしたよね!?　反省してます、許してください！」


    「反省してない!?　てゆーか、ちょっと、放しなさいよ、私はそこの学生に用があって」


    　ここまで無知を装よそおえば、僕の自白も信しん憑ぴよう性を増すだろう。


    　周囲の視線が僕に集まると同時、電車が停とまってドアが開いた。


    　僕は流れに任せて女性をホームに引きずり降ろす。


    　大男がぽかんと僕を見つめ、そうこうしているうちにドアが閉まって電車が動き出した。


    　はたと我に返ったらしい大男が僕に向かってなにやら吼ほえていた。軽く手を振ってそれにこたえてから「さてと」と僕は女性に向き直る。


    　女性はいまにも嚙かみついてきそうなほどに顔を歪ゆがめていた。


    「この線にあのおぼっちゃま学校の学生みたいな金づるが乗ることなんてめったにないのに……よくも邪魔したわね……っ。駅員さん、この男、私の臀部を触った犯罪者です！」


    　やっぱりブラフかよ、まったく。


    　案の定というかなんというか、腹いせだろう、僕に痴漢の罪を着せようと女性が金切り声を上げた。それを聞きつけた駅員の一人がＰＭのネックレス部分を通じてどこかに電話している。


    　おそらくは最寄りの警察署から、性的な事件全般を取り締まる専門部署、『善ぜん導どう課』の職員を呼びつけている。


    　痴漢は冤えん罪ざい回避が極めて難しい。しかも僕は頭のおかしいセリフで〝自白〟してしまっている。拘こう束そくされれば一いつ巻かんの終わりだ。


    「あっ、待ちなさい！」


    　数人の駅員が追いかけてくるのを尻しり目めに、僕は駅のホームを全力で駆かけだした。


    　逃走ルートは把握済み、地元で鍛きたえた両足は今日きようも快調。


    　捕まえられるもんなら捕まえてみろと階段を駆け下りる。改札をスムーズに抜けるため、電子マネーと乗車データが入力されたブレスレットの位置を調節した。


    　島しま田だ駅はホームが二階部分にある構造なので、ここを突破できなければ逃走は困難になる。


    　けどまあ、駅員に追いつかれる様子はないし、大丈夫そうだ。


    　と、そのとき。


    「うげっ!?」


    　僕の足が急ブレーキをかけた。


    　改札を乗り越え、純白の制服を着込んだ男たちが階段を駆け上がってきたのだ。


    　善ぜん導どう課職員!?　なんで！　いくらなんでも早すぎる！


    　マズイ、性規制に全力を注ぐ清せい麗れい指定都市の厳重な取り締まり体制を舐なめていた。


    　人の波をかき分けて素早く駅のホームに戻り、駅員と善導課職員の挟み撃ちだけは回避する。


    　けど、どうする。


    　さっき確認したようにこの駅のホームは二階、階段は一本。背の高いフェンスは足をかける部分もなく、よじ登るのも難しそうだ。


    　駅員に追い立てられて駅のホームを駆け抜けるが、すぐに行き止まりとなった。


    　……あれ？　詰んだ？


    　おいおいおいおい！　どうする!?


    「ちんこ」と呟つぶやくだけで下へ手たすりゃ逮たい捕ほされるこのご時世に痴漢で起訴されるとか、社会的に即死する！


    　こうなりゃ人生最後に手近な美人の尾骨をコリコリして……などと考えていたそのとき、


    「うがっ!?」


    　がしりと肩を摑つかまれて、僕はその場に引き倒された。


    　駅員や善導課職員との距離はまだ十分あったはずなのに、と目を白黒させていると、人影が僕の顔を覗のぞき込むように覆おおいかぶさってきた。


    　ばさりと顔にまで垂れてきた触り心地のよい黒髪からして、それは女性らしかった。


    　逆光で顔や服装がよく見えない。


    「まったく。なにをしているの、あなたは」


    　呆あきれたような声で言うと、女性は僕が逃走を図ったのとは真逆の方向を指さした。


    「向こうのホームの端に、ロープを垂らしておいたわ。私があいつらの注意を惹ひきつけるから、脇わきを抜けて逃げなさい」


    「は？　あんた一体」


    「早く！」


    　女性は難なく僕を引き起こすと、言葉を交わす間もなく善ぜん導どう課職員たちへ突っ込んでいった。


    　そこでようやく、後ろ姿ではあるけれど女性の容姿をはっきり捉とらえることができた。


    　女性はなぜかてるてる坊主のように全身をタオルですっぽり包み、頭をなにか白い布で隠すという謎なぞの格好をしていた。


    　逃げることも忘れ、奇妙な出いで立ちをしたその人を目で追ってしまう。


    「う、うわあああ!?」


    「え？」


    　戸惑い立ちつくしていた僕の耳に、あからさまに動揺した善導課職員たちの悲鳴が届いた。


    「駅をご利用のみなさん！　逃げてください！　《雪せつ原げんの青あお》が、現れました！」


    　セツゲンノアオ……？　なんだ、一体何が起きているっていうんだ。


    　いや、けど、確かに隙すきはできた。僕は反射で駆かけだし、全身にタオルを巻いた女性の脇を駆け抜ける。


    　──その瞬間である。
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    「お●んぽおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」


    



    　僕はすっころんだ。


    「はあ!?」


    　タオルを巻きつけた女性が、禁止単語を！　なんの歪わい曲きよくもなくストレートに、言い放ったのだ！　羨うらやましいことこのうえな……いやいやいや違う違う違う！　落ち着け、僕。


    　一体なんなんだこの女性は、と顔を上げると「うえあっ!?」僕はまた衝しよう撃げき的な現実にぶち当たった。タオルの女性が顔を隠すのに使っていた布は、純白のパンツだったのだ。本来ならば太ももを通すはずの二つの穴からは、異常なまでのエネルギーに満ちた瞳ひとみが爛らん々らんと光を放っている。顔を隠すにしたってほかにいくらでも手があっただろうが！　（僕のハンカチと交換してくださいっ！）


    　混乱しているのは僕だけでないらしく、善ぜん導どう課職員たちもＰピーＭエムのネックレス部分で声を大きくしたり通信を入れたりしててんやわんやだ。


    「みなさん！　止まらずに早く階下へ！　テロに巻き込まれます！　早く下へ！」


    「本部応答願います！　島しま田だ駅ホームに《雪せつ原げんの青あお》出現！　至急応援願います！」


    「チンコチンコinマ●コ！　チンコチンコinマ●コ！　あーっはっはっはっは！　なんて清すが々すがしいのかしら！　公衆の面前で！　下ネタをまき散らすのは！」


    「早くあの女を黙らせるぞ！　くそっ！　今日きようこそとっ捕まえてくれる！」


    「毎度毎度、なんであの女のＰＭは禁止単語を感知しないんだ!?」


    　一瞬にして、駅のホームは竜巻の直撃を受けたような大騒ぎとなった。


    　僕のことなど一瞬で忘れ去られ、激烈なまでの存在感を有する怪人パンツ女の独どく壇だん場じようとなる。


    　女性の周囲三百六十度を善導課職員が取り囲み、じりじりとその輪を狭めていく。


    　その外周はなにかを期待するようにギラギラと目を瞬またたかせる大量の野や次じ馬うまが取り囲んでおり、あそこから逃げおおせるのは物理的に不可能に思われた。


    　だが、


    「近づかないで！」


    　パンツ女がこの喧けん騒そうの中でもよく通るエネルギッシュな声で高らかに善導課職員を牽けん制せいし、


    「どうして私がタオルを巻いているのかわかる？」


    　謎なぞの問いを発した。


    　助けてもらっておいてなんだが、イカレてるからとしか答えられない。


    「このタオルの下は裸！　私のことを取り押さえようと乱暴なことをすれば、その瞬間私はすっぽんぽんよ！」


    　パンツ女は得意気に言い放った。


    「ぐ……っ」


    　駅員たちが怯ひるんだように呻うめく。


    「ものわかりがいいわね。念のために言っておくけど、このすっぽんぽん宣言は私のＰピーＭエムに録音済み！　私を取り押さえた人間は、女性を公共の場でひんむいた罪で社会的に死ぬわよ！」


    　いまだかつて、あんな低てい劣れつな脅おどしでこんな絶体絶命のシチュエーションを切り抜けようとする人間がいただろうか。


    　しかし、効果は抜群。


    　パンツ女の堂々とした物言いはこの場の流れを完全に掌しよう握あくしていた。公こう序じよ良りよう俗ぞくを乱す人間を捕まえてやろうと意気込んでいた善ぜん導どう課職員たちが、一様に沈黙してしまっている。


    「それじゃあ、私はこの辺でおいとましようかしら」


    　と、パンツ女がタオルの下でごそごそとなにかをまさぐる。


    「圧性からの解放を！　下ネタに市民権を！　さよならパイパイまたいつか！」


    　高らかに叫ぶと、パンツ女は天高く両手を伸ばすようにして、なにかをばらまいた。


    　紙吹雪ふぶき。


    　トランプほどの大きさをしたカラフルなカードが何百枚と宙を舞い、善導課職員や野や次じ馬うまの頭上から降り注ぐ。


    「「「「「おおおおおっ!?」」」」」」


    　野次馬たちの間から、地鳴りのような歓声が上がった。


    　人々がカードを拾い集めようと蠢うごめき、人込みが不規則にうねる。善導課職員がその騒ぎを収めようとやっきになって怒鳴り散らすけど、それが、混乱に拍車をかけていた。


    　そのパニックの間をすいすいと駆かけ抜け、パンツ越しでもわかるほど満足そうに微笑ほほえんだパンツ女がこちらに走ってきた。僕に提供してくれた逃走ルートで自分も逃げるつもりらしい。


    「あ──」


    　ひらりと。


    　パンツ女がバラまいたカードが、風に乗ってぼくの足下に飛んでくる。


    　一体なにが印刷されているのかと拾ってみると、


    「うぐはっ!?」


    　僕は悲鳴を上げてカードを放り出した。


    　カードには、美しい肢し体たいと豊かに膨ふくらんだおっぱいを恥ずかしげに晒さらし恍こう惚こつの表情を浮かべる少女と、それに迫る全ぜん裸らの男の後ろ姿が描えがかれていた。尻しりがきゅっと引き締まっている。


    　びゅるびゅるびゅる！　びくんびくん！


    　僕の左腕が、理性という鎖くさりから放たれたヘビのように痙けい攣れんしてカードに伸びる。


    「く……っ！」


    　が、僕はそれをどうにか抑え込んだ。


    　性的な表現物の所持は罪に問われない。が、ここでこれを拾ってしまえば、僕は憧あこがれのアンナ先輩に顔向けなどできない不健全で不純な人間となってしまう。拾うわけにはいかない、このエロイラストが欲しいなんて気持ちは存在しないんだと、全身に汗をかきながら念じた。


    　……それにしても、これはどういうことだ？


    　禁止単語の使用と同様に、性的なイラストの作製もＰピーＭエムによって監視されている。イラストは単語の使用と違ってコンピューターでの自動探知が難しいものなので、描かいた瞬間罪が確定するというものではないのだけど、そのぶん検挙されたときの罪の重さは洒落にならない。禁止単語使用の場合は罰金や強制労働で済むところ、イラスト作製はほぼ確実に懲ちよう役えき刑を食らう。それだけ厳重に禁止されているはずのエロイラストをあんなにも堂々と撒くなんて、逮たい捕ほしてくれと全力でアピールしているようなものだ。


    　先程の禁止単語絶叫といい、このパンツ女、もしかしてＰＭの自動取り締まり機能に引っかからないなにかがあるのか……？　そうじゃなきゃ、こんな暴挙には及べない。


    　いや、けど、ありえない。


    　そんな都合のいい手があるなら、うちの親おや父じがみすみす捕まるようなこともなかっただろう。


    「まだこんなところにいたの？」


    　パンツの奥でまたしても呆あきれたような声を上げたパンツ女──よく見れば、まだ僕と同じくらいの年頃だ──は、びくんびくんと痙けい攣れんする僕の左腕に目をやると、


    「あら、我慢しなくたっていいのに。自慢のエロ本コレクションのコピーだから、いくらでも持っていっていいのよ？」


    「エ……不健全雑誌のコピーっ!?」


    　このパンツ女、いま、信じられないことを言ったぞ!?


    「なにを驚くことがあるのよ？　イラストの作製はリスクが高いし、そもそもこんな高水準のエロイラストを描ける人間のＰＭは善ぜん導どう課にマークされてて、とてもおおっぴらに手なんて組めないわ。足のつきにくいエロ本コピーくらい、ペロリストとして常識でしょう？」


    　ペロリストってなんだああ!?


    　と、パンツ女は痙攣する僕の左手をとり、凄すさまじい速度で走りだした。僕は啞あ然ぜんとしつつ、引かれるがままに足を動かす。


    　エロ本のコピーが常識？　冗談じゃない。


    　現代の日本に、エロ本なんてほとんど残存していないというのに。


    　二十五年前に国が始めたＰＭ普及政策は、国民一人一人が超高性能情報端末を常時装着するという上質なユビキタス社会の実現に伴ともなって、ネットショッピングの安全性と利便性を飛躍的に向上させた。その結果、エロ本の類たぐいはすべて電子データに変換されネット上に流通市場を移したのである。それに対して、家族などに見つかる危険性が高く、そう多くは保存できない物質的エロ本類の需要は一気に消失し、新たに生産されることもなくなった。出版社などが公式に保存していた数少ないエロ本類もまた、十六年前の《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》の施し行こうによってそのほとんどが廃棄された。


    　そして十年前、ＰピーＭエム装着義務化によって匿とく名めい性を利用したエロ表現物のネット流る布ふが不可能になり、個々人のＰＭに保存されていたエロデータも一斉フォーマットで消去された。


    　そうした流れの末、ごくごく僅わずかに残るだけとなったエロ本の類たぐいは〝古代の秘宝〟と呼び称され、裏社会では法外な値段で取引される代しろ物ものとなっている。


    　そんなお宝のコピー──が、常識だって？


    　バカも休み休み言って原本がほしい！　もらいたいものだ超ほしい！　。


    「ほら、早く！」


    　気づけば少女は背の高いフェンスの天てつ辺ぺんに仁に王おう立だち、タオルを風になびかせていた。その雄々しい風ふう体ていはパンツさえかぶってなければ様になっただろう。


    　そういえば、僕はいま逃走中の身であった。急いでロープを摑つかみ、フェンスをよじ登る。


    　美しく区画整理された清せい麗れい指定都市の一部を俯ふ瞰かんしていると、遠くからけたたましいサイレンが何重にも重なって聞こえてきた。応援の善ぜん導どう課職員を乗せた車両が迫っているらしい。


    「援軍は私が足止めしておくから、あなたは早く学園へ！　入学式に遅刻なんてしちゃダメよ」


    「え、ちょっ、なんでわかったんですか!?」


    　僕の疑問に一切答えず、パンツ女はフェンスの外側へ垂らされたロープを伝ってするすると地面に着地した。そのまま弾丸のようなスピードで朝の通勤ラッシュを駆かけ抜け、その目立つ姿はものの数秒で雑ざつ踏とうの奥へまぎれてしまう。どんな身体能力だ。


    「こら貴き様さま！　降りてこい！」


    「あ、やば……っ」


    　僕はロープで手のひらが擦すりむけるような勢いで一気に降下し、びりびり痛む両足に鞭むち打って全力疾しつ走そうを開始した。ええと、線路沿いに走ればいつか着くだろ！


    　ＰＭのナビゲーションシステムを起動させることも忘れ、僕は全力で突っ走った。


    



    



    　パンツの女性が足止めしてくれたのか、善導課の職員が僕を追いかけてくることはなかった。まああれほどの怪人物だ、善導課の注意があちらに集中するのも当然だ。


    　息を切らしてたどり着いた時とき岡おか学園は、入学式がМＫ５（マジで開始の５分前）で、風紀指導の体育教師になじられながらの重役入場となった。


    　中等部からエスカレーターで上がってきた生徒が大多数であるのに対し、僕のような高等部編入組はごく少数だ。アウェー感が尋じん常じようじゃない。


    　ぴしりと整った空気の中で、遅刻してきた僕に突き刺さる視線にはなにやら得え体たいの知れないねっとりした感情が混じっていた。


    　なんだこれ、股こ間かんがむずむずするんだけど。全国でもトップクラスの風紀優良度最上位校ともなると、性に関する事柄だけでなく、普段の素そ行こうに関しても厳しい相互管理が行き届いているのかな。遅刻してきたやつの股こ間かんに念力で刺激を与えるなんて侮あなどれない、どんな学校だよ。


    「おい、あれが例の……」


    「風紀優良度最底辺校から上がってきたっていう……」


    　予想していた好奇の目を無心で受け流しながら服装を正しているうちに、式が始まった。


    　なにやらありがたい訓示を述べてくださりたてまつりそうろうな理事長のお話による全範囲睡眠魔法ラリホーマに耐えきると、次はいよいよ、生徒会長によるスピーチだ。


    　息も服装も整えた僕は、ぴしりと全身を引きしめて檀上を見つめる。


    　いやね、理事長のみそっかすなお話もちゃんとしてましたよ、気持ち。


    「高等部生徒代表挨あい拶さつ、生徒会会長、アンナ・錦にしきノの宮みや」


    「はい」


    　司会進行役の呼びかけに応じた落ち着き払った美声が、体育館に響き渡る。


    　床を踏む音が規則正しく響くたび、宝石を紡つむいだような銀髪が揺れて作り物のように整った横顔がのぞくたび、広い体育館の空気が澄んでいくような気がした。


    　それほどまでに洗練された美しさ、気品。


    　壇上に上がったアンナ先輩の佇たたずまいに、この場の全員が心奪われ息を呑のみ、しんと静まり返る。


    「皆様、ご入学おめでとうございます。ご紹介に預かりました、アンナ・錦ノ宮と申します」


    　ＰピーＭエムのネックレス部分で増ぞう幅ふくされた美声が響き、アンナ先輩の挨拶が始まった。


    　内容は当あたり障さわりのないものだったけれど、本人の落ち着きや否いや応おうなく人を惹ひきつける魔力のためか、完全に場を掌しよう握あくしていることが肌で感じられる。


    「やっぱり、凄すごいな……」


    　小さく小さく、自然と声が漏もれてしまっていた。


    　一ひと目め惚ぼれしたあのときから研けん鑽さんを積んで、内面も外面も上品に健全に優秀にと頑張ってきたつもりだったけど、やっぱりまだまだダメだ。全然届かない。


    　風紀優良度最低辺の中学から優良度トップクラスの時とき岡おか学園へ進学が決まった際は、奇跡が起きたと嗚お咽えつを漏らしながら深夜の街を全力疾しつ走そうし、しまいには警察に補導されるくらいに喜んだ。生徒会に入ってアンナ先輩と肩を並べる未来を夢想して、母親が迎えに来る直前まで警察署でだらしなくにやけたりもした。


    　けどまあ、現実はやっぱり厳しい。僕とアンナ先輩じゃあ、まったく釣り合う気がしない。


    　アンナ先輩のよどみないスピーチに圧倒されながら、けれど僕は闘志をたぎらせていた。


    　理想は高ければ高いほど、到達のしがいがあるってものだ。


    　アンナ先輩のスピーチが終わると、会場から弾はじけるような拍手がわき上がった。


    　僕も手が痛くなるほどに惜しみない拍手を送る。いつかアンナ先輩の隣に立って一緒にこの称賛を受けられるような男になってみせるんだ、と気持ちを奮い立たせた。


    「……んっ？」


    　そこでふと、ポケットの中になにか入っていることに気づいた。


    　ちらりと覗のぞいてみると、そこには駅のホームでパンツ女がばらまいていたエロイラスト。


    　え、この核爆弾、どうすればいいの。


    



    「……」


    　どうしようもできないまま入学式は終わり、僕は割り振られた教室で事前に指定された席に座っていた。


    　こんな卑ひ猥わいなイラスト、早く放棄したい。けどこれは、むやみに廃棄できるブツでもない。僕が通っていた中学ならまだしも、ここは天下の時とき岡おか学園なのだ。


    《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》の施し行こうにより、あらゆる性表現が禁止となってから十六年。生理や精通が声変わりや成長痛と同じカテゴライズで教科書に紹介される以外、性知識がなにもかもカットされているような時代である。


    　万が一にでもこんなイラストを捨てているシーンを目撃されたら、テロリストとして糾きゆう弾だんされかねない。まして僕は風紀優良度最低辺の学校出身ということで、ＰＴＡ会長から直じき々じきに「性知識の流る布ふは絶対に許さない」と釘くぎを刺されている。


    　こんな核弾頭を胸に閉まったまま何食わぬ顔で立ちまわれるほどの度胸があるわけもなく、僕はじっと時間をやり過ごしていた。


    　担任教師がやってくるまでのこの空白時間は、新しいクラスメート同士が親しん睦ぼくを深めるための雑談タイムとなっているようだった。


    　どうやらこの一年一組は僕以外の全員が中等部からのエスカレーター組みたいで、あらかじめ決まっていたらしい大小様々なグループが楽しげな世間話に興じていた。


    　その賑にぎやかな雑談の中におかしな空気が混じっていると、すぐに気づいた。


    　先の入学式で感じた、股こ間かんがむずむずする謎なぞの視線攻撃はもはやデフォルトとして、漏もれ聞こえてくるヒソヒソ声の内容がやたらに奇妙だった。


    「ねえ、ほら、早く話しかけてみなよ」


    「え、でも、まだわかんないじゃん。やっぱり〝スパイ〟かもしれないし、さ」


    「そんなのもう今さらじゃんっ。要は〝代だい替たい単語〟がバレなきゃいいんだしっ」


    「そうだって！　ここで躊ちゆう躇ちよしてたら、ずっとなにもわかんないままだよ。《青あお》だって最近は、身動きとりづらいみたいだし、私たちもそろそろ行動しないと、ね？」


    　聞こえないつもりだろうが、甘いね。潜ひそめられた女子の声は、たとえそれがエロいものじゃなくとも拾ってしまうのが男という生き物だ。


    　けれど内輪での会話であるせいか、内容がいまいち把握できない。〝スパイ〟とか〝青〟とか、なんなんだろう。


    　悪い感じじゃなくて、むしろ歓迎されているような気配さえするのだけど、なんだか落ち着かない。全国屈指の風紀優良度最上位校である時とき岡おか学園に僕みたいな馬の骨が進学することで、極端な話ではあるけれど迫害なりなんなりを受ける覚悟もしていたから、この空気は拍子抜けというよりむしろ、得体の知れない怖さがあった。


    　──がたり。


    　と、一人の女子生徒が静かに椅い子すを引いて立ち上がった。


    　新学期特有のざわめきが、水を打ったように静まり返る。


    　ワカメのようにウェーブのかかった髪をした女子生徒が、ふらりとこちらに歩いてきた。


    　僕の机の前でぴたりと止まると、一切の感情を感じさせない無表情でじっと見下ろしてくる。


    　顔立ちは整っているのだけど、目の下のクマが酷ひどいせいか、ちょっともったいないことになっていた。メカニックなデザインをした銀色のＰピーＭエムは、生せい気きが感じられない彼女に少し似合っている。


    「ええと、なに、かな？」


    　ポケットにつっこまれたままのエロイラストを握りしめながら訊たずねた。


    　バレるわけないと高たかを括くくりながらも、脂汗で脇わきと手のひらと股こ間かんがぐっしょり濡れる。


    「申し遅れました。わたしは不ふ破わ氷ひよう菓かといいます。以後よろしくお願いします」


    「うん。こちらこそよろしく、僕は奥おく間ま狸たぬ吉きちっていいます」


    　不破氷菓と名乗った女子生徒は、挨あい拶さつの声も淡々としていた。


    　まったくブレることなくこちらを見つめるその瞳ひとみは限りなく無機質で、言っちゃ悪いけど居心地が悪い。


    「突然ですが、わたし、奥間さんにお訊ねしたいことがありまして。よろしいでしょうか？」


    「うん？　いいけど」


    　初対面の人間にわざわざここまでかしこまって、一体なにを訊きくつもりだろう。


    　不破さんは「ありがとうございます」と機械的に述べたあと、


    「赤ん坊の作り方を教えていただけませんか？」


    　平淡な声でそう言った。


    「……は？」


    　朝の一件で疲れているのだろうか。幻げん聴ちようが聞こえた。


    　僕は意識して笑え顔がおを作り、


    「もう一回言ってくれる？」


    「赤ん坊の作り方を教えていただけませんか？」


    「もっかい」


    「赤ん坊の作り方を教えていただけませんか？　……意思の疎そ通つうがうまくいきませんね？　どうやら口頭でのご指導ご鞭べん撻たつを望むのは効率が悪いようです。改めまして、赤ん坊の作り方を、実践形式で、懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えていただけませんか？」


    　誰か通訳を呼べ。もしくは翻ほん訳やくこんにゃく。


    　僕はＰピーＭエムでパソコン画面を虚こ空くうに映し出し、ナビシステムを起動させた。ここ、時とき岡おか学園で合ってるよな？


    「どうかなさいましたか、奥おく間まさん」


    　僕は激しい動どう悸きに襲おそわれながら、努めて冷静にゆっくりと口を開く。


    　下へ手たに焦あせって返事を急ぐと、口からどんな言葉が出るかわからない。


    「赤ちゃんの作り方って、ほら、教科書に書いてあるでしょ？　〝男女が真ま面じ目めに心の底から愛し合えば自然と生まれる〟んだよ」


    「噓うそ吐つきですね。あなたも、この社会も」


    　不ふ破わさんはばっさりと切り捨てた。


    「生物はいつか必ず死に至ります。死因は数あれど、なぜ死ぬのか、どうすれば死ぬのかは正確に規定、観測されています。人も例外ではなく、日々大量の人間が確実に死んでいます。にもかかわらず、人口はどんどん増えている。必然的に訪れる死を凌りよう駕がするほどの生産が、愛などという曖あい昧まいかつ定義づけの難しい事象でカバーできているとは到底思えません。わたしたち女性が赤ん坊を宿すには、死と同じくらいにはっきりしたメカニズムが存在するはずなのです。わたしはその秘密を暴あばきたいと考えています」
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    　秘密もなにも、ずっこんばっこんすれば生まれ……って、おい、マジか。


    　時とき岡おか学園の生徒は、性に関してここまで無知なのか？


    「つい一昨年までは妊娠の原因について足がかりがまったくなく、駅前の産婦人科に通いつめては妊婦の方に〝なにをすれば妊娠するのですか？〟と取材し続ける日々だったのですが、いまのあなたと同じ回答しか返ってきませんでした。ついには出入り禁止となり、一時は退学寸前まで追い詰められました。けれど私はその過程で考えました。やはり妊娠には、国がＰピーＭエムなどという多額の投資を行おこなってでも隠したい、重大な秘密が隠されていると」


    　誰か助けて。この子おかしいよ。


    「しかし去年、わたしの研究に光こう明みようがさしました。《青あお》のテロ活動によって、わたしは確信をもったのです。《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》によって規制されたヒワイという概念が、妊娠に深く結び付いていると。わたしが取材を試みた妊婦の方が示した羞しゆう恥ちの表情と、テロ行為を目撃した先生方の気まずそうな表情が、ぴたりと一致したことからもそれは明らかでした。そしてなにより、わたしの灰色の脳細胞と下腹部が直感を叫んだのですよ。ヒワイが妊娠に関係あると。科学は度々、直感により発展します」


    　なんだこいつは！　どう対応すればいいのか皆かい目もく見当つかないぞ!?


    　ＰＴＡ会長に「性知識を持ちこむな」と念を押された際は、〝最初からそんなつもりは一切ないから大丈夫ですよ〟なーんて高たかを括くくっていた。けど、甘かったんだ。いまみたいに、時岡学園の生徒から詰め寄られる事態なんて、まったく想定していなかった。


    　黙り込んだ僕を置いて、不ふ破わさんは抑よく揚ようのない声で弁べん舌ぜつを続けた。


    「わたしは《青》の動向を追いました。彼女についていけば、妊娠の謎なぞを解き明かせると思ったのです。しかし善ぜん導どう課の風当たりは強く、《青》の出現頻ひん度どは目に見えて下がってしまった。なかなか情報が集まらない。情報を得ても、その正誤を確かめる手段がない。そこに現れたのが、風紀優良度最低ランクの中学から進学してきた、あなたです」


    　不破さんがぐいとその顔を近づけてきたのでぎょっとする。


    「保護者に対してなされた事前説明によれば、あなたはＰＭに感知されたことがないそうですね？　ですが、周囲がヒワイに満たされた環境で知識ゼロというのはありえない。どうすれば妊娠するのか、知っていますよね？　さあ、わたしに妊娠を教えてください。好奇心は猫をも殺すといいますが、好奇心に殺されるなら、科学者の端くれとして、わたしは本ほん望もうですので」


    　じりじりと無表情に迫ってくる不破さん。


    「な、なんでそんな必死になって……っ」


    　おののく僕に対し、不破さんは互いの鼻がぶつかりそうな距離で無表情に小首を傾かしげる。


    「当たり前でしょう。わたしたちの中に人間が宿るのですよ？　そのような重大な事象に対して無関心でいろというほうが難しい。それに、妊娠には、国がＰＭを始めとした多額の投資を行おこなってでも隠し通したい重大な秘密が隠されているに違いないのです。それを解き明かすなんて、わくわくするじゃあないですか」


    　誰かこの頭おかしい子を止めてくれと周囲に首を巡めぐらせてみるが、


    「……」


    　誰もかれもが期待するようにギラギラした視線を遠慮がちに向けてくるだけで、微動だにしない。


    　助けてくれるどころか、僕が妊娠について語るのを待ち望んでいるようでさえある。


    　なんだこの状況!?　ここは天下の風紀最優良校、時とき岡おか学園じゃないのか!?


    　なんで僕はクラスの真ん中で、妊娠の方法について語ることを強要されているんだ!?


    　つーか、それ喋しやべったら退学させられるんだよ！　──はっ、まさか僕、いじめられてる!?


    　僕が黙秘権を行使し、不ふ破わさんのジト目から発せられる無言の圧力に耐えていると、


    　──ガラリ


    　教室のドアが勢いよく開いた。その騒々しさに反して闖ちん入にゆう者しや本人はなんの挨あい拶さつを発することもなく堂々と教室を横断する。目的地は……僕？


    　不破さんが立ち上がったときとは違う、ぴんと張り詰めるような静寂に包まれた教室。


    　重苦しい圧力を発する女子生徒が、不破さんを押しのける形で僕の前に立ち、口を開いた。


    「奥おく間ま狸たぬ吉きち君ね？」


    　三つ編みに眼鏡めがねという、もっさりした格好をした女子生徒から発せられる不機嫌な気配に、僕は委縮しながら「はい」とだけ答える。


    「どうもはじめまして。私は華か城じよう綾あや女め。時岡学園高等部二年、生徒会副会長を務めている者よ」


    「生徒会……副会長っ!?」


    　それってあんた、アンナ先輩直属のポジションじゃないか！


    　そんな人が、なんで急に僕のところに。


    「華城先輩、お出口はあちらですよ？」


    　不破さんがなんでもないふうに窓を指さす。ちなみにこの教室は三階だ。


    「ご親切にどうもありがとう。お礼に今度、あなたの名前を禁止単語に指定できないか理事会に打診してあげるわ」


    　お前に用はないとばかりにあっさり切り捨てた華城先輩は、改めて僕にそのどんよりした眼まな差ざしを向けた。


    「奥間狸吉君、生徒会役員はあなたを生徒会庶しよ務む見習いに推薦するわ。放課後に迎えに来るから、そのつもりでいてね」


    「え……？」


    　華城先輩は苛いら立だたしげな口く調ちようでそれだけ言うと、ぶすっとした表情のまま教室をあとにした。


    「先手を打たれてしまいましたか……」


    　教室に満ちる謎なぞの諦てい観かんを代弁するように、不ふ破わさんがぽつりと呟つぶやいた。


    　華か城じよう先輩と入れ替わりに担任の先生が教室に入ってきて、事態がなにも飲み込めない僕を置き去りにしたまま、何事もなかったかのようにホームルームが始まった。


    



    　今後一週間の予定説明と自己紹介がてらのオリエンテーションが終了し、放課後はあっという間に訪れた。


    　まだお昼時にも早いという時間帯、クラスメートたちはいそいそと帰り支度を始めていた。


    　先生が教室を出ていくと、待ってましたとばかりに、感情に乏とぼしい不破さんの顔が机の下からにゅるりと生えてくる。


    「さっきのお話の続きですが」


    　しつこい！


    「妊娠については、あれ以上のことを僕は知らないよ？」


    「いえ、そっちではなく、生徒会勧誘についてです」


    「え、ああ、そっち？」


    「注意してくださいね。立ち回りによっては、一瞬で学園内での立場をなくしますよ？」


    　ついさっき、妊娠について詰め寄られて危うくぽろっと退学しちゃうところだったしね。


    「忠告どうも。けど、いろいろいきなりすぎてなにがなにやら」


    　妊娠について迫られたり、憧あこがれの生徒会からお誘いを受けたり、ただでさえ思考はしっちゃかめっちゃかだ。いきなりそんな抽象的な話をされても呑のみ込めない。


    「それはこちらとしても説明したいのですが、ほら」


    　不破さんが指さした先、教室の前方ドアが荒々しく開き、朝と同じ不機嫌さでもって華城先輩がすたすたとこちらに歩いてきていた。


    「とりあえず今日きようを生き抜いてください。話はそれからです。あ、最後に一ついいですか」


    「なにかな？」


    「個人的には、チンｋ、ああ危ない、言い換えます。マツタケが妊娠のキーだと思うのですが、どうでしょう？　イエスかノーを答えていただくだけでもかなり研究が進むのですが」


    「ごめんね僕もう行かないと」


    　確かにとある宮の鍵かぎをこじ開けるキーではあるけどさ……とか口走ってしまいそうだったので、僕は鞄かばんを引っ摑つかんでこの場を離脱した。


    「それじゃあ行くわよ、奥おく間ま君」


    　それだけ言って無言を貫つらぬく華城先輩の背に従い、僕は教室をあとにした。


    



    「失礼します」


    　華城先輩がノックしてから扉とびらを開いた生徒会室は、光に[image: ]あふれていた。


    　──というのはもちろんただの形容なのだけど。


    「初めまして、奥おく間ま狸たぬ吉きち君。あなたの入学を心待ちにしていましたわ。わたくし、二年生のアンナ・錦にしきノの宮みやと申します。僭せん越えつながらこの学園の生徒会長を務めさせていただいておりますの」


    　……はっ。


    　危ない、意識が飛ぶところだった。体が石になるかと思った。


    　それほどまでに、アンナ先輩の笑え顔がおとお辞儀が美しく可愛らしかったのだ。


    　改めて対面すると、アンナ先輩は絶世の美人と形容するにふさわしい容よう貌ぼうをしていた。


    　日本人離れした、妖精のように整った面おも立だち。高級絹のようなさらさらの銀髪。百七十センチある僕よりも五センチは高いその身長に、衣服で隠れていても（主に僕の眼力によって）わかるほどすらりと伸びた手足、胸部の膨ふくらみもそのスタイルをバランスよく引き立たせており、その周辺だけ現実感が切り取られて光り輝かがやいているようだった。


    　外見だけじゃない。


    　ただそこに立っているだけで滲にじみ出る落ち着いた雰ふん囲い気きや、見る者の心を癒いやすゆるやかな微笑。それに、一挙手一投足から漂ただよう上品さが、周囲にいる者を優しく圧倒し、ゆるやかに隷れい属ぞくさせる。


    　また、アンナ先輩は全国トップクラスの偏差値を誇る時とき岡おか学園で常に成績一位をキープしつつ、柔道の有段者として様々な大会を制せい覇は。ピアノのコンクールでも優秀な成績を収めるなど、そのスペックは常識を遥はるかに超えていると聞く。


    　そしてなにより、かの時岡学園の風紀を司つかさどる者として生徒会に君くん臨りんする、健全の象徴たるその立場。


    　両親からしてみれば、わが子に対する「理想」がすべて詰まった申し分ない娘だろう。


    　僕がアンナ先輩にぽけーっと見み惚ほれていると、


    「俺おれは心待ちになどしていなかったがな」


    　アンナ先輩の美声で幸せになっていた僕の耳を、野太い声が蹂じゆう躙りんした。


    　誰だ一体ぶっ殺すぞと声のしたほうを見れば、そこにはゴリラのような容よう貌ぼうをした大男が座って……。


    「あんたっ、なんでこんなところにっぐがっ!?」


    「先輩には敬語を使うんだな。俺は三年の轟ごう力りき雷らい樹き。会計と書記を兼ねている」


    　電車で無実の罪を着せられそうになっていた大男──轟力先輩の拳げん骨こつが頭に振り下ろされて目がチカチカした。


    「轟力先輩、やんちゃが過ぎますわよ。奥間君、どうぞ椅い子すにおかけになって」


    　頰ほおを膨ふくらませたアンナ先輩が轟力先輩──もうゴリ先輩でいいか──をたしなめる。


    　僕は「ありがとうございます」と断ことわってからふかふかの椅子に腰かけた。事態を静観していた華か城じよう先輩も、アンナ先輩が席につくのを確認してから「副会長」とプレートの置かれた椅子に腰を落ち着ける。


    「さて、それでは早速、端たん的てきに用件をお伝えしますわね」


    　アンナ先輩がにっこりと微笑ほほえんで僕を見つめる。トキメキで死ぬ。


    「奥おく間ま君、生徒会に入って、わたくしたちと一緒に学園の風紀を守っていただけませんか？」


    「入ります守りますよろしくお願いします！」


    「早いわね……」


    　華か城じよう先輩がジト目でぼそりとつっこんできた。


    　そこでふと我に返る。


    「あの、なんで僕なんかを急に？　自分で言うのもなんですけど、風紀優良度最低辺校出身の新しん参ざん者ものが、天下の時とき岡おか学園の風紀を守るだなんていきなりすぎて……」


    　言っちゃあ悪いけど、どうにもきな臭い。


    　僕の言葉にアンナ先輩が困ったように可愛らしく眉まゆを寄せ、悩ましげな吐と息いきを漏もらした。


    「だからこそ、ですわ。時岡学園はいま、かつてない事態に遭そう遇ぐうしているんですの」


    　かつてない事態？


    「ここから先は、他言無用でお願いしますわよ？」


    　ふくよかな唇くちびるに人さし指を当てて悪いた戯ずらっぽく微笑まれれば、首を縦に振るしかないですよね。


    「この第一清せい麗れい指定都市では数か月前から、《雪せつ原げんの青あお》を名乗る怪人物がヒワイなテロ行為を繰り返し、風紀の急速な悪化が懸け念ねんされていますの。善ぜん導どう課も警戒レベルを引き上げて対処しているようなのですが、ＰピーＭエムの禁止単語検知に引っかからないという極めて特殊なテロリストの検挙は困難を極めているようで……」

  


  [image: ]



  
    　……ん？


    　なんかその人、つい今け朝さ方がたに見た気がする。


    「そしてここからが大問題……その怪人物の正体が、この時とき岡おか学園高等部の生徒である可能性が極めて高いのですわ」


    「……ええ!?」


    　あの変質者が、この学校の生徒だなんて、ウソだろ？


    　僕の疑念を感じ取ったのだろう。アンナ先輩が説明を始めた。


    「《雪せつ原げんの青あお》が初めて姿を現したのはこの学園でした。それに、先生方や保護者の方々の尽じん力りよくによって外部にその情報は漏もれていませんが、彼女のテロ活動の多くは時岡学園内部で行おこなわれているのです。……そもそも内部の人間でなければ、学園内に侵入することも難しいはずですもの。奥おく間ま君、クラスの方々とはもうお話を？」


    「え、ええと、まあ、はい」


    　お話というか尋じん問もんだったけど。


    「では気づかれたでしょう？　わたくしにはよくわからないのですが、生徒たちの言げん動どうはヒワイなテロ行為によって汚染されつつありますわ。いまや生徒の中には、《雪原の青》の出現を心待ちにしている者もいる始末。学園の評判を落とさないよう内々で迅じん速そくに《雪原の青》を捕ほ縛ばくし、時岡学園の風紀を一刻も早く回復させなければなりませんの。けれど」


    　アンナ先輩ははにかむように相そう好ごうを崩し、


    「お恥ずかしい話、わたくしたち生徒会の役員はヒワイというものがなんなのか理解できていないのです。わたくしなど、下半身用女性下着を頭にかぶった《雪原の青》とすれ違ってもそれがヒワイだと気づかなかったくらいですので……対策が後ご手て後手になってしまうのです」


    　え？　もしかしてアンナ会長ってバ……いやいや、それほどまでに清らかな心をしているということなんだろう、これは。


    「先生方がヒワイを理解なさっているようなので対策はできるのですが、いかんせん、先生方もお忙しいですし、テロによる精神汚染のターゲットはわたくしたち学生ですので、どうにも効率が悪い。そこで昨年末、生徒側にもしっかりヒワイを理解し、なおかつヒワイを取り締まる気き概がいをもった人物が必要だという判断が下った次第なのですわ」


    　アンナ先輩の含みある笑みに、僕はようやく合が点てんがいった。


    　そうか、だから僕は合格できたのか。風紀優良度の低い学校から高い学校へ進学するのが不可能とされるこの時勢に起きた奇跡のカラクリは、そういうことだったのだ。


    「奥間君、あなたは風紀優良度最低辺校に通いながらもＰＭに一度として引っかかったことのない健全さを保ち、ヒワイなテロを行おこなう犯罪者の逮たい捕ほにも協力していたという実績がありますわ。にもかかわらずその経歴は──」


    「かつて社会を大混乱に陥おとしいれたテロリストの息子」


    　アンナ先輩の言葉を、ゴリ先輩が無理やり引き継いだ。


    「ヒワイに関しての知識がずば抜けているだろうことは明白だ。父親からたっぷり仕込まれたのだろう？　俺おれはそこがどうにも信用できん。腹でなにを考えているかわかったものじゃない」


    「〝だから奥おく間ま狸たぬ吉きちの素そ行こう調査をやって化けの皮を剝はいでやる〟とか、格好よく宣言したあげく、尾行途中に情けなく助けられておいて、よくもまあそこまで居い丈たけ高だかにつっかかれるわね」


    　ぼそりとつっこんだ華か城じよう先輩に「だから、助けられたことについては報告しただろう！」とゴリ先輩がつっかかるが「それが勧誘の決め手になったのよ？　もう受け入れなさい」と華城先輩は聞く耳を持たない。二人の言い合いが徐々にヒートアップしていく。


    　と、僕はアンナ先輩からの視線に気づいた。


    「……」


    　なにか、言いたいことはなくて？　アンナ先輩にそう促うながされているような気がして、僕は口を開いた。


    「確かに僕は……テロリスト、奥間善ぜん十じゆう郎ろうの息子です」


    　華城先輩とゴリ先輩が言い合いをやめ、両者とも探さぐるような目つきで僕を見み据すえる。


    　そう。僕の父親は、有名なテロリストだ。


    　父さんは十六年前の《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》制定に強く反発し、各地で卑ひ猥わいなテロ行為を繰り返して指名手配された。十年前のＰピーＭエム装着義務化によってテロ行為が難しくなったあとも最前線で風紀を乱しまくり、最後は国会議事堂に大量のコンドームをばらまいて逮捕された阿あ呆ほうだ。


    「父の影響で、僕にはそうした知識がたくさんあります。幼少の頃は、ＰＭに感知されないように卑猥な言げん動どうを繰り返してもいました」


    　僕のあけすけな告白に、アンナ先輩と華城先輩、それからゴリ先輩が目を見張る。


    「けど、いまは違います。もう昔の僕じゃない」


    　自分の睾こう丸がんを両手でつまんで引き伸ばし、その上に男だん根こんをのせて〝皿にのったバナナ〟とかやってはしゃいだりしない。


    　ペットボトルの蓋ふたを開けるときの指先がエロいとかわけのわからない理由で友人に「クリクリ佐さ藤とう」とかいうあだ名をつける幼よう稚ちな真ま似ねもしない。


    　布ふ団とんの中に潜もぐり込んでもぞもぞわさわさと動きまわる「大人ごっこ」も卒業した。


    〝不審者注意〟の看板の前を通るたびに友人から「これお前のことじゃないの？」なんて言われるような生活態度は、すべて改めた。


    「小学生の頃、アンナ先輩に会ってから、僕は変わったんです」


    「え？　わたくしに？」


    　アンナ先輩がきょとんとする。うん、まあ、互いにちゃんと名乗ったわけでもないし、やっぱり覚えてなかったか。


    　僕は内心で苦笑しながら続ける。


    「先輩に憧あこがれて、僕は自分を変革したんです。少しでもあなたに近づこうと、誰に対しても胸を張れる人間になろうと、あれからずっと努力してきました。だから、僕が生徒会を……アンナ先輩を裏切ることなんて絶対にありません！」


    　僕は断言した。


    「……ふむ」


    　満足そうにアンナ先輩が微笑ほほえみ首しゆ肯こうする。ゴリ先輩のほうにその微び笑しようを向けると、


    「どうでしょうか、轟ごう力りき先輩。これでもまだ、彼が信用に足る人物でないと駄だ々だをこねてみますの？」


    　あくまでやんわりと訊たずねるアンナ先輩に、ゴリ先輩は「……とりあえず、様子見だな」とふて腐れたように唸うなった。


    　アンナ先輩がぱしんと手を打ち合わせ、輝かがやくような笑え顔がおを見せる。


    「話はまとまりましたわね。それでは、今日きようからよろしくお願いいたしますわ、奥おく間ま狸たぬ吉きち君。一緒に学園の風紀を守り、《雪せつ原げんの青あお》の捕ほ縛ばくに全力を注いでいきましょう」


    「は、はい！」


    　張り切って返事をする。夢みたいだ。


    　入学初日からいきなり、アンナ先輩の隣で学園の風紀を司つかさどる重要な役職につけるなんて。


    　まあ、認められた部分は性知識保有の一点だったりするのが目標とは正反対だけど、細かいことは言ってられない。今日から粉ふん骨こつ砕さい身しん、アンナ先輩のために働いてやる！


    「では、今日はこれで解散ですわね。お疲れ様ですの」


    　……って、あれ？


    「あの、アンナ先輩。お言葉ですが、もう解散ですか？　対テロリスト会議とか、パトロールとか、早速いろんな仕事をやるのかと、てっきり……」


    　アンナ先輩は「あー、そうですわね……」と顎あごに手を当てる。可愛い。


    「わたくしはこのあと、奥間君が生徒会のメンバーになったと報告に行かねばなりませんし、轟力先輩も空手部がおありのようで。奥間君にやってもらいたいことの説明はまた後日と考えていたのですが……あ、そうですわっ！」


    　アンナ先輩が「よいことを思いつきましたわ」とばかり、ぽんっと手を打つ。


    「綾あや女めさん、あなた今日は暇ひまでしょう？　朝の入学式準備に遅刻した埋め合わせだと思って、街の案内をしながら奥間君にいろいろと教えてさしあげてはいかが？　役員同士の交流を深めることも仕事のうちですからね」


    「……」


    　僕は恐る恐る隣を見た。


    　ぶすっとした表情の三つ編み眼鏡めがね、華か城じよう先輩が「ええ、喜んで」と凄すごく嫌そうに頷うなずいていた。


    　いやいやいやいや！　誰が得するんだ、こんな采さい配はい！


    「それでは改めて、解散ですわっ。また明日あしたの放課後、生徒会室に集合してくださいまし」


    　それが鶴の一声となり、僕は華城先輩に追つい随ずいするかたちで街に繰り出すこととなった。


    　こんなの絶対おかしいよ。


    



    　険けわしい道のりだった。


    「……」


    「……」


    　生徒会室を出てから駅前裏路地にあるお店に入るまで、僕と華城先輩はまともに言葉を交わさなかった。


    　僕は何度か「生徒会の仕事ってやっぱり大変なんですか？」とか「治安維持のために僕は具体的になにをすればいいんでしょうか？」なんて当あたり障さわりのない話題を振ってみたのだけど、華城先輩は「ああ」とか「ええ」とか母音しか喋しやべってくれず、会話が成り立たなかったのだ。


    　まさか不ふ破わさんよりも会話の難しい人間が見つかるなんて、しかも一日経たたないうちに。


    　無言の華城先輩に誘われるまま入ったお店は個人経営にしては広い敷地面積を有する喫茶店で、個室なんかも選べるかなり贅ぜい沢たくなお店だった。年配の店主と華城先輩はなにやら懇こん意いらしく、慣れた様子で幾つか言葉を交わすと、最奥の個室が瞬またたく間に提供された。


    「今日きようはお客様も少ないですし、どんなお話をしても大丈夫ですよ」


    　老紳士然とした店主は、おしぼりとお冷やを置く際によくわからないセリフを残して去っていった。


    　……ええと、どうすればいいんだ？　道すがらの沈黙がここでも続くかと思うと変な汗が噴き出して全身がぐしょぐしょなんだけど。


    　と、僕の懸け念ねんをよそに、華城先輩がおもむろに口を開いた。


    「ナイス演技だったわ、奥おく間ま君！」


    「…………え？」


    　僕の中で一瞬、時が止まった。もしくは異世界に放り込まれたかと錯さつ覚かくした。


    　それまでの不機嫌な表情が豹ひよう変へんし、華城先輩が満面の笑みを浮かべていたのだ。不愉快な様子を隠そうともしなかった態度は面おも影かげもなく、燃えるようなエネルギーに満ちた面持ちとはっきりした口く調ちようが心地よく僕の知覚を埋める。


    　その力強さは、どこかで見たことがあるような気がした。


    　僕の困惑をよそに、華城先輩はそれまでの沈黙が噓うそのようにぺらぺらと喋り始めた。


    「今け朝さはいきなり善ぜん導どう課の職員に捕まりかけて、なんて詰めの甘い頼りない味方なのかしらとがっかりしていたのだけど、生徒会室での啖たん呵かは見事だったわ！　轟ごう力りき先輩も一応は認めていたくらいだしね。やっぱり期待していた通り、排はい泄せつ孔こうが太いデキる男ね！　大根くらいなら余裕で飲み込んじゃうくらいガバガバね！　いろいろな場面で活躍する度胸ある男の括かつ約やく筋きんはまったく活躍してないって感じ？　あはははは！　入学祝いにおむつ買ってあげましょうか!?」


    「……っ!?　……っ!?」


    　な、なんなんだこいつはああああ！


    　いきなり喋しやべり始めたと思ったら、低レベルな下ネタを吐いて爆笑し始めたぞ!?


    　コレは本当に華か城じよう先輩か!?　道中、こっそり別人と入れ替わったとかじゃ……。


    　って、ちょっと、待てよ？　この張りのある声、燃えるような瞳ひとみ、くだらない下ネタ。


    「あ、あんた……まさか……」


    　震える指先で、僕は〝華城先輩〟を指さした。


    　その瞳が燃えるようなエネルギーを感じさせる輝かがやきでもって、視線を絡めてくる。


    「ああ、自己紹介が、とてもとても遅れたわね。じゃあ改めまして──」


    　白い歯を見せ意地悪く笑いながら、目の前の女性が眼鏡めがねをとり、三つ編みをほどき、どこからか取り出したパンツを頭にかぶった。


    「私は《雪せつ原げんの青あお》こと下ネタテロリストの華城綾あや女め！　以後よろしこ！　私と一緒に、あのふざけた署名運動をしっちゃかめっちゃかにしてやりましょう！」


    「もしもし警察ですか!?　いま僕の目の前にテロリ……うぐっ!?」


    「ちょっとちょっと！　自己紹介中にいきなりどうしたのよ奥おく間ま君っ。情緒不安定？」


    　ＰピーＭエムから一一〇番通報しようとしたが、超人的なスピードで通話ボタンが切られた。机に身を乗り出した華城先輩に両手を押さえられ、身動きがとれなくなる。


    「ど、どうしたもこうしたも……」


    　いきなり「自分が下ネタテロリストです」なんて白はく状じようしたうえ、それを通報されないと考えているなんてどういう思考回路をしてるんだ!?　僕がアンナ先輩に忠誠を誓ったシーンを見てただろ!?


    　おかしい、なにかがおかしい。というか全部おかしい。


    　僕と華城先輩がお互い頭上に「？」を浮かべて言葉も発せないでいると、落ち着き払った様子で店主が個室に入ってきて──


    「ご注文はお決まりですか？」


    　こっちはそれどころじゃないんだよ！


    「あ、私はコーヒーで。奥間君はどうする？　ほうじ茶でも飲んで落ち着いたら？」


    　え？　なに？　僕がおかしいの？


    「あの、店主さん」


    「はい」


    「この人、テロリストらしいですよ」


    「存じておりますが。で、ご注文は？」


    　あ、この空間では僕がおかしかったわけですね、はい。理解した。理解したくなかった。


    「えーと、ほうじ茶お願いします」


    「かしこまりました」


    　店主が厨ちゆう房ぼうのほうへ引っ込んでからも数分の硬直状態が継続される。と、ずっと不思議そうに首を傾かしげていた華か城じよう先輩の双そう眸ぼうがなにかに気づいたようにはっと見開かれ、その顔がみるみるうちに青白くなっていった。


    　唇くちびるがかっさかさになった華城先輩は、そっと僕から目を逸そらし、おずおずと口を開く。


    「あなた、まさか、本当にアンナに憧あこがれて、時とき岡おか学園に入学してきたの？」


    「最初っから、そう言ってるじゃないですか！」


    　華城先輩はゆっくりと僕の両手を解放し、ぐしゃぐしゃと頭を抱え始めた。


    「え、そんな、え？　だって、あの奥おく間ま善ぜん十じゆう郎ろうの息子が、このタイミングで入学してくるなんて、すっかり援軍だとばかり……それに下ネタ大好きオーラもしっかり醸かもし出してて……え、もしかしてヤバい？　私の、早とちり？　そんなはずは……え、マジでヤバい？」


    　華城先輩はなにやらぶつぶつと自分の殻からに閉じこもってしまっていた。


    　いまのうちに逃げよう。アンナ先輩に、このことを知らせなければ。


    　腰を上げ個室のドアをそっと開いたところで、思いきり手首を摑つかまれた。


    「うぐあっ」


    　机の上に押し倒され、完全に身動きを封じられる。


    　パンツをかぶった華城先輩が、汗で湿った体を押しつけるようにして覆おおいかぶさってくる。


    「まったくもう落ち着きなさいよ奥間君。落ち着いて落ち着いて、落ち着くのよ、私」


    　相当動揺しているらしい華城先輩は祈るようにぶつぶつ呟つぶやき、急に黙り込んだ。


    　そして次の瞬間には先刻までの自信満々な表情を取り戻す。


    「ふ、ふふはははははっ！　正体を知られてしまったからには、あなたをここからタダで帰すわけにはいかなくなったわ！」


    「あんたが勝手に自爆したんだろうが！」


    「けれど、私の眼力は確かよ。あなたからは下ネタ大好き野郎の匂においが、私と同類である気配が、ぷんぷんするもの！　アンナと出会って変わったですって!?　三みつ子ごの魂たましい百までって格言を知らないのかしら！」


    　その言葉にぎくりと身を強こわ張ばらせてしまう。


    「こうなったら仕方がないわ。あなたが素直に下ネタ大好きだと言えるようになるまで、たっぷりがっつり私と一緒に、卑ひ猥わいなお話っ、しましょうかっ！」


    「い、嫌だ……っ、誰か助け」


    「ご注文のものをおもちいたしました」


    　お呼びじゃねえってんだ！


    「ふ、ふふふふふふふふふっ。さあ、健全で退屈な、下ネタなんて概念が存在しないこの世界に別れを告げなさい奥おく間ま君。ここから先は、とっても刺激的よ！」


    　襟えり首くびをぎゅっと絞しめられ、僕の意識はそこで途絶えた。


    



    「……はっ！　アンナ先輩に早く伝えないと！　敵は内部に……って、あれ？」


    　意識を取り戻した僕が縛しばりつけられていたのは、薄暗い物置のような部屋だった。


    　大量の段ボール箱と、それに入りきらなかったらしい小物が棚を席せつ巻けんし、申しわけ程度の電球が唯ゆい一いつの光源となっている。部屋の隅すみにはどこか古めかしい部屋の雰ふん囲い気きには不釣り合いな業務用印刷機がでんと居座っていた。


    　そして部屋の中央、木製の円卓と円まる椅い子すに腰をかけてコーヒーをすすっていたのは、


    「華か城じよう、先輩」


    「気がついたわね。私と一緒に下ネタテロをやる覚悟はできたかしら？」


    　華城先輩は三つ編みをほどき眼鏡めがねを外しただけの状態で僕を見下ろしていた。


    「ふざっけんな！　くそっ、解放しろっ。僕はアンナ先輩と一緒に風紀を守るって誓ったんだ！」


    　暴れてみるが、柱に縛られた両腕が折れそうに軋きしむだけで、脱出などできそうにない。


    「子作り期間中のメス猫じゃああるまいし、ちょっとは落ち着きなさい。ここ、あの喫茶店の物置なのよ？　お店に迷惑がかかってしまうわ」


    　言いつつ華城先輩は、僕のポケットからするりとエロイラストを取り出し眼前に示す。


    「ぐはあっ！」


    　僕はおとなしくなった。


    「はいこれ、ほうじ茶よ。冷めてしまっているけれど、鎮静効果は変わらないと思うわ」


    　華城先輩が僕のすぐ隣に膝ひざをついてちびりちびりと飲ませてくる。


    　その間、ブレスレットを操作して外部に連絡をとれないか試してみたけれど、真ま綿わたのようなものでブレスレット部分が覆おおわれてしまっていて、まともに起動させることもできなかった。


    「さて、と。じゃあ改めてお誘いするわよ」


    　アンナ先輩は再び椅子に座り、余よ裕ゆう綽しやく々しやくのエネルギーに満ちた表情で僕を見み据すえる。


    「私と共に下ネタテロ組織《ＳＯＸソツクス》を立ち上げて、公こう序じよ良りよう俗ぞくの破壊に協力しなさい」


    「そんな要求、呑のめるわけないだろ！」


    　僕は即座に突っぱねた。


    「そんなくだらない、汚けがらわしいこと！　なにが目的なんだ、あんたは！」


    　駅で助けてもらったことには感謝するけれど、公共の場で禁止単語をわめき、あんな魅力的な……じゃなくて！　目に毒なイラストをバラまいたりして、イタズラに風紀を乱して楽しんでいるとしか思えない。アンナ先輩と僕の崇高な目的を真っ向から邪魔する下劣な犯罪者の味方になんて、死んだってなるもんか！


    「はー、まったく……」


    　華か城じよう先輩は眉み間けんをつまみ、わざとらしく溜ため息いきを吐いた。


    「奥おく間ま善ぜん十じゆう郎ろうを父にもちながら、教えてもらったのは性知識だけ、か。まあ、自分の思想を刷り込まないのは彼らしいわね。けれど、下ネタテロ──性知識の流る布ふそのものが必要悪だという大前提くらいは教えておいてあげてもよかったでしょうに……。それにしても、狸たぬ吉きちなんて素敵な名前をつけてもらったっていうのに、すっかりいまの世の中に飼い慣らされた育ち方をしちゃって、皮肉なものね」


    「なんで僕の名前が出てくるんだよ、そこで」


    「あら、知らないの？」


    　華城先輩は意外そうな顔をしたあと、ポケットからなにやら長方形の物体を取り出してぴこぴこと操作しだした。あれは確か、十年以上前に生産が中止されたケータイ電話とかいうやつだ。なんでいまここであんな骨こつ董とう品ひんを……と僕が訝いぶかしんでいると、


    「あなたの名前の素晴らしさを説明するにはまず、日本における金きん玉たまについて論じなければならないわ」


    「なんでだ！」


    「世界に〝睾こう丸がん〟を意味する単語は数あれど、日本のように黄金だの宝玉だのと煌きらびやかな単語を組み合わせた例は他にないわ。日本人は金玉に、特別な想おもいを抱いているの。そして狸たぬきというのは金玉を肥大化させた日本固有の妖精で、世界でもほかに類をみない独特の卑ひ猥わいキャラクターなのよ！　性に対して素そ朴ぼくなユーモアと寛容さを持ち合わせていた日本の古き良き精神文化が、あなたの名前には込められているわ！　胸を張っていいのよ？」


    「張れるかあ！」


    「そうね、あなたが得意なのはきっと股こ間かんのテントを張ることでしょう？」


    「支し離り滅めつ裂れつに下ネタをつっこんでくるんじゃねえ！　つーか、あんたさ」


    　僕はずっと疑問に思っていたことを口にした。


    「なんで、禁止単語を口にしても平気なんだ？」


    　いましがたの会話だけを見ても、金玉だの股間だの、使用が禁止されている単語のオンパレードだ。普通なら単語使用を感知したＰピーＭエムによってすぐさまこの場所が善ぜん導どう課へ通達され、未成年ならお説教に強制労働、成人なら罰金刑などが待ちかまえている。まして華城先輩は曲がりなりにも時岡学園の生徒。本来なら一発で退学処分になっているはずなのである。


    「ああ、それはね、この携帯電話のおかげよ」


    　華城先輩が、長方形のそれをまたしてもぽちぽち操作してからポケットにしまった。


    「私はこの携帯電話から特定の番号に電話をかけている間、一日最大三分、ＰピーＭエムの監視から逃のがれることができるのよ。今日きようはあと、五十秒しか自由に喋しやべれないわ」


    「ウルトラマ○!?　つーか、なんだよそれ、そんな都合のいい話があってたまるか！」


    　そんな方法があるのなら、世間はもっと下ネタテロや卑ひ猥わいで[image: ]あふれているはすだ。


    「都合良くなんてないわ」


    　華か城じよう先輩が、僕の疑念をあっさりばっさり間髪を容れずに跳ねのけた。


    「これは《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》と闘った私のお父さん──遠えん藤どう正まさ志しが、政治家として積み上げてきたすべてを使い尽くして私に残してくれた唯ゆい一いつ無む二にの抜け道なの。ちなみに私はウルトラマ○コスモスが好きよ」


    「聞いてねえよ！　って、遠藤、正志……？　どこかで聞いたような」


    「当然ね。遠藤正志は十年前、高校生相手の買春を理由に失脚に追い込まれ、いまは獄中にいる元大物政治家よ。当時はニュースでずいぶん騒がれたもの。……けど本当はそんなことしてないわ。お父さんはＰＭによる圧性を目もく論ろむ連中に破れて、無実の罪を着せられただけなの」


    「……ずいぶんと信頼してるんだね」


    「ええ、だってお父さん、ババ専だもの」


    　政力争いに敗れて投獄されたうえ、娘に性せい癖へきが筒抜けって、ろくな人生じゃないな。


    「じゃあさしずめテロの目的は、父親に無実の罪を着せた社会に対する復ふく讐しゆうってところか？」


    「は？　なに言ってるの。そんなくだらない理由で下ネタテロなんてやらないわよ。これは純然たる私の意志よ。お父さんが私になんて言ってこの携帯電話を渡してくれたと思う？　〝お前の下ネタ好きは常軌を逸している。これをあげるから、一日三分の発散で我慢してくれ〟よ！」


    「どんな幼少時代だったんだあんた！」


    　人のこと言えないけどな。


    「端たん的てきに言うなら、語尾はちんちん、見た目は幼女、二言目には〝交尾まだー？〟よ」


    　前ぜん言げん撤てつ回かい。僕にはこいつの幼少時代を糾きゆう弾だんする権利がある。


    「で、話を戻すけれど、復讐かと訊きいたわね、狸たぬ吉きち。繰り返しになるけれど、それはありえないのよ。だって私、むしろお父さんを恨んでいるもの」


    　華城先輩の瞳ひとみが鋭するどく光る。ぞわりと背筋が冷える。一体、父親との間になにが……。


    「会話だけ、しかも一日たった三分の発散だけで、足りるわけないじゃない！　生なま殺ごろしもいいところよ！　あの馬鹿親、どーんと太っ腹にＰＭ完全無効化とかできなかったのかしら!?」


    「捨て身で娘の将来を案じた父親になんてこと言っているんだ!?」


    「いっそのこと、世捨て人として暮らしたほうが楽だったかもしれないわ。社会にうまく溶け込んだはいいけれど、息苦しくてたまらないもの。みんな普段の私を仏ぶつ頂ちよう面づらだって言うけれど、ろくに『ま●こ』とも叫べない世の中で、上じよう手ずに笑えるわけがないでしょう」


    「だから、下ネタテロなんてやってるのか？」


    「まあね。自分を変えることは不可能だから、世界を変えることにしたの」


    　いっそ清すが々すがしいまでに自分勝手なその理屈を、しかし華か城じよう先輩は恥じるでもなく凜りんと言い放った。「まあ理由なんてほかにいくらでもあるんだけど、いまのあなたには難しいでしょうから、今度でいいわ」。ぼそりと紡つむがれた言葉は、うまく聞き取れない。


    「じゃ、もう一度聞くわよ？　私と一緒に下ネタテロ組織《ＳＯＸソツクス》を立ち上げる気は？」


    「０ゼロだっつーの」


    「えー、なにが気に食わないのよ。組織名？　組織名なの？」


    「いまさらそんなとこに論点をもってくるか!?」


    「しっかり考えてあるのよ、この組織名。ほら、Ｏが伏せ字みたいで卑ひ猥わいでしょう？」


    「ああそうですね！」


    　と、華城先輩がケータイ電話を操作する。


    「そんでもってＳＯＸっていうのは〝セックスの回数が一番多い日はＸクリスマス〟って文章の略なの！　街にはカップルが[image: ]あふれ、女の股こ間かんには子こ種だねが[image: ]れる……Ｘマスは合法的に卑猥な行為が奨しよう励れいされていた過去の祭日なのよ！」


    「いくらなんでもそろそろつっこみきれなくなってきたわ！」


    「あ、いま思いついた。ホワイトクリスマスってあるじゃない？　あれって、地球という巨大な卵らん子しに、雪という精せい子しが降り注いでるわけよね？　ミクロの視点で人間が受精しまくっている間に地球まで受精まがいのことしてるなんて、宇宙の神秘ね」


    「死ね！」


    「あはははははははっ！」


    　不意に華城先輩が大笑いし、僕は首をすくめた。なんだこの人、急に……？


    「ふふふははっ、なんだかんだであなたを正式な仲間第一号に選んで正解だったかもね。つっこみがあると下ネタも言いがいがあるってものよ」


    「なっ」


    　まさか僕、華城先輩の下ネタに拍車をかけていたのか？


    「っつーか、仲間になるなんて言ってねえだろうが！　いい加減にしろ！　……っ!?」


    　いつの間にか。


    　華城先輩の目つきが変わっていた。仕方ない、とでもいうように長く息を吐き、すっと目を細める。不敵なその表情は、思わず怯ひるんでしまうほどの迫力を有していた。


    「もう一度だけ、あなたの自主性に問うわ。私に協力する気はある？」


    　そういえばこの人、喫茶店で見せたような狼ろう狽ばいをこれまで欠片かけらも表に出さなかった。ずっと余よ裕ゆう綽しやく々しやくの体ていで、僕を弄んでいた。それは致命的な弱味を握られた人間の態度じゃない。


    「協力なんて、絶対にしない」


    　僕はなにが飛び出してくるのか警戒しながら、華城先輩の申し出をはっきりと突っぱねた。


    「そう。残念」


    　華か城じよう先輩は意外とあっさりぼくの言葉を受け取る。


    　しかし、それで終わるはずがなかったのだ。


    「なら私は、女性の下半身をいじくり倒した犯罪者としてあなたを善ぜん導どう課に突き出すしかないわね」


    「はあ!?」


    　あまりに予想外の展開に、頭が真っ白になる。


    「ちょっ、待てよっ。善導課が出てきて困るのはあんただろ!?　大体、いくら時とき岡おか学園の生徒の証言でも、そんなあっさり善導課が信用するとは──」


    「逃走に使ったロープ、きっとまだ駅に残ってるわね？」


    　どくりと心臓が跳ねた。


    「私はタオル越しにロープを摑つかんだし、そのタオルはすでに処分済み。一方あなたは直じかにあのロープを摑んだわ。鑑かん識しきに頼めば、あなたの組織がびっしり検出されるはずよ」


    「い、いや！　それでもあんたは僕を警察につきだせない！　僕はあんたの正体を知った！　どこからでもその真実を漏もらせるぞ！」


    　この前提条件を強気でプッシュするしか、抵抗する手段は残されていなかった。


    　これが論破されれば……そのときは。


    　くすくすと、華城先輩がなぶるように笑う。


    「確かにそんなことをされれば、私は正体がバレてブタ箱行きよ。なんとか追及を逃のがれても、以降は善導課にマークされて活動できなくなるわ。それは避けたい。けれど問題なしよ。だってあなたには、私の正体を周りにバラせない理由がなんとびっくり二つもあるのよ。まるで金きん玉たまのように」


    　金玉はもういい。つーかその一言のためにわざわざケータイを操作するな。


    「第一に、時岡学園の生徒会役員である私が下ネタテロを行おこなっているなんて知れれば、監督力不足として生徒会、特に会長であるアンナに多大な迷惑がかかるでしょうね」


    「なっ、そんな理り不ふ尽じんな」


    「ふふふ。社会が理不尽なのは十六年も昔にわかりきってたことじゃない」


    　なにをいまさら、と華城先輩が吐き捨てる。


    「そして第二に、自分で言うのもなんだけど、私とアンナは親友同士。自じ画が自じ賛さんになってしまうけれど、アンナが生徒会の激務に耐えられているのは、彼女自身の実力は元より、私という清涼剤がいるからよ。もし私が《雪せつ原げんの青あお》として退学にでもなってみなさい？　親友が裏切り者だという事実に打ちのめされ、学校側や世間から責任を押し付けられ、生徒会の激務に忙ぼう殺さつされ、しかし私という清涼剤はもう存在しない。どうなると思う？」


    「こ、の……どの口が親友とかほざいてるんだ！」


    「もちろん、上の口よ！」


    「口は上にしかねえ！」


    　って、いまはそんなつっこみを挿そう入にゆう──ヤバい引きずられた──入れてる場合じゃない。


    「それなら、あんたが逮たい捕ほされたあと、僕がしっかりアンナ先輩を支えれば」


    「痴漢の罪で牢ろう獄ごく行きの人間が、どうやって支えるのよ」


    　ああ、そうだった！


    「というわけで、あなたの冤えん罪ざいを密告したところで、私に害はないの」


    　華か城じよう先輩が立ちあがり、僕の頭をがしりと摑つかんだ。


    「善ぜん導どう課に突き出されたくなければ、私に協力しなさい。大丈夫、悪いようにはしないわ。ムチばかりじゃ従う気にならないだろうと思ってあらかじめアメの準備もしてあるもの」


    　……アメ？


    「さっき言ったでしょう？　私はアンナと親友同士。あなたの恋こい路じを、全面的にサポートできる立場にいるのよ？」


    「！　な、あ、いやいやいや！　恋路とかそういうんじゃない！　僕はアンナ先輩に憧あこがれているだけで、そんな不純な気持ちはこれっぽっちも──」


    「生徒会でのあの啖たん呵かと態度が演技じゃなくて恋でもないなら、ほかになんだっていうのよ。あのねえ、人に恋する感情も、その体をもみくちゃにしたいって衝しよう動どうも、この上なく健全で純粋な気持ちなのよ？　まあ、すぐに認めなくてもいいわ。もしあなたがＳＯＸソツクスの創設メンバーとして私に協力してくれるなら、あなたとアンナの距離を縮めることに手間は惜しまないとだけ約束しておきましょう。ふふふ。さあ、どう？　これであなたには、私の誘いを断ことわれない理由と、承諾する理由しか残っていないじゃない？　どうすればいいのか、わかるわよね？　これが最後通つう牒ちようよ。〝私と一緒に、下ネタが許きよ容ようされる素敵な世界を作りましょう〟」


    　華城先輩が、挑ちよう発はつするように凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。


    



    　──記念すべき時とき岡おか学園入学式のその日。


    　僕は栄えある時岡学園生徒会のメンバーに抜ばつ擢てきされると同時、希き代たいの怪人《雪せつ原げんの青あお》率ひきいる反社会テロ組織《ＳＯＸ》の創設メンバーになってしまった。


    　……こんなの。


    　こんなの！　絶対！　おかしいよ！

  



  
    



    


    第二章　初めての下ネタテロ


    



    　激動の入学式から日をまたぎ、翌日。


    　僕はとある場所に向かうべく、駅を目指しながらＰピーＭエムをいじっていた。


    　虚こ空くうに映し出したタッチパネルを操作し、目的地までの道順をチェック。支払いパスワードを入力し、ＰＭに補ほ填てんされた電子マネーで必要な切符を購入した。


    　改札口でＰＭのブレスレット部分をかざし、がらっがらの始発に乗り込む。


    　二十分ほど電車に揺られてたどり着いたのは、第一清せい麗れい指定都市の郊外に位置する田園地帯だ。まだ作付けは行おこなわれていないようで、剝むき出しになった土と畦あぜ道みちが茫ぼう洋ようと広がっている。


    　春先なので少し肌はだ寒ざむいが、爽さわやかな風と青い空、朝の散歩としてはかなり気分がよい。


    　で、こんな早朝からなにしてるかって？


    　エロ本の回収ですがなにか？　仕方ないじゃん、華か城じよう先輩の命令は絶対なんだよ！


    「えーと、ここだな」


    　田園にぽつんと立つ小さな作業小屋の扉とびらを開ける。蜘く蛛もの巣などで中は汚れ放題だ。


    　昨晩、喫茶店の物置で華城先輩に渡されたメモ帳に従い、奥から二列目、右から三つめの床板をめくる。


    「……これか」


    　そこにはＢ５サイズの雑誌なら難なく入るほどの木箱が安置されていた。蓋ふたを取るとプラスチックのタッパーがあり、そのまた中に、タオルでぐるぐる巻きにされたブツが確認できる。


    「厳重すぎる……」


    　しかしその言葉は、タオルを丁てい寧ねいに剝はぎ取ったところですぐさま撤てつ回かいされることになる。


    「……ぬ、お、お、お、お、お」


    　表紙には、紺色の学生水着に身を包んだ少女がこちらに大きなお尻しりを突き出している写真が印刷され、周囲には〝魅惑の三角ヘア地帯！〟〝初公開！　十×歳の濡れた柔丘！〟〝実録、幼おさな妻づまの搾さく乳にゆう体験！〟などと魅惑の文字群が躍っている。


    「くっ、ダメだダメだ！」


    　僕はすぐにそれをタオルで包み直し、肩がけのバッグに押し込んだ。


    『人けのない場所に隠してあるものだから、自家発電してもいいのよ？　ほら最近ってエコが流は行やりじゃない？　地産地消とか。あ、地産地消だと出したモノ食べなきゃいけなくなるわね』


    　華か城じよう先輩の言葉が蘇よみがえるが、小屋から駅までの帰り道を全力疾しつ走そうして煩ぼん悩のうを打ち滅ほろぼした。


    　脅おどしに屈しはしたけれど、アンナ先輩のように健全で綺き麗れいな人間になるという目標までは曲がっていないのである。


    



    　エロ本を持ったまま、僕が次に向かったのは昨日きのうの喫茶店だった。


    　店主には既に話がついているので、勝手にドアを開けて物置へお邪魔する。


    　回収してきたエロ本のページをぱらぱらめくり、適当なページをハガキサイズに縮小コピー。


    　なんでも、《雪せつ原げんの青あお》である華城先輩を支持する頭パーンッな大人が清せい麗れい指定都市内に多数存在し、その中でも信用に足る数人の人物から提供されたスペースにこうしてコピー機を設置、仮のアジトにさせてもらっているのだそうだ。


    「にしても、本当にドッキングシーンがないんだな……」


    　僕はエロ本をコピーしながら、昨日の華城先輩との会話を思い出した。


    



    『私が保有しているエ……不健全雑誌三冊には、いずれも肝かん心じんのドッキングシーンがないのよ』


    　一日三分をフルに使ってしまった華城先輩は、じれったそうに言葉を選んで発言していた。


    『というか、現代まで残存している数少ない不健全雑誌の中でも、ドッキングシーンまで描えがいてある、もしくは写っているモノは、本当に少ないの。やっぱりドッキングシーンがあるかないかで規制の厳しさが段違いだったみたいでね』


    『へー、そうなんですかー』


    　つーかどんだけエロ本のことを不健全雑誌て呼称するのが嫌なんだよ。いちいち顔しかめて。


    『一刻も早く、少なくとも学校の皆にだけでも性のなんたるかをはっきり知らしめたいのだけれど、相手は頭に下着をかぶっている人間を不審に思わないほど性知識に乏とぼしい人たち。やっぱり一日三分、しかも口頭のみのテロだけでまともに性知識を流る布ふするのは難しいわ。ドッキングシーンの描えがかれたブツがあれば教育のめども立つのだけれど、新たに製造するのは難しいし、国家組織である善ぜん導どう課の情報網を出し抜いて、残存している不健全雑誌を探し出すのも現実的じゃあない。だからこそ狸たぬ吉きち、あなたにはそういう面でも期待していたのよ。思いっきりドッキングシーンのあるドギツいモノを土産みやげにしてくれるかと思えば……まあこれは今さらね』


    『別にいいじゃないですか、性知識の流布なんて、焦あせることじゃあないでしょ』


    『バカね、ニュースを見ていないの？』


    『え？』


    『ああ、期待した私がバカだったわ。どうせ狸吉は、テレビに出演するアンナの肉体に夢中で、その母親──ソフィア・錦にしきノの宮みやがどんな主張をしているかなんて聞いてなかったのでしょう？　まったくこれだから思春期の男子は最低だぜ！』


    『そ、そそそ、そんなことないっすよ！』


    『あー、はいはい。とにかくいま、無理にでも流布しておかないと、大変なことになるのよ。確かに私はテロを行おこなうことそれ自体が楽しくてしようがないし、ほぼ無計画にテロを行っている自分勝手な愉快犯だけれど──』


    『よくわかってるじゃないですか、反省と後悔、ついでに自首を所しよ望もうします』


    『人の話は最後まで聞きなさいよ。で、まあ、私は自分勝手な女ではあるけれど、倫理だけはちゃんと持ち合わせているの』


    『どの口が（以下略）』


    『もちろん上の（以下略）』


    『──だからね狸吉。私はしばらく、ソフィアが画策している署名運動を妨害するためのテロに従事しなければならないわ。それにはまず、学校の皆にドッキングのなんたるかを教える必要があるの。けど、なかなか良い手が思い浮かばないのよ。……実の母親の初めてを奪う方法とか、実の父親より早くさくらんぼを卒業する方法とかはぽんぽん思いつくんだけどね』


    『そっちのほうがすげえ!?　いや褒ほめてないけど！』


    『で、とりあえずはまあ、これまでどおり、不健全雑誌のコピーを地道にばらまくしか、性知識を流布する方法はないのよ。この半年ずっと続けていることだから、これ以上続けてもあんまり意味はないのだけれど……。というわけで狸吉、明日あしたの朝、学校中に不健全雑誌のコピーを隠してきてくれる？　やり方はしっかり教えてあげるわ。道中で記憶喪そう失しつになっても「体が、覚えてる……っ」ってなるまで』


    『えー……』


    『いくらなんでも表情が露骨よ。そう、そんなに嫌なら、他の選択肢を二つ挙げましょうか。まず一つ。実は時とき岡おか学園に一人、卑ひ猥わいネタ好き好きオーラを放っていて、なおかつ覚かく醒せいすればＰピーＭエムの監視を意地でも突破してイラストを描かいてくれそうな先輩がいるのだけれど、その子に性知識を叩たたきこんでこちら側に引きずり墜おとしてくれない？　ちなみにその子、見た目は完全に小学生幼女よ』


    『無む茶ちや言うな！』


    　見た目幼女に性知識を教え込めだって!?　興奮してしまうだろうが！


    『そしてもう一つは、ブタ箱での強制労働』


    『あーはいはい！　わかりましたよ、やればいいんでしょやれば！』


    



    　僕がこうして地道な下ネタテロを行おこなっている間に、華か城じよう先輩は性知識流る布ふに有効な手段を模も索さくしてみるとのことだったけれど、そんな簡単に上手い遣り口なんて見つけられるものじゃない。華城先輩もそれは重々承知しているみたいだったんだけどな。


    　ガガガッ！　とやたら振動するコピー機をぼんやり眺めながら、再び昨晩の会話を思い出す。


    



    『ＰＭの性表現監視機能なんて、華城先輩の変質ウルトラマ○特性みたいな例外を除いて、そうそう破れるものじゃないですよ。さっさと諦めたらどうですか』


    『そんなことわかってるわよ。だからこそこの十年で若い世代に性知識が供給されなくなって、トンチンカンが量産されることになっているのでしょう』


    　不ふ破わさんみたいな子か。……いや、あれは性知識云々関係なくクレージーか。


    『ところで、トンチンカンってなんか響きがアレよね、アレ。ふふふ』


    『なんでもかんでもそっち方面に結びつけるんじゃねえよ！』


    『そっちってどっちかしら。やーねー、玉袋にコンデンスミルクを溜めこんで一つのことしか考えられなくなった男の思考回路なんて、心の清らかな私にはまったく理解できないわー』


    『あんたが言うと、全部卑猥な言葉に聞こえるんだよ！』


    『それは私じゃなくてあなたの頭に下ネ……卑猥フィルターが増設されてしまっただけの話でしょう？　ふふふ、ねえ知ってる？　下ネ……卑猥な思考は感染するのよ！』


    『……くそっ、そのまま禁止単語を口走って逮たい捕ほされりゃあいいものを……っ』


    『ふふふ、私がＰＭの監視を逃のがれ続けて何年経たつと思ってるの。で、話を戻すけれど、ＰＭ無効化ができなくなった私とあなたがこうして卑猥な話をできているから、性知識の発信なんて禁止単語の言い換えや歪わい曲きよく表現でどうにかなりそうだなんてうっかり錯さつ覚かくしちゃうけど、完全に無知な相手への情報伝達を想定すると、全然そんなことはないのよね』


    『全員が違う方言を使って伝言ゲームを行うような状態になって、混乱するだけですもんね』


    『よくわかってるじゃないの。その通り。知識がネズミ算式に伝達していかないし、情報が交こう錯さくしてカオスなことにもなってしまうわ。ところで〝交錯〟ってなにかしらのプレイを連想しちゃうわね。だって〝倒錯した、交わり〟だもの。みつを』


    『偉人をバカにすんな！　あんたの頭はホントにそればっかだな！』


    『にんげんだもの』


    『うるせえよ！』


    『また話が逸それたわね』


    『百パーセントあんたのせいですけどね』


    『ええと、そうそう。口頭だけだとやっぱり性知識伝達は難しいって話だったわね。多種多様なイラストや画像を使えればそれも容た易やすくなるのだけど、新しく製造するのはやっぱりリスクが大きすぎてね。これを利用するのは現実的じゃあないのよ』


    『ＰピーＭエムのブレスレット部分って、かなり正確に装着者の腕や指先の軌き跡せきを認識しますからね。確か、肉眼でギリギリ識別できるかどうかの大きさで文字を書いても余裕で感知するそうじゃないですか。しかも個々人の軌跡データは半永久的に国のサーバーへ自動保存』


    『昔の日本なら、こういう技術を〝ゴールドフィンガーのテクをロボットによって再現！〟とかそういうことに使っただろうにねぇ。どうしてこんな社会になっちゃったんだか』


    『あんたの頭がどうしてそうなっちゃったんだよ！』


    『個々人の軌跡データを半永久保存っていうのが痛いわよね。卑ひ猥わいなイラストや落書きが発見されると、怪しい人間のデータが照会されて、確実に犯人が特定されてしまうもの。その照会も人力だから手間と時間がかかるぶん、いざ犯人を捕まえると見せしめとか腹いせみたいな厳罰が下されるのよねえ』


    『未成年にも執行猶予なしで長期の懲ちよう役えき刑が下された例があるくらいですからね』


    『嫌な時代よねー。卑猥なことが殺人より悪いみたいじゃないの。ってなわけで他になにか手がないかって話になるのだけれど、なにかアイディアないかしら？』


    『あっても言いませんよ』


    『あ、もしもし警察ですか？　今日きよう島しま田だ駅で起きた事件について話が──』


    『だああ！　わかった！　わーかーりーまーしーた！　写真や動画で実際のドッキングを撮影してばらまけばいいんじゃないですかね！』


    『……引くわー』


    『どうしろっつーんだ!?』


    『そこまでやったら流石に下ネ……卑猥の範はん疇ちゆうを外れて、ただの不愉快な暴挙になってしまうわ。そもそも、動画や写真を撮影したところで、それを放映、現像するにはＰＭのネット回線を介さなくちゃいけないから、イラスト作製よりも簡単に捕まってしまうわ。ネット上での匿とく名めい性が生きていたのは、ネットカフェとかみたいに、誰でも使える情報端末が不特定多数の場所に存在していた遠い昔の話よ。公民館のパソコンで卑猥なサイトを開いたまま放置するっていうイタズラができた時代も、いまは昔』


    『あんたそんなことまでしてたのか！』


    『違う違う。お父さんがしてたのよ、お父さんが。羨うらやましいわよね』


    『さっきはちょっと同情したけど、あんたの父親、やっぱり逮たい捕ほされて当然だわ』


    『ま、撮影って案は悪くないわね。ネットを介さず、撮影したものをＰピーＭエムのプロジェクター機能を使ってその場で上映すれば足はつかないもの。けどまあ、その場で何分も留とどまって上映するなんてのも現実的じゃないからね。現行犯逮捕がオチよ』


    『いずれにしろ、短期間での性知識流る布ふは難しいってことですね』


    『なによそのいい笑え顔がお。もぎ取るわよ？』


    



    　個人的には、華か城じよう先輩が苦戦してくれたほうがアンナ先輩のためになって万ばん々ばん歳ざいだから、別にそれでいいんだけど……。


    　アンナ先輩の母親であり、僕に〝性知識を持ちこむな〟と釘くぎを刺してきた、ＰＴＡ会長でもあるソフィアさんが主導する〝署名運動〟の詳細を知るにつれ、複雑な気持ちになってしまったのは否定しない。華城先輩がそれをしっちゃかめっちゃかにしようという気持ちもわかる。けどまあ、流石にあんな署名運動がまともに支持されることはないだろうから、華城先輩の肩を持つ理由にはならないんだけどさ。


    「さて、これだけ刷れば大丈夫かな」


    　五種類のページを各三十部ずつ縮小コピーし、鞄かばんに突っ込む。


    　時計を見ればちょうどよい時間で、エロ本を元の場所に戻してから学校に向かえばちょうど正門が開くだろう。


    　開店準備をしていた店主に「お邪魔しましたー」と声をかけ、僕は店をあとにした。


    



    「えーと。次は……高等部だな」


    　ひっそりとした早朝の校舎。エロハガキ入りのバッグを肩にかけて練り歩く。


    　全部で百五十枚刷ったエロハガキの半分ほどを中等部校舎に隠し終えたので、渡り廊下を通り高等部校舎へと歩を進める。


    　エロハガキの隠し場所は音楽室や家庭科室みたいな特別教室の棚の中だったり、掲示板に張られたプリントの裏だったり、トイレのくずかごの中だったりと様々だ。ただし、個々人の机の中やロッカー、下足箱など、無理やり渡すような隠し方は厳禁。


    　あくまで生徒たちが自主的に探し求めるようにするのが重要、とのことだった。僕の自主性なんてガン無視だったくせにね。


    　教師と連携してパトロール体制を作っている華城先輩は、そのローテーションを完全に把握しているどころか、卑ひ猥わいなブツを隠しやすいよう巧妙に穴を作ったりと工作に余よ念ねんがない。その指示に従っている僕は比較的安心してエロハガキを隠すことに専念できた。


    　……あくまで比較的であって、さっきから人の気配を感じるたびに足がガクガク心臓バクバク。上からも下からもいろいろぶちまけそうなんだけどね。って、ああ、いかんいかん！　華か城じよう先輩の戯ざれ言ごとに長く付き合わされたせいか、緊張のせいか、思考が昔に戻りつつある！


    　と、華城先輩の精神汚染に抵抗しつつ高等部校舎に到着して、どこか良い隠し場所はないかとうろうろしていたときだ。


    　不意に、視界の端でなにかが輝かがやいているのに気づいた。


    「おぉ」


    　それは一枚の絵画。時とき岡おか学園の制服に身を包んだ男女が、夏の屋上で昼食を共にしている構図だ。作者は、時岡学園三年生、早さ乙おと女め乙おと女め。


    　厳おごそかな額に入れられ、〝全国高等学校絵画コンクール最優秀作品〟と書かれた賞状と並んで飾られている。


    　芸術に造ぞう詣けいが深いわけではないので詳しいことはわからないけれど、その淡いタッチで描えがかれた絵画は筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいほど美しく爽さわやかで、見ているだけで心が洗われるような作品だった。うん、そうだよ。こういうのがいいんだ、僕は。


    　現在バッグのなかに満ち満ちているエロハガキみたいなものではなく、こういう心洗われるものに近づきたくて、僕は時岡学園にやってきたのだ。


    　なのに、どうしてこうなったんだか……。


    　自分が陥おちいってしまった不幸を再認識させられてから、僕は再び歩き出した。


    　あー、部屋に一枚欲しいな、あの絵。華城先輩に毒されないようお守りとして。


    　なんて無む謀ぼうなことを考えながら歩いていると、〝化学室〟とプレートのかけられた教室を発見した。ラッキーだ。隠し場所がたくさんあるので、ここで一気に枚数を削ってしまおうとはりきってドアを開ける。


    「おや、こんな時間にこんな場所で奇き遇ぐうですね奥おく間まさん。昨日きのう、生徒会はどうでしたか？」


    　即行でドアを閉めた。


    　化学室の中に、白衣の不ふ破わさんがいた。教室中央の席に体育座りしていた。クマに縁ふち取どられた無機質な瞳ひとみで、机き上じようのプラスチックケースを凝ぎよう視ししていた。なにやってんだあいつは。


    　逃げなきゃ。


    　脱だつ兎とのごとく廊下を駆かけだす。


    「奥間さん、私とお話をしましょう」


    「ぎゃあああ!?　離せええええ！」


    　ドアの隙すき間まからにゅるりと生えた細い腕に摑つかまれ、僕は化学室に引きずり込まれた。


    



    「私にだって感情はあるんですよ。あんなふうに逃げられたら、傷つきます」


    　化学室の設備を勝手に使ってコーヒーを淹いれながら、不破さんは平淡な声でそう言った。円柱計量器（メスシリンダー、って言うとＰピーＭエムに引っ掛かる）に注いだコーヒーを僕に渡すと、再び机き上じようのプラスチックケースをガン見し始める。せめてビーカーに注いでくれ。


    「そりゃあ、こんな時間にこんなとこに人がいるなんて思わないからびっくりして……で、ええと、こんなところでなにしてたの？」


    「ハエの合体行動を観察していたのです」


    　訊きくんじゃなかった。


    　不ふ破わさんは体育座りのまま虫眼鏡めがねを取り出し、プラスチックケースへさらに顔を寄せた。


    「最近わかったのですが、ハエに限らず、昆こん虫ちゆうは卵を産む直前にこうして下半身を合体させます。人と昆虫とでは勝手が違うかもしれませんが、新たな生命を生み出すという行為においてなにかしらの根源的共通項はあるはずだと考えましてね」


    　なんだよこのマッドサイエンティスト。僕の困惑をよそに不破さんは続ける。


    「本当は哺ほ乳にゆう類るいなどの観察を行おこないたいのですが、家畜の育成エリアは厳しく立ち入り制限がなされていますし、犬や猫がそうした挙きよ動どうを示した例を私は知りません」


    　そういえば、犬猫を筆頭に、ほとんどのペットが去きよ勢せいされて売りに出されてるんだっけか。


    「なのでいまは、昆虫の合体行動の観察から妊娠の真実に近づこうかと。して、ちょうどよいところに現れた奥おく間まさんの見解をお聞かせ願いたいのですが。人間も合体するのですか？」


    「あ、あははははっ、ロボットじゃないんだから、合体なんてしないでしょっ」


    　笑ってごまかしてみたけれど、不破さんは特になんのリアクションも示さなかった。


    　しばらく黙って虫眼鏡を覗のぞいていた不破さんは、ハエが交尾を終えると、


    「……ふむ、少なくともまだ、取り締まり当局に毒されてはいないようですね」


    「え？　なに、急に」


    「いえね。以前、教室でハエの合体行動を観察していたら教師にこっぴどく叱しかられまして。奥間さんはそのような理り不ふ尽じんな挙動を示さないので、中立地帯の人間なのだと判断したのです」


    　こいつなにしてんだよ。早く退学になれよ。


    「ところでわたしもお訊きしたいのですが、奥間さんはこんなところでなにを？」


    「えっ、あ、ああ、《雪せつ原げんの青あお》を警戒してのパトロールだよ、あははっ、昨日きのう生徒会に入ることになって、今日きようからさっそく見習いとして働くことになったんだ！」


    　無意識にバッグを引き寄せながら、慌あわてて取り繕つくろった。


    「はあ、生徒会には無事受け入れられたのですね。それはよかったです。けれど、スパイ活動はほどほどにしてくださいね。学生であるにもかかわらずヒワイに精通しているだろうあなたには、皆が期待しているのですから」


    「え？　スパイ活動？」


    「それに関しては、生徒会でまた説明があるでしょう。さしあたっては、わたしの実験材料であるハエちゃんたちのことを内緒にしておいてもらえればいいです。代だい替たい単語と違って、すぐ復刻できるものでもありませんから」


    　代だい替たい単語？　昨日もそうだったけれど、内輪での単語を使いすぎだ。話がよくわからない。


    「っていうか、ハエは、こんなところで堂々と飼育しておいていまさらじゃない？」


    「ああ、いえいえ。ここはもう授業に使われていない、化学部の部室ですから。顧問の先生はほとんど来ませんし。なので、お願いしますね。わたしも奥おく間まさんの怪しい行動については黙っておきますし、生徒会でのあなたの立場が悪くなるような尋じん問もんは控えますので」


    　その無機質な瞳ひとみは、少しズレていながらも様々な真実を理詰めで正確に捉とらえているような気がして、やっぱりどこかぞっとした。


    



    　ずいぶんあっさり化学室から解放され、僕は高等部にも無事エロイラストを隠し終えた。


    　ホームルームが始まる直前に教室へ入ってきた不ふ破わさんは、宣言どおり今日きようは僕に尋問をすることもなく、学校内の設備をわかりやすく教えてくれるなど、普通のクラスメートとして問題なく接してくれていた。ほかのクラスメートたちも昨日きのうのようなギラギラした熱視線を僕に注ぐことなく、身体測定などで戸惑っている僕にずいぶんと親切にしてくれた。


    　なんだかようやく、風紀最優良校の正常な姿に触れた気がした。脅おどされたからとはいえ、学校中にエロイラストを隠した僕なんかに……と罪悪感に苛さいなまれるほど、みんな優しかった。


    　昨日とは正反対の穏やかな一日が終わり、放課後はすぐにやってきた。


    



    「ごきげんよう奥間君。昨日はすみませんでしたわね」


    　控えめにノックして生徒会室に入ると、昨日と同じく後ご光こうを発しているようにさえ錯さつ覚かくするアンナ先輩がにっこりと微笑ほほえんで出迎えてくれた。


    「いえいえ、とんでもありません！　華か城じよう先輩からはおいしいお店とか、いろいろ教えていただいて！　すっかりお世話になってしまって」ホント、いろいろと。


    　ひっそりと生徒会副会長の席に座り、ＰピーＭエムが展開させるパソコン画面と仮想キーボードを用いてなにやら書類作成を行おこなっているらしい三つ編み眼鏡めがねの華城先輩にわざと聞こえるよう言った。その表情はずっと不機嫌そうで、下ネタモード時の溌はつ剌らつさとは完全に別人だ。


    「それはよかったですわっ。とっつきにくく見えますけど、綾あや女めさんは良いお店をたくさん知っていたり、意外とお茶目だったり、とっても魅力的な方なんですの。この前もカラオケで演歌を熱唱している最中に店員の方が入ってきて、トマトみたいに赤面したり」


    「アンナっ、その話は内緒だとあれほど……っ」


    　華城先輩が不機嫌な顔を赤らめ、口元を歪ゆがませながらアンナ先輩に飛びかかる。


    「あら、いいではないですの。皆、綾女に対して堅いとか近寄りがたいとか眼鏡とかマイナスの印象ばかり最初にもってしまって、隠れた魅力に気づかないんですもの」


    「眼鏡は言われてないわよっ」


    「捨て猫を拾おうとしたときに引っかかれて涙目になったり、〝別に、猫は嫌いだからなんてことないわ〟と意地を張ったり、不意打ちで脇わきをくすぐると飛び跳ねたり、よくわからないポイントで照れてゆでだこのようになったり、可愛らしいところはたくさんありますのにねっ」


    「くっ、このっ」


    　布製ガムテープまで持ちだして必死に口を塞ふさごうとする華か城じよう先輩を軽くあしらい、アンナ先輩はにこにこと笑え顔がおのまま暴ばく露ろ話を続ける。


    「……アンナ先輩の前では形なしですね、華城先輩」


    　アンナ先輩に「えいっ、えいっ」とわき腹をつつかれて飛び上がる華城先輩に、昨日の意い趣しゆ返しとばかりからかいの言葉を送ってやる。


    「付け入る隙すきのない完かん璧ぺき超人と真正面から対たい峙じして、勝てるわけないでしょう」


    　華城先輩は僕を睨にらみつけ、むくれた声をあげた。


    「んおっ？　なんだこの騒ぎは!?」


    　と、遅れて生徒会室に到着したゴリ先輩が二人の取っ組み合いを前に目を剝むく。


    「轟ごう力りき先輩っ、早くこの阿あ呆ほうな生徒会長の口を塞いで！　手段は問わないわっ。こっちも報酬のバナナ代に糸目はつけないからっ」


    「俺おれはバナナが嫌いだと何度言ったらわかるんだ！　おい奥おく間まっ、貴き様さまなにを笑っている！」


    　ゴリ先輩に拳げん骨こつを落とされてくらくらしていると、アンナ先輩と目が合った。


    　ぱちんっ、と可愛らしくされたウインクには〝これで少しはマシな空気になりますわよ〟というアンナ先輩の気遣いが感じ取れた。


    　いやちょっと、マジで惚ほれるから。


    



    「さてそれでは、奥間君の役目について具体的に説明しますわね」


    　そこはさすがに時とき岡おか学園生徒会。落ち着くのに時間はかからず、すぐさま会議が始まった。


    「わたくしたち生徒会と先生方が奥間君に期待している役割は主に三つ。一つはヒワイな単語の摘てき発はつで、二つ目はヒワイな物体の発見。そして最後に《雪せつ原げんの青あお》のテロ行為阻そ止し、ですわ」


    　ヒワイな物体の発見と聞いて冷や汗が流れるけど、とりあえずはポーカーフェイスを維持。


    「ええと、ヒワイな物体の発見とテロ阻止はわかるんですけど……」


    　僕はおずおずと手を挙げた。


    　時岡学園の風紀維持サイドが僕に望んでいる働きを総そう括かつするなら〝生徒という立場から即座にヒワイを探知して廃棄する〟ということになろう。


    　下ネタテロの標的が生徒たちである以上、僕の存在はテロ行為の早期発見早期対処につながる。頭にパンツをかぶった怪人物をスルーしてしまうような人員には期待できないスタートダッシュを望まれているのだ。あ、いや、別にアンナ先輩がアレだとかそういう話じゃなくてね。


    「ヒワイな単語の摘発っていうのは、なんなんでしょうか」


    「ああ、これはですね、生徒が使っている代だい替たい単語を発見してほしい、ということですの」


    　代替単語、という言葉には聞き覚えがあった。今け朝さ、不ふ破わさんが口にしていたものだ。


    　ここにきてようやく、不破さんがなにに対して釘くぎを刺していたのかがわかってくる。


    「使用を禁止されている単語の更新が国単位で年に一回、地方自治体単位で半年に一回なされるのはご存じでしょう？」


    　もちろん、と僕は頷うなずいた。新たに確認された卑ひ猥わいな単語は、特定の日付に一人一人のＰピーＭエムへ通知され、以後使用できなくなる仕組みになっている。


    「加えてもう一つ、例えば〝時とき岡おか学園内部〟なんてごくごく小さな範囲で禁止単語が更新できることもご存じ？」


    　それはめったに使われることがないとされる更新方式だ。特にこの、時岡学園のように健全な風紀を有していると喧けん伝でんされるような組織内で適用されることは決してない。


    　なぜなら、その更新方式を用いること自体が、その適用範囲内で猥わい談だんが交わされているというなによりの証しよう拠こになるからだ。


    「知ってますけど、まさか時岡学園内で適用されてるんですか？　僕の中学じゃあるまいし」


    「ええ、残念ながら。以前は禁止単語の言い換えなどという行為はなされていなかったのですが、《雪せつ原げんの青あお》出現以降、先生方がそういった事例を見み咎とがめるケースがとみに増えまして。ＰＴＡと理事会ではこの事態を重く受け止め、時岡学園生徒を対象にした禁止単語の更新を秘ひ密みつ裏りに行おこなうことにしたのですわ。しかし相手は精神汚染されてはいても、やはり時岡学園の生徒。教師の前ではなかなか尻しつ尾ぽを出さないうえ、わたくしたち生徒会メンバーが漏もれ聞いても代替単語だと理解できずに終わってしまうことが多いのです。ですから奥おく間ま君にはこうした単語を発見、報告してもらい、学園の汚染を内部から食い止めてほしいのです」


    　昨日きのうの教室でクラスメートたちが言っていた〝スパイ〟という言葉が蘇よみがえる。まあ、そういう意味なんだろう。僕が通っていた中学でも、それは〝裏切り者〟とか〝いい子ちゃん〟という名称で嫌われていたものだ。


    「はい、わかりましたっ！　今日きようから早速、生徒の会話に注意してみます！」


    　と、歯切れよく返事をしてみたものの、正直気は進まなかった。


    　広い範囲での単語規制は性知識断絶に効果を発揮するが、狭い範囲での規制はあまり意味がない。すぐに代わりの単語が生み出され、効率の悪いイタチごっことなるだけなのだ。しかも密告者はバレると嫌われて雑談に入れてもらえなくなるというおまけ付き。経験者は語る。


    　それに、代替単語を作りだす側には切り札がある。たとえば「ちんこ」の言い換えにしたって「マツタケ」「バット」なんて日常で使う単語に意味を込めてしまえば、ＰＭで禁止することはできなくなる。まあ、取り締まり側がぶちきれてこれらも規制し始めたらそれこそ言葉の殲せん滅めつ戦となってしまうので、もろ刃はの剣つるぎではあるのだけど。


    　その点、あのときはスルーしたけど、なんの躊ちゆう躇ちよもなく「マツタケ」と言い放った不破さんはやはり危険人物である。


    「とりあえず、奥おく間ま君には日常的な業務として代だい替たい単語発見を頑張っていただこうと思いますわ。それでですね、今日きようは早速、奥間君には重大な任務がありますの」


    　アンナ先輩が物もの憂うげに息を漏もらす。


    　単語狩りじゃなければ大歓迎と、僕は机から身を乗り出した。


    「どうやら学校中に、またヒワイな印刷物が隠されているとのことです。パトロールと校舎の案内がてら、綾あや女めさんと一緒に廃棄してきてくださいませ」


    　すみません、それ、僕が隠したやつです。


    　僕は罪悪感でいっぱいになりながら、華か城じよう先輩と共に生徒会室をあとにした。


    



    「あの場では素直に〝はい〟と返事しましたけど、時とき岡おか学園の生徒って、本当に代だい替たい単語を使って卑ひ猥わいな話とかしてるんですか？」


    　パトロール途中、隣でぶすっとしたままの華城先輩に向けて、僕は口を開いた。


    「ええ、してるわよ。アンナの美び貌ぼうと人柄に惚ほれたスパイが意外とたくさんいるから、かなり慎重に、だけれどね。性知識豊富な生徒会役員であるあなたの前ではみんな必死に隠しているでしょうけど、トイレとかに潜ひそんでみなさい。いろいろ面白い話が聞けるわよ？」


    　一瞬、なんの遠慮もないマッドワカメの不健康な顔がよぎったが、とりあえずスルー。


    「どんな話してるんです？　時岡学園の生徒って」


    「あら、興味あるの？　やっぱり男の子ね」


    「そうじゃなくて！　ほら、みんなあれだけ性知識が乏とぼしいのにそんな話できるのかなー、と」


    「そうね……私が聞いた中では……〝女性用下着を穿はいてればテインコが抜け落ちる〟」


    「なにそれ怖い。つーかその口ぶり、アレがいらない男の発言？」


    「〝乳ち房ぶさが欲しいやつは、女性用胸部下着をつけてれば生えてくる〟」


    「この学園の男子に、普段から女性用胸部下着を身につけてるバカがいるってことか!?」


    「〝筋トレすれば毛が収束してテインコに生え替わる〟」


    「んなわけあるかあ！」


    「そうよね。もし可能性があるとしたらクリ＆リスの異常膨ぼう張ちようだもの」


    「そういうことを言ってんじゃねえよ！」


    「まあこんなふうに、卑猥な話とはいっても、根こん拠きよのないデマばっかりが出回っている状態よ。そしてそんなデマが浸透してしまうようなコミュニティに、ドッキングを流る布ふしなくちゃいけないわけだけど……」


    　華城先輩は深刻そうに溜ため息いきを吐いて「どうしたものかしらね、まったくよい手が思いつかないの。やっぱり短期決戦は難しいのかしら」と、弱よわ音ねを漏らした。


    「それはめでたいですね。赤飯でも炊きましょうか？」


    「え……？　セクハラ……？」


    「なんでだよ！」


    「まあそれは置いておいて。ねえ、狸たぬ吉きちはどうすればいいと思う？　ドッキングの流る布ふ」


    「知りませんよ、そんなこと」


    「アイデア出さないとメスブタ箱行きよ？」


    「またそれか！　ちょっと横おう暴ぼうが過ぎませんか！」


    「んー、どうしましょう。時間がないのよ、時間が」


    「なら、不ふ破わ氷ひよう菓かさんにでも頼ったらいかがですか？　性知識欲は凄すさまじいものがありますし、仲間にすれば僕なんかよりずっと協力的だと思いますけど」


    「は？　なんであの子の名前が出てくるの。嫌よ、あの子を仲間にするなんて。だってあの子、頭がおかしいでしょう？」


    「あんたが言うか!?」


    　昨日きのうの教室で起きたいざこざは、華か城じよう先輩が取り締まり側の人間としてふるまっていたからだと思ったけれど、なんだか素すで嫌いみたいだ。


    「むやみやたらに仲間を増やしたってろくなことにはならないわ。それに、これは勘だけれど、あの子はあの子でテロ以外に役目がある気がするのよ」


    　そういうものだろうか。残念ながら僕の身代わりを提供する策は失敗に終わった。


    「まあ確かに、教室で虫の合体を観察するような子ですからね。仲間にしてもすぐ捕まっちゃいそうです。──って、どうしたんですか？　先輩」


    　華城先輩がなんの前触れもなく立ち止まり、口元に手を当ててなにやらぶつぶつ呟つぶやき始めた。


    　元々頭のおかしい人だけど、ついに壊れたのだろうか。


    「ハエ……昆こん虫ちゆうか、なるほど。うん、そうね、私はもう一人ではないわけだし……」


    　と、いきなり晴れやかな笑え顔がおを満面に浮かべ、僕に訊たずねてくるのだ。


    「狸吉あなた、鬼ごっこは得意？」


    　そして、


    「今週末の全校集会。私とあなたでいっちょ派は手でに、下ネタテロを起こすわよ」


    　反論を許さない口く調ちようで、威い風ふう堂々、宣言した。


    



    　──そして金曜日。本来ならば一時間目の授業が行おこなわれる時間帯。


    　つい数日前に入学式が執とり行われた体育館には、中等部五百四十人、高等部五百六十人、合わせて千百人の時とき岡おか学園全校生徒が集められていた。


    　脇わきには八十人以上の教師陣と、中等部生徒会、そしてアンナ先輩率ひきいる高等部生徒会がずらりと居並ぶ。


    　僕は緊張で乾いた唇くちびるを舐なめながら横を向き、この数日で何度も繰り返した『大丈夫なんですか!?』を華か城じよう先輩に対して目だけで訴える。


    　が、華城先輩はこちらに目もくれず、アンナ先輩に話しかけて警備状態の確認をしていた。空っぽになっている校舎の施せ錠じよう、体育館内の上映装置や音響装置の操作ができる放送室の警備についての連絡だ。


    　うう……本当に大丈夫か？　漏もれそうだ。


    　と、そうこうしているうちに司会進行役の先生がＰピーＭエムの拡声機能を使って集会を進めだした。


    　今日きようの全校集会の趣旨は、春休みの間に記録を残した部活動や個人の表彰を行おこない、全校生徒のモチベーションを向上させる、というものだ。


    　バスケットボール部や野球部といった体育会をはじめ、茶道部や華道部などの文化部も壇上に上がって表彰される。そして最後に、部活名を枕まくら詞ことばにせず、個人名だけで呼ばれる者がいた。


    「三年一組、早さ乙おと女め乙おと女め」


    　ん？　これって、あのめちゃくちゃ綺き麗れいな絵を描かいた人じゃないのか？


    　のちに知ったことなのだけど、時とき岡おか学園の早乙女乙女といえばその筋で有名なプロの画家らしい。十代の若者の何気ない生活を淡い色使いで描き、小規模ながら個展まで開かれる人気っぷりなのだそうだ。作者本人の若さと作風から、〝青春画家〟の異い名みようで活躍中らしい。


    　校内に飾られていた乙女先輩の絵は一枚ではなく、その人気と異名に思わず頷うなずいてしまうほど、どれもこれも素晴らしい出来栄えだった。


    　その作者がいま、壇上に上がる。


    　どんな人なのだろう。これから自分が下ネタテロを起こすことなどすっかり忘れて壇上に視線を投げかけてしまう。


    「って、ちっさっ！」


    「静かにしろバカ者！」


    　ゴリ先輩に拳げん骨こつを食らい、僕は頭を押さえて悲鳴を殺した。


    　いや、だって、小さすぎだろあれ！


    　壇上に上がった早乙女乙女らしき少女は、遠目だから正確じゃあないけど、百二十センチくらいしかなかった。華きや奢しやな手足も加わり、もうホント、小さい！　幼おさなさを強調するようなおかっぱ頭も相まって、小学生にしか見えないのだ。あれが、[image: ]うわさの合法ロリとかいうやつだろうか。


    　僕が啞あ然ぜんとしていると、早乙女乙女が理事長からなにやら大層な能書きの詰まった賞状を受け取り──細こま切ぎれに引き裂いた。


    「……え？」


    　今度はゴリ先輩も僕に拳骨を落としたりしない。その場にいた誰もが、僕と同じように声を漏らしたからだ。


    「わしはいま、そんな立派な賞状を受け取ってよい状態ではないのでな」


    　拗すねたような口く調ちようで言い放つと、早さ乙おと女め先輩は理事長が引きとめるのも聞かず檀上で身を翻ひるがえし、三年生の列へ戻っていってしまった。


    　……ん？


    　なんだろう。いま一瞬だけ、早乙女先輩と目が合ったような。


    「そういえばあの方、重大なスランプに陥おちいっているという[image: ]うわさがありましたわね……」


    　心配そうな表情で、アンナ先輩がぽつりと漏もらした。


    「え、えー、最後は理事長先生のお話です」


    　司会進行の先生が場を和なごませるような声こわ音ねで集会を進める。


    　この空気でお話とか、さすがに理事長が可か哀わい想そうすぎる。


    　そして鋼はがねの心をもつ理事長が「来月末に行おこなわれる《エイチ禁止法》賛成署名運動の詳細が、先日決定しました」と切り出した直後、


    　僕は視界の隅すみで、華か城じよう先輩がポケットに潜ひそませた携帯電話をいじるのを捉とらえた。


    　もう後戻りはできない。


    　シャ───────ッ！


    　頭上から、その存在を事前に知っていなければ気づかないだろう小さな金属音が響いた。


    　バサッ！


    　体育館天井で開いたくす玉が割れ、体育館に色とりどりの紙が舞う。


    　それは、僕と華城先輩、それから《雪せつ原げんの青あお》を支持する街の人たちの協力を得て折った大量のツルと、エロ本を縮小コピーして作ったエロハガキだ。


    　ただしこのツルは、尻しつ尾ぽ部分が真ん中で二ふた股またに引き裂かれ折り曲げられ、あたかもＭ字開脚のようなあられもない姿となったエロヅルだ。大量のエロハガキとエロヅルが体育館中にまき散らされ、会場はパニックになった。


    　生徒の反応は、エロハガキを急いで懐ふところに入れる者と、できる限り多く回収しようする者、それから静観する者に分かれた。多く回収しようとしている者は、アンナ先輩の魅力に惹ひかれ、スパイとして代だい替たい単語を密告している人たちらしい。華城先輩いわく、こうしたエロテロの際にはああやってブツを回収して教師に献けん上じよう、ポイントを稼かせごうとするのだそうだ。


    　だが、Ｍ字開脚ツルに関してはどう対応していいのかわからないらしく、触ろうともしない。これが華城先輩の狙ねらいだ。


    　大量に放置されたツルに対して顔を真っ赤かにした教師たちが、生徒の間に割り込んで一刻でも早く回収しようと身をかがめる。エロハガキを拾おうとする生徒たちと衝しよう突とつし、場が一瞬で混こん沌とんに包まれた。


    　だが、凜りんと張った美声が、喧けん騒そうを一撃で切り裂く。


    「落ち着いてくださいまし先生方！　いつもの手ですわ！　これは攪かく乱らん！　《雪原の青》の狙いは、ほかにあるはずですの！　その意味不明なツルを回収する人員は数名にして、あとは自由に動けるよう端に非難しておいてくださいませ！」


    　ＰピーＭエムで拡大されたアンナ先輩の指示により、本当に少しずつではあるが体育館内が落ち着きを取り戻していく。


    　数分が経たち、沈黙さえ流れだした頃、


    「アンナっ、ビンゴよ！　校庭に人影が！」


    　華か城じよう先輩が張り上げた声によって、ざわめきが再燃した。


    「中等部校舎のほうへ《雪せつ原げんの青あお》らしき人間が逃げていったわ！　校庭に石灰でなにかを描かいていたみたい！」


    「くっ、外でしたか。確かになにか描いてありますわねっ。轟ごう力りき先輩、先生方、行きますわよ！」


    「おうっ！」


    「私も行くわアンナ。《雪原の青》が逃げていった方向が正確にわかるのは私だけだもの」


    　施せ錠じようされていた体育館の扉とびらを開き、アンナ先輩を筆頭に男性教師と生徒会メンバーのほとんどが飛び出していった。


    　僕もその流れに乗り、最後尾につく形でこっそり外に出て……皆が向かったのとは別方向、体育館のすぐ隣にある高等部校舎へとひた走る。


    　校舎は一階から三階まで、先生方と僕たち生徒会の見回りによって施錠されている。けれど一か所だけ、見回りでこっそり手抜きをする悪あく癖へきをもつ先生が担当したエリアの鍵かぎを華城先輩が開けておいてくれている。


    　僕はそこから校舎に入り込む。一階の男子トイレで上下の制服を脱ぎ捨てると、下に着込んでおいた女子の制服が出現した。個室に隠してあった黒髪ロングのカツラとパンツをかぶり、鏡の前に立つ！


    　……やだこれ……すごい……死にたい……。


    　けどまあ、ここまでしっちゃかめっちゃかな変装をしたなら、誰も僕だと気づくまい。


    《雪原の青》スタイルで無人の高等部校舎を駆かけ抜け、外から見えないように身をかがめて二階の渡り廊下を通り、中等部校舎へ入ってすぐ足を止めた。


    　いまごろ、華城先輩が皆をこの渡り廊下が見える辺りに先せん導どうしてくれているはずだ。


    　そして──。


    　ピピピピッ！


    　ＰＭのネックレス部分が、着信を知らせる電子音を発した。僕は意を決し、渡り廊下を爆ばく走そうする。


    　窓のほうをちらりと見ると、校舎を挟んで体育館とは逆方向にある中庭に、地面にへたり込んだ華城先輩と、まき散らされた大量のパンツを回収しようと躍やつ起きになる先生たちが見えた。


    　と、その中で一人だけ。


    　僕の姿にいち早く気づき、白銀の髪を地面と水平になびかせ猛進してくる一つの影。


    「って、はやっ！」


    　なんだあのスピードっ!?　いま僕が二階にいてアンナ先輩が屋外にいるわけだけど、下へ手たすると屋上に着く前に追いつかれるぞ、これ！　聞いてた以上のスピードだ！


    　高等部校舎二階にたどり着き、三階へ至る階段に足をかけた直後、


    「お待ちなさい《雪せつ原げんの青あお》！　今日きようこそは捕まえてさしあげますわ！」


    　ＰピーＭエムで増ぞう幅ふくされた声が、高等部校舎に響き渡った。続いてリノリウムを踏み砕いているんじゃないかと思うような凶悪な足音と、鬼のような気迫が階下からせり上がってくる。


    「あああああああっ！」


    　いつかバレて捕まる日が来るとしても、いまこの格好で、しかもアンナ先輩に捕まるなんて絶対に御ご免めんだ！　社会的な惨ざん死しもいいところだそんなもん！


    　僕は決死の覚悟で屋上へと突っ走った。早く撤てつ退たい許可をくれ、華か城じよう先輩！


    



    　　　　　●


    



    　よしっ、うまくいったわ。


    《雪原の青》を見失ったように装よそおい、あらかじめばらまいておいたパンツで足止め。


    　足をくじいたふりをして体育館にひょこひょこ歩きで戻った華城綾あや女めは、内側から体育館扉とびらの鍵かぎを掛け、入り口付近でおろおろしていた教師に「《雪原の青》は現在アンナ会長が追っています」と報告した。


    　体育館内部は、再び喧けん騒そうに包まれていた。


    　気迫でもって生徒を統とう率そつするベテラン教師も、天性のカリスマで場を制するアンナも、全員が出払ってしまったからだ。


    　残った教師が場を収めようと声を張り上げるが、まったく効果はない。


    　その混乱に乗じ、綾女は檀上脇わきのコントロールパネルをこっそりいじくった。


    　ブイイインッ、とバイブのような音でもって、体育館の窓という窓に暗幕が張り巡めぐらされる。


    　そして綾女は、ブレーカーを落とした。


    　体育館が一瞬にして闇やみに包まれ、混乱がさらに増す。


    　事前に目を閉じておいたおかげで、綾女の瞳ひとみはすでに闇慣れしている。


    　人込みを縫ぬって体育館壁脇の階段を上り、真正面に檀上を見み据すえた。


    「さて、捕まってるんじゃないわよ、狸たぬ吉きち」


    　綾女は凄せい絶ぜつな笑みを浮かべながら、三つ編みと眼鏡めがねを解除すると、狸吉のＰＭへ電話をかけた。


    



    　　　　　●


    



    　──ドゴンッ！


    　校舎内と屋上をつなぐ扉とびらの前に移動させておいた放置ロッカーが、体全体に響くような爆ばく音おんとともに一撃で吹き飛んだ。


    　強烈な蹴けりで僕の姑こ息そくな足止めを瞬しゆん殺さつしたのは、なにを隠そうアンナ先輩その人だった。


    　ヤバいヤバいヤバいヤバい！


    　屋上。給水塔の陰に隠れた僕は、人生終了を覚悟していた。


    　焦あせりと恐怖で自然と息が荒くなり、いまの僕はパンツをかぶった大の男が女子の制服を着て興奮しているという、言いわけのしようもない変態スタイルとなってしまっている。


    　屋上に出てきたアンナ先輩の足音が、こつこつと死刑執行のカウントダウンのように近づいてくる。


    「今日きようこそ、今日こそは捕まえてみせますわよ。悪事を働くテロリストさん。うふふふふっ」


    　怖い！


    　追われている身だからだろうか。


    　アンナ先輩の微笑が、恍こう惚こつとして獲物を追い詰めるヘビのそれに聞こえて、寒さむ気けがした。


    　ピピピピッ！


    「──っ！」


    　悲鳴は、嚙かみ殺した。ようやく、華か城じよう先輩からの撤てつ退たい命令が下された。


    　僕は急いでＰピーＭエムを操作し、アンナ先輩へと電話をかけた。


    　僕を捜していたアンナ先輩の足音がぴたりと止まる。


    「もしもし、アンナ先輩、大変です！　いま体育館で、卑ひ猥わいな映像が流され始めて！」


    　呼吸が荒いせいで、自然と慌あわてているような声こわ音ねになる。


    「『なんですって!?』」


    　電話口からのものと真下からのもの、アンナ先輩の絶叫が重なった。


    「外にいた《雪せつ原げんの青あお》本人がおとりだったんです！　狙ねらいは、体育館備え付けのプロジェクターから卑猥な映像を流すことだったんですよ！」


    「『なっ、でも、体育館のプロジェクターは、ＰＭのネット回線を介してしか動画を流せないはず……そんなことをすれば誰がその映像を流したかすぐ特定できてしまいますのに……』」


    「禁止単語を乱発してもＰＭに引っかからない相手ですよ!?　きっとそれくらいお手のものなんです！　早くアンナ先輩たちが戻ってきてくれないと、とんでもないことになります！」


    「『……っ！　わかりました、いますぐ行きますわ！』」


    　アンナ先輩が階段を駆かけ下りる音が遠ざかり、僕はその場に倒れ込むように沈んだ。


    　あー、保身のために憧あこがれの人を騙だますって、クソヤローか、僕は。


    　理想が、どんどんと遠ざかっていく。


    　なのに、なんでだろうか。


    　ここまであからさまに加担してしまったからだろうか。体育館で起きていることを想像すると……その、なんていうか……。


    　ああ、僕は、どうかしている。腐ってるし歪ゆがんでる。


    　──こんなことが、気持ちいいだなんて……。


    



    　結果として。


    　体育館では実に三分もの間、《雪せつ原げんの青あお》の熱い生なま実況付きでハエの交尾が上映された。


    　華か城じよう先輩は一日のＰピーＭエム無効化時間をフルに使い、「ちんこ」だの「ま●こ」だの「子し宮きゆう」がどうの「子こ種だね」がどうの、ギシギシアンアン擬ぎ音おんまで用い、ハエの交尾を完全に擬人化した実況性教育をその場で懇こん切せつ丁てい寧ねいに繰り広げたのだ。頭おかしい。


    「にっひっひ、それにしても、虫の交尾は盲もう点てんだったわ！　いやもーすっかりうっかりしてたわね。人は誰しも人間の交尾を学ぶ前に、身近な虫や動物の観察から直感的に交尾を学びとるものよ。やっぱり何事も初心を忘れちゃいけないわ！　エロい意味で！」


    　例の喫茶店の個室席。向かいの席で抜け目なくＰＭを無効化した華城先輩が、特大のパフェを頰ほお張りながら上機嫌に力説する。ハエの交尾実況が残念ながら大成功を収めた金曜から日をまたいだ本日、この場で二人だけの祝勝会が開かれている次第だ。

  


  [image: ]



  
    「不ふ破わ氷ひよう菓かには感謝しなくちゃいけないわね！　昆こん虫ちゆう交尾のアイディアだけじゃなくて、あの子ったらアンナたちの足止めにまで尽じん力りよくしてくれてたから。おかげで三分フルに喋しやべれたわ」


    「あいつ、そんなことまでしてたんですか」


    「ええ。周りの生徒に上手く指示を出して、体育館の扉とびらの鍵かぎが開かないようにしていたの。もうね、三十を超えた童貞に匹敵する守備力だったわ」


    「そういつぁすげえや」


    「それに、実況がアンナたちの目に直接触れなかったのは大きいわ。ほら、昨日の事後会議じゃあ、あの交尾映像がその場でＰピーＭエムから直接投影されて、《雪せつ原げんの青あお》がぶっつけ本番で生実況してただなんて誰も気づいてなかったでしょう？　もし実況中にアンナが体育館へ踏み込んでいたら、頭のいいあの子のことよ、間違いなく感づいていたわ」


    　きっと僕が電話で述べた口上も、先入観を強くしてる一因なんだろうなぁ。アンナ先輩、プロジェクターにネット経由で映像が流されたりした形跡がないか必死に調べてたし……。


    「体育館内では声が反響して音源なんてわかりませんし、いくらなんでもまさかそこまで大それたことをやってのけていたなんて、誰も考えませんからね」


    　自己弁護するかのように他の要因もあげてみる。


    「はっ。その心理ゆえに、青姦って意外とバレないのねっ。大変なことに気づいてしまったわ」


    　けれどまあ、予想通りというかなんというか、華か城じよう先輩は能天気な下ネタしか言わないので、僕の気持ちは全然晴れない。僕はついに自分から切り出した。


    「アンナ先輩、テロ防止に失敗したことで、めちゃくちゃ凹へこんでましたね」


    「ええ、まあ毎度のことよ。一日もすれば回復するわ。たしかに今回はちょっと大きすぎる痛手かもしれないけれど、土日を挟めば問題ないでしょ。……なあに？　十年来の付き合いである私が言うのだから間違いないわよ。そんな目で見ないでくれる？　ゾクゾクするでしょ」


    「さいですか」


    「……？　せっかくの祝勝会なのに、なんだか元気がないわね狸たぬ吉きち。だから以前から言っておいたでしょうに、避ひ妊にん具ぐはちゃんと準備しておきなさいって」


    「違う、そうじゃねえ」


    「あっ、わかった、わかったわよ狸吉。どうしてあなたが普段の私みたいに、相対している人の気分まで落とすような根暗な表情をしているのか！」


    　自覚っつーか、自虐ありすぎだろ。


    「あれでしょ。初めての下ネタテロが大成功しちゃったものだから、燃え尽きてしまっているのね！　わかるわ。私も最初、校舎の中を〝ちんこ〟って連呼しながら駆かけ抜けたあとは、快感が強すぎて茫ぼう然ぜん自じ失しつとしちゃったもの！」


    「か、快感なんて……それはあんただけだ！」


    「ふふふっ、照れなくていいのよ。にしても、いやはや、これで下準備は万端よ！　ハエの交尾実況のおかげで、今後の性知識流る布ふが格段にやりやすくなったわ！　映像はもう消したから証しよう拠こなんてないしね！　あっはっはっは！　二人で摑つかんだ勝利なのだから、喜びなさい！」


    　よほど今回の成功が嬉しいらしい。華か城じよう先輩は僕の沈んだ気持ちなんてまるで気づいていないみたいに快活に笑い、しまいには僕の頭を荒々しく無遠慮に撫なでまわしてくる始末だ。


    　僕はその手を思い切り跳ねのけた。


    　ぽかんとする華城先輩に対して、僕は両の拳こぶしを握りながら宣言する。


    「……僕は……僕はこんなの、絶対に認めないからな！」


    「えーと……」


    　華城先輩はパフェをもぐもぐとやりながら十数秒黙ったあと、


    「……それはつまり、悔くやしいけど感じちゃうビクンビクン、ってやつ？」


    「っ!?　ち、違う！」


    　例えが的確すぎて、むしろ自分自身に引いた。……いや、けど、絶対に認めない！


    　僕はなにがなんでも、アンナ先輩みたいに健全な人間になるんだからな！


    　決意を示すために華城先輩を睨にらみつけるも、当の華城先輩はにやにやとからかうように僕を見つめながら、上機嫌にパフェを頰ほお張るのだった。

  



  
    



    


    第三章　人の愛し方～下ネタなんて概念の存在しない世界において～


    



    　ハエの交尾実況が終わってから数日の間、ほとんどの生徒達はざわざわそわそわムラムラしていたし、僕達生徒会役員や先生達は事後処理に奔ほん走そう、まさにてんやわんやだった。けれど流石に十日も過ぎれば表面上の落ち着きは取り戻し、火曜日である今日きようも朝から普通に授業が始まろうとしていた。


    　自分の席についてホームルームが始まるのを待っていると、机の下からにゅるりとワカメが現れた。不ふ破わさんだ。今日も濃いクマを目の下にぶら下げている。


    「おはようございます奥おく間まさん。よい朝ですね、ハエの合体について語り合いませんか？」


    　この前までおとなしかったんだけどなあ、こいつ。


    「あのさ、僕って一応、この前のテロで出し抜かれた側の人間なんだよ？　それにいまは、アンナ先輩の落ち込みようが酷ひどくて大変なんだ」


    　ハエの交尾実況が大成功を収めてからというもの、アンナ先輩は日を追うごとに元気を失くしてしまっていた。


    　最初は誰もが、大規模な下ネタテロを阻そ止しできなかった自責で不調をきたしているのだろうと思っていた。僕なんかは罪悪感と背はい徳とく感で木こっ端ぱみじんに精神崩壊しそうだった。けど、なにかがおかしいのだ。少しの物音にきょろきょろしたり、ふと思い詰めたようにうつむいていたり……。


    　入学してから日の浅い僕なんかがそう思ったくらいだ。アンナ先輩の憔しよう悴すいが、常のものじゃないと早々に感づいていたらしい華か城じよう先輩とゴリ先輩は、早々に調査を初めていて、二日ほど前にはなにかを摑つかんだみたいだった。けど、なにを知ったのか、僕には頑かたくなに教えてくれない。まさか下ネタテロ以外に僕がアンナ先輩へ負担をかけるような真ま似ねをしてしまったのではないかと気が気じゃなかった。ゴリ先輩は、以前にも増して敵意を剝むき出しにした態度で接してくるし……外からの非難と自己嫌悪が加わると、わりと本気で死にたくなる。


    　そういった諸々が頭をよぎってしまうので、ハエの交尾実況の件はできる限り蒸し返してほしくない。


    「それはわかっているのですが、研究者の端くれとしてはやはり、自みずからの仮説が正しかったと証明されて嬉しいのです。その上まさか《青あお》がわたしのハエちゃんを使ってくださるとは」


    　嬉しいと言うわりに、不ふ破わさんは無表情でそう言った。表ひよう情じよう筋きん死んでるのか？


    「不破さんのハエが使われたなんて確証はないでしょ」


    　まあ実際は、いまの時期は屋外に交尾している昆こん虫ちゆうがいないので、不破さんのハエをこっそり撮影させてもらったんだけど。不破さんにそんなことまでわかるはずがない。


    「いえ、あれはわたしの飼育するハエちゃんの四十三号と五十二号でした。オスを受け入れたときの足の痙けい攣れん具合は四十三号ちゃんでしたし、メスにチン……マツタケを入れる際の手慣れた感じは五十三号ちゃんの特徴でした。間違いありません」


    　おい、こいつ何者だよ。怖いんだけど。あの化学室、全部で百匹くらいのハエがいたんだぞ。


    「で、どうなんですか奥おく間まさん。まるで人間も合体するんだと言わんばかりの、あの実況。《青》の伝えたかったことがあのテロに凝ぎよう縮しゆくされている気がするのですが、なにかご意見は？」


    「ノー、コメントっ！」


    　入学式当日のようなギラギラねっとりの視線がクラスメートから注がれているのに気づいて、僕は声を張り上げた。


    　こいつら僕の前で猥わい談だんしないくせに、僕から一方的に情報を搾さく取しゆしようだなんて甘いんだよ！　人のちんこが見たいなら自分のま●こを曝さらけ出せってんだああ先週末から思考回路に歯止めが利かなくなって脳内モラルがヤバい。確実に華城先輩から悪影響を受けてしまっている。


    「あ、そういえば」


    　そこでふと思いついた。そうだ、僕の心を健全に保ってくれるものが、すぐ近くにあるじゃないか。あの小さな先輩が描かいたという、心洗われる絵画。


    　ここ最近ずっと忙しかったし、アンナ先輩の凹へこみっぷりばかり気になってすっかり忘れていた。ここにいても不破さんに絡みつかれるだけだし、ちょっと足を運んで心を浄化しておこう。


    「む、逃げるんですか？　尋じん問もんはまだ始まったばかりですよ」


    　尋じん問もんしないって言ったこと、もう忘れてるな。焼き払うぞ、あの化学室。


    　とりあえず不ふ破わさんはデコピンロックオンで黙らせ（おでこの前に構えたら、目をぎゅっと閉じたまま動かなくなった）、席を立つ。と、そのとき。


    「奥おく間ま狸たぬ吉きちはおるかの？」


    　一人の女子生徒がドアを開き、僕の名前を呼んだ。


    　教室の空気がざわりと脈打ち、突然の小さな来訪者に視線が集まる。


    　座敷わらしのような風ふう体ていの、十歳くらいにしか見えない女子生徒がそこにいた。


    「え、早さ乙おと女め乙おと女め……先輩？」


    「む、いたな。ちょっと来るんじゃ」


    　その細い腕や薄い胴体のせいか、遠目で見たときよりもさらに小さく感じられる。おお、頭のてっぺんが僕の鳩みぞ尾おちくらいの高さだぞ、この人。


    　けれどそのくりんとした瞳ひとみはやけに勝ち気で、つい逸そらしたくなるような力に[image: ]あふれていた。仮にも年上ということだろうか。


    「ええと、僕になにか？」


    　緊張しながら、膝ひざを折って早乙女先輩に目線を合わせる。と、


    　──ガシャンッ。


    「……え？」


    「お主ぬしは今日きようからわしのペットじゃ。しかと命令は聞くようにな。ほれ、行くぞ。散歩じゃ」


    　早乙女先輩がぐいと腕を引く。じゃらりと音がして、僕の首に負ふ荷かがかかった。


    　ん？　おかしいな、これ、僕、首輪つけられてるぞ。


    「おい奥間。もたもたするな、さっさと歩くのじゃ」


    「おいこら」


    　ぐいぐい首輪を引っ張られ、いくら温おん厚こうな僕でもさすがに限度があるのだった。


    　早乙女先輩の鼻をつまみ、ぐいと上に引っ張る。


    「どういうつもりですか、外してください、これ」


    「ふが、ふがふがっ、ふええぇ、ふへええぇ……っ」


    　早乙女先輩が両手両足をぱたぱたと振りまわし、僕の腕をぽかぽかと叩たたいてきた。無視していたら手足をだらりと投げ出し涙目になってしまったので、解放してやる。


    「は、はにゃが、ひぇんなことに……っ」


    　両手で鼻を押さえて非難がましく睨にらみつけてくる早乙女先輩。反省の色が見られないので、僕はもう一回つまんでやろうと手を伸ばした。


    「や、やめるんじゃ小僧っ。全校集会でのお主の所業、ここでバラしてもいいんじゃぞっ」


    「はっ!?」


    　唐突な脅おどしに、全身が凍りついた。


    「くっくっく」


    　悪いた戯ずらっ子のように口の端を吊つり上げて笑いながら、早さ乙おと女め先輩は立ちつくす僕の体に「うぬっ、うぬっ」とよじ登り、耳元で囁ささやいた。


    「ほかの者は騙だませたかもしれんが、仮にも芸術家の観察力を舐なめてもらっては困る。渡り廊下を走る姿を遠目で見ただけじゃが、あれがお主ぬしだということはすぐにわかったぞ」


    「な、なにが望みなんですか？」


    「いやなに、ちとスランプ脱出に協力してほしいことがあってな。とりあえずは、そうじゃの。腹も空すいたし、飯でも食いながら話そう。どこか密談に向いた店を知らんかの？」


    　そう言ってころころ笑う早乙女先輩の表情は、無む邪じや気きそのものだった。


    「授業、あるんですけど」


    「少しくらいいいじゃろう。ほら、行くぞ」


    　ぐいと首輪を引かれるまま、僕は飼い犬のような体ていで廊下を歩かされた。


    〝なんだろうあれー〟というクラスメートたちの純粋な視線が突き刺さる。


    　じゃらじゃらじゃら。階段を下り、二年生の教室がある二階に到達した。すると、


    　どさり。


    　なにかが落ちる音がした。振り返ると、そこには顔を真っ赤かにして「へ、変態……」と体をのけぞらせる華か城じよう先輩がいた。わざわざケータイでＰピーＭエムの機能を無効化してからの「へ、変態……」だった。ほかに適切な言い換えができないほどに、僕は「へ、変態……」だったらしい。


    「あ、ちょ、華城先輩、これは、そのっ」


    　テロへの加担がバレたという重大な報告からこのＳМ状態の弁明に至るまで様々な言葉が頭を巡めぐるが、とりあえずシンプルに、


    「助けてくださいっ」


    　って、あれ？　華城先輩はどこいった？


    　僕が言葉を選んでいるうちに華城先輩は落とした鞄かばんを回収して目の前から姿を消していた。


    　きょろきょろと首を巡らせる。あ、いた。


    　華城先輩は十メートルほど離れた柱に体を隠し、「ちらっ、ちらっ」と真っ赤な顔でこちらを窺うかがっていた。なにやってんだあいつは。


    「なんじゃ、あの女、相変わらず忌いま々いましい」


    　早乙女先輩が嫌悪感を隠そうともせずに吐き捨てた。面識があるのだろうか。


    　というか華城先輩、アンナ先輩以外の女子生徒から嫌われすぎ。


    「華城先輩が、どうかしたんですか？」


    　恐る恐る、訊たずねてみる。


    「あー、いや、その、な。〝協力してほしいこと〟にもつながるんじゃが……」


    　早乙女先輩はきょろきょろと周囲を見渡してから、また僕の体によじ登って耳打ちしてきた。


    「お主ぬしには、わしのコイ路をサポートしてほしくての。あの女は、わしのコイ敵がたきなのじゃ」


    「うえっ？」


    　予想の斜め上をいく話に、変な声が漏もれた。


    「な、なんじゃ、わしが、その、こ、こここ、コイをしては、おかしいかっ！」


    　首筋まで真っ赤かにした早さ乙おと女め先輩が、一際強く首輪を引っ張る。それに従いよつんばいにさせられた。そのまま流れるように「ペットの分ぶん際ざいでっ」と僕を足あし蹴げにしてきたので、上履きをひょいと取りあげて足の裏をくすぐってやったら「いひゃひゃひゃひゃひゃひゃはははっはあああ！」と世紀末みたいな笑い声を上げてひっくりかえった。


    　なんだろうこの先輩。見た目や挙きよ動どうが小学生にしか見えないからか。社会的に致ち命めい傷しような弱みを握られて脅おどされてる立場なのに、凄すごく反撃したくなる。


    　──パシャッ。


    「え？」


    　遠くから、ＰピーＭエムに搭載されたカメラのシャッター音がした。


    「り、リアルＳＭ、リアルＳＭ……幼女に踏まれて興奮する高校生。へ、変態よ……っ」


    　ぼそぼそと呟つぶやく華か城じよう先輩が、恥ずかしげに体をよじりながらこちらを撮影していた。


    　だから、助けろっつってんのになにやってんだあの下ネタ女は！


    　と、救いは不意に現れた。
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    「おい早さ乙おと女め。なにをしているんだ、こんなところで。こんな男と」


    　いちいち僕に敵意を向けてから早乙女先輩をひょいと摘つまみ上げたのは、ゴリ先輩だった。


    「は、放すんじゃこのクソゴリラっうげぶっ」


    　空中で首根っこを摑つかまれじたばたする早乙女先輩に、ゴリ先輩の容よう赦しやない拳げん骨こつが降った。


    　ぷらーんと宙に吊つるされたまま悶もん絶ぜつする先輩のポケットから、首輪の鍵かぎらしきものがぽろっと落ちる。


    「お前、最近授業態度が悪いと叱しかられたばかりだろう。こんなところで油を売って遅刻するのはマズイ。いくら特とく待たい生せいでも限度がある」


    　ゴリ先輩は律りち儀ぎにも、もう一度僕に敵意の視線を突きさしてから、半べその早乙女先輩を摑んだままのしのしと歩いていった。


    「つ、続きは放課後じゃ！　覚えておれよ奥おく間ま！」と、先輩の涙声が廊下に反響する。


    　なんだったんだ、あれは。


    「あら、よく見たらレザーじゃなくてただのおもちゃね。残念」


    　いまさら物陰から出て来た華か城じよう先輩を無視して首輪の鍵を外し、僕は教室へと戻った。


    　そういえば下ネタテロに加担していたことがバレたと報告してないな、と思いだしたのは、授業が始まってからだった。


    



    〝早乙女先輩にバレました〟──という端たん的てきなメールを授業中に華城先輩へ送ったところ〝放課後、高等部家庭科室。裸にエプロンで集合〟とすぐに返信がきた。あの人、メール履歴漁られたら一発で正体バレるぞ？


    　そして放課後。僕と華城先輩は二人きり、下ネタテロ組織ＳＯＸソツクスとして相対していた。扉とびらにはしっかり鍵をかけ、華城先輩は眼鏡めがねも三つ編みも解除して万全の下ネタモードだ。


    　今日きようの生徒会会議はアンナ先輩の都合でいつもより三十分ほど開始が遅れるらしく、折よくぽっかり空あいた隙すき間ま時間を有効活用しての話し合いだった。


    　てっきり、僕の弱みを握った早乙女先輩への対策で相当重苦しい会議になるだろうと予想していたのだけど、それは杞き憂ゆうで、華城先輩は「まあいいわ」の一言でこの件を片づけた。


    「それであんなわけのわからない扱いを受けていたのね。でもほら、あれで実感したでしょう？　あの子、自分の欲望にしか興味ないから、バレたところで密告してやろうとかそういうのはないのよ。密告そのものがあの子自身の利益につながるのなら、話は別になるけれど」


    「なんだか、ずっと前から観察していたかのような物言いですね」


    「ええ、以前からマークしてたわ。ほら、前に話したでしょう。あの子よ、才能がありそうな、見た目小学生の画家。ずっと仲間にする隙を窺うかがっていたのだけれど、なぜかあの子、私のことが大嫌いらしくてね。猥わい談だんどころか日常会話さえままならなかったのよ」


    　恋こい敵がたきだものなあ、なんてことはまだ黙っておく。


    　ふと気づいたけれど、華か城じよう先輩が恋こい敵がたきってことは、華城先輩に惚ほれている男がどこかにいるってことになるよね。見る目ないね。


    「けれど、不幸中の幸いとはいえ、あの子があんなにもあなたに懐なついてくれたんですもの。私としてはむしろ好都合よ。このままちょこちょこ性知識を授けて、こっちに引きずり墜おとしてもらえる？　幼女に性知識を植え付けるなんて、狸たぬ吉きちのことだから興奮するでしょう？」


    「しねえ！」　……と、自分に言い聞かせる。


    「メスブタ箱行きがいいの？」


    「くっ、そが」


    　それを盾たてにされるとどうしようもない。


    　……って、あ、そういえば、だ。


    　僕はムチだけで華城先輩に従っているのではなかった。ここ最近の忙しさやバタバタ、下ネタテロ加担によって発生する快ら……いや謎なぞの感情を抑えるのに気をとられてすっかり失念していたけれど、早さ乙おと女め先輩の〝お願い〟によって思いだした。


    　僕にはアメというカードも用意されていたはずだ。


    「華城先輩、僕とアンナ先輩の仲を取り持ってくれるって話は、どうなってるんですか」


    　僕はアンナ先輩を追いかけてこの高校にやってきたのだ。脅おどしに屈して下ネタテロなどに加担してしまっているけれど、そこはやはり譲れない僕の芯しんである。


    　アンナ先輩のストレスの一因となっている身でおこがましいことこの上ない要求だけど、いきなりこんなことを言いだしたのには理由がある。というのも最近、ゴリ先輩と華城先輩が連携して僕とアンナ先輩を引き離す采さい配はいをするので、ずっとアンナ先輩と話せていないのだ。


    　図々しい要求はできないけれど、想おもい人に手を差し伸べるチャンスを奪うなと主張する権利くらいはあるはずである。それに、もし僕が下ネタテロ以外でアンナ先輩を苦しめているのなら、自分から離れるという選択肢もある。貴重なアメを使ってでも、早く事情を知りたい。


    　華城先輩が深く溜ため息いきを吐きながら、ポケットに忍ばせたケータイをいじる。


    「なにを言っているのっ、幼女とＳＭプレイを嗜たしなむような変態に、アンナは渡さないわよ！」


    「それについてはさっき事情を呑のみこんでくださいましたよね!?」


    「まったく、これだから盛りがついて常に股こ間かんにテントでキャンプファイヤーボルケーノ状態の淫いん乱らん男は……village villageしてんじゃないわよ！」


    「そんな酷ひどい罵ば倒とうを受けるほどおかしなこと言いましたか!?」


    「はいはいわかった、わかったわ。狸吉が自慢の魚肉ソーセージでアンナのアワビをずっこんばっこん海鮮盛りするために私の協力を仰あおぎたいという獣じゆう欲よくにまみれたお願いをただいま受理いたしましたー。で、私はなにをすればいいのかしら？　コンドームの入手？　ああ、ケダモノに避ひ妊にん具ぐなんて高度な器物は必要ないわね。ごめんなさい、貴重な青春を数秒無駄にしたわ」


    　僕、そこまでおかしいことを言っただろうか。それともやっぱり、アンナ先輩の不調は僕が原因で、華か城じよう先輩もひっそりと僕を責めていたのか？


    　いかん、泣きそうだ。


    「あの、華城先輩。いちおう言っておきますけど、僕はアンナ先輩とそういう行為がしたいわけでは……」


    「……え？　もしかしてあなた、アンナの尻しり穴あなを狙ねらって……」


    「そういう意味でもねえよ！　アンナ先輩は正しよう真しん正しよう銘めい、日本で最高峰の大和やまと撫なで子しこなんです！　確かに付き合えたらいいな、とも、思ってないとは言えないですけど……。それ以前にアンナ先輩は僕の憧あこがれで、大切な人なんです！　ただちょっと、いまアンナ先輩は異常に元気がないですし、普通に力になってあげられれば、それでいいというか」


    「え……普通に気持ち悪いのだけれど……」


    　華城先輩が戦せん慄りつの表情を浮かべていた。


    　なにこれ。どうすれば正解なの？


    「狸たぬ吉きち、あなたねえ。男女の恋愛に棒と穴は欠かせないのよ？　手をつないだりキスをするのとセックスは同じことなの。なんだってそんなに潔けつ癖ぺきぶるんだか……。ヤマトナデシコなんて幻げん想そうよ。いるのはマタノナデシコかヤマトナデナデシコシコよ」


    　なんてこと言うんだ！


    「セックスは別に汚けがらわしいことでもなんでもないわ。最初は無難に手のひらや唇くちびるに始まり、少しずつお互いの恥ずかしいところを曝さらけ出すようになって、一番敏感な部分をつつきあうようになって、それでもなお受け入れ合うからこそ絆きずなが育はぐくまれるのでしょう？　それは肉体だけでなく、心も同じよ。だから、ほら、下ネタって素晴らしいわよね」


    「はあ!?」


    「とまあ、冗談はここまでにしておいて」


    「冗談が、キツい……」


    　むしろ辛しん辣らつでさえある。


    「いまは、それどころではないの。わかるでしょう？　……原因の一いつ端たんである私が言うのもなんだけど、アンナは本当にしんどそうなの。とりあえず、アンナと付き合いの長い私がアンナのケアをするから、狸吉は早さ乙おと女め先輩の陥かん落らくを急いで。お互い、適材適所でいきましょう」


    　華城先輩のその態度は、明らかに話をはぐらかそうとしていた。


    　どうやら華城先輩にもやましい部分があるらしく、だから僕は少しだけ強気になれた。


    「……もう教えてくれてもいいんじゃないですか？　アンナ先輩、どうしてあんなに憔しよう悴すいしてるんです？　ハエの合体実況は大成功だったんです。そろそろ、アメが欲しいところですね」


    　アンナ先輩が下ネタテロ阻そ止しに失敗して凹へこむことはこれまでにも多々あったと、本人や華城先輩から聞いている。けれど今回のそれは、これまでの凹みとは種類も継続性もまるで違うらしい。そしてゴリ先輩の挙きよ動どうや華城先輩の口の重さから、凹みの原因は僕になにか関係があるとみて間違いない。


    　ここまで条件がそろい、交渉材料もあるのだ。引き下がれるはずがない。


    「……私としては、今回の件は狸たぬ吉きちに知られる前に解決したかったのよ。だってあなた、絶対に暴走するもの。それで事態がややこしくなるのが目に見えたの」


    　やれやれ、というふうに華か城じよう先輩が微笑ほほえんだ。


    「もう少し待ちなさい。どうせ今日きようの会議開始までに解決できなければ、轟ごう力りき先輩が我慢できなくなってあなたにいろいろぶちまけてくるでしょうから。白いモノを」


    　なんで最後に下ネタくっつけたんだよ。


    　そこでちょうどよい時間となり、僕は釈しやく然ぜんとしないまま、華城先輩と生徒会室へ赴おもむいた。


    



    「では、およそ一か月半後に行おこなわれる署名運動についての打ち合わせを！」


    　土つち気け色の頰ほおをしたアンナ先輩が、疲れ切った顔で生徒会会議を始めた直後であった。


    「もう我慢できない！　犯人はこいつで間違いないだろう！」


    　大きな拳こぶしが、どかんっ、と生徒会室の机に振り下ろされた。


    　怒りからか、ゴリ先輩の顔は沸ふつ騰とうしそうなほどに真っ赤かだ。


    　机に叩たたきつけられていないほうの腕がぴんと僕に伸び、その指先を数秒見つめて、僕はようやく自分が糾きゆう弾だんされているのだと気づいた。


    「轟力先輩、奥おく間ま君はあんなことをするような子ではありませんわ。それに、証しよう拠こがありませんもの。そもそも、今日の放課後、奥間君はずっと綾あや女めさんと一緒にいましたでしょう」


    「まだそんなことを……っ！」


    　と、ゴリ先輩が苛いら立だたしげに、鞄かばんから封筒を取り出した。怒りに震えながらも、それらを丁てい寧ねいに机へ並べていく。


    「これ、は……」


    　見渡した瞬間、ざわざわと鳥とり肌はだが立った。


    　それらは、明らかに盗とう撮さつと思われるアンナ先輩の写真や、〝好きです〟〝いつも見守っています〟と新聞の切り抜き文字が貼はり付けられた手紙だった。


    　机を埋め尽くすほどのそれらすべてには日付と発見場所の書かれた付ふ箋せんが貼られている。朝の下足箱だったり真夜中の自宅郵便受けだったり、時間も場所も多種多様だ。


    　その中に一枚、ついさっき、僕と華城先輩が話をしていた時間帯がメモされた手紙があった。〝今日、仲間が増えました。さらに強固にアンナ先輩を守っていきます〟と、新聞の切り抜きで歪いびつな文章が組み立てられている。


    　さすがに、どんなバカでも状況は呑のみこめる。


    　アンナ先輩は、ストーカー被害に遭あっていたのだ。


    「お前が、やったんだろう！　この嫌がらせを！」


    　ゴリさんが僕の襟えり首くびを締め上げてきた。


    「やめなさい轟ごう力りき！」


    　それを鋭するどい一いつ喝かつで制したのは、アンナ先輩だった。


    「もう一度言いますわ。奥おく間ま君はそんなことをする子ではありませんし、あなたの主張に根こん拠きよはありません。それをしまってくださいまし。見ていて、気分のよいものではありません」


    　しまったという顔でストーカーの証しよう拠こ物件をしまうゴリ先輩をよそに、アンナ先輩は僕に向かって微笑ほほえみ、


    「黙っていて、申しわけありませんでした。轟力先輩と綾あや女めさんが、どうしてもあなたには知らせないと言って聞かなかったもので。心配しなくても、きっとすぐに解決しますから、そう不安そうな顔をせずとも大丈夫ですわよ」


    　そうして、なんでもないふうに会議を再開するのだった。


    　僕が抱えている気持ちが不安ではなく心配だということに、アンナ先輩は気づいていないのだろうか。


    



    「轟力先輩はね、アンナのことが好きなのよ。自覚してるかどうかは別にしてね」


    　会議後、アンナ先輩が無事に迎えの車に乗ったことを確認してから、僕と華か城じよう先輩はいつもの喫茶店個室席に座り、それぞれコーヒーとほうじ茶をすすっていた。


    「だから、危険分子の可能性があるあなたには最初から警戒心マックスだったし、今回の件も、アンナを守らなくちゃって素そ朴ぼくな感情が先走っちゃってるの。あなたと衝しよう突とつして事態がややこしくなるのは明白だったから、あなたを泳がせるって轟力の案に乗ったふりをしたの。ごめんなさいね、事態を少しでも早く解決したかったのよ。犯人は時とき岡おか学園の生徒みたいで、ちょこまかと変に優秀だから、結局早期解決はできなかったけれど……」


    　珍しくしおらしい華城先輩に、僕も「いえそんな」と控えめにしか答えられない。


    「まあ、轟力先輩は全然マシなほうよ。《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が成立して性知識が狩られ始めてから十六年。性知識が狩られるってことは、恋愛についての表現も自然と規制されていっちゃうってことなのよ。そのくせ〝愛は大事、愛は偉大〟と、空っぽなフレーズばっかりがそこら辺に漂ただよっているでしょう？　全国的にはまだそうでもないけれど、特に性知識の廃絶が激しい清せい麗れい指定都市なんかでは、増えてるのよ。人の愛し方がわからない、しかもその自覚がない、あなたみたいに歪ゆがんだ恋愛観をもつ人がね。まあ、恋愛観に正しいもなにもないのだけど、限度ってものがあるわ」


    　嫌な時代よね、と、華城先輩は自身の言を閉じた。


    「アンナ先輩の件、僕にできることがあれば、協力したいです」


    　意志を表明する。しかし返ってきたのは、これまた申しわけなさそうな華城先輩の声だった。


    「生徒会三人だけでどうにかしてみせるわ。あなたと轟力先輩との不和で連携が乱れては元も子もないしね。心配しないでも大丈夫よ、こっちには私とアンナ、それから轟ごう力りき先輩って腕っ節の立つ人員ばかりなんだから。それよりあなたは、早さ乙おと女め乙おと女めの件を頑張ってくれるかしら？　そうすれば私も、アンナの護衛に集中できるもの」


    「……なんだか華か城じよう先輩って」


    　僕は疎そ外がい感を押し殺しながら訊たずねた。


    「アンナ先輩の親友みたいですね。本気で心配したりして」


    「みたいって、なによ!?」


    　スッパアアンンッ！　頭を思い切り叩たたかれた。


    　びっくりした。怒られたぞ？


    「いや、その、生徒会に潜もぐり込んでいいように警備を攪かく乱らんしたり、僕なんかとアンナ先輩の仲を取り持つなんて交渉材料に使ったりするから、てっきり親友のふりをしているものだとばかり……」


    　しどろもどろで言いわけ（？）を述べると、「ダメだこいつ」とばかり目をすがめられた。


    「確かに、そう見えてしまうかもしれないけれど。私がアンナを親友だと思って大切にしているのは、事実よ。……アンナは十年も前から、下ネタを好き放題言えなくなってふて腐れてた私と仲良くしてくれてね。いま私がこうしてギリギリ社会に溶け込めているのは、アンナのおかげよ」


    「それは、頭が上がらないですね」


    　てゆーか、アンナ先輩に矯きよう正せいしてもらってこれかよ、この先輩は。


    「だからまあ、こっちは任せてちょうだい。学園の評判とかストーカーの気持ちとか、そんなものまで気にかけてたアンナの申し出に従ってきたけれど、もう限界。明日あした中じゆうにでも犯人を炙あぶりだしてぶっ飛ばしてやるわ。だからあなたは、早乙女先輩をよろしくね」


    　華城先輩は伝票を持つと、腰を上げる。


    　あと十分ほどで早乙女先輩がやってきて、僕とコイバナをする手はずになっているのだ。


    「あ、支払い」


    「いいわよ別に。お詫わびも兼ねて、たまには先輩らしいことさせてちょうだい。これでも結構稼かせいでいるのよ、私の後見人」


    　あんたじゃねえのかよ。って、後見人？　そういえば華城先輩の私生活なんてほとんど知らないけど、いろいろ複雑なのか？　話を長引かせてもくっだらない下ネタが飛び出すだけだから、訊きいたりしないけどさ。


    　それにしても、ところどころで締まらない人だな、華城先輩は。いくら馴な染じみの店主相手とはいえ、あの流れで去った直後、値切る声くらい小さくしてほしいものだ。


    



    「うむ、なかなかよい店じゃの。特にあの、空気読めなさそうな店主がよい」


    　華か城じよう先輩と入れ替わりにやってきたのは、普段着だという紺色の作さ務む衣えに身を包んだ早さ乙おと女め先輩だ。オレンジジュースをちびちび飲みながら、きょろきょろと内装を見渡し、注文した特大ハンバーグセット（八百グラム）が来るのをいまかいまかと待ちかまえている。ここ普通の喫茶店だよね？


    「ふむ、試しに少し、描かいてみるかの」


    　早乙女先輩が机の上に紙を広げ、手に鉛筆を持った。


    　瞬間、空気が一変した。


    　ガリガリガリガリガリ！


    　子供っぽく落ち着きに欠けていた先輩のふわふわした雰ふん囲い気きは散さん逸いつし、文字どおり紙と鉛筆しか眼中にないのだろう鬼き気き迫る勢いで紙を埋めていく。


    　作務衣の中から次々出てくる鉛筆を十本ほど消費した頃。ようやく早乙女先輩の腕が活動を止め、鉛筆と紙の摩ま擦さつ音おんが消える。


    「おおおっ」


    　いままさに描きあがったその絵に触れるのも躊躇ためらわれ、僕は机き上じように身を乗り出す。


    　学校に飾られているもののように色のついた完成形とは程遠いものの、僕の心を洗うには十分すぎる清涼さをもって、その鉛筆画は存在していた。


    　この喫茶店を舞台にしたのだろう。男女の学生が二人用の席に座り、仲睦むつまじく談笑しているシーンだ。ただそれだけなのに、輝かがやかしいほどの美しさと清浄さが伝わってくる。


    「あのこれ、もらっても」いいですか？　と申し入れようとした次の瞬間である。


    「だあああああっ！　クソがああああっ！」


    　ビリビリビリッ！


    「あああああっ!?」


    　早乙女先輩が、いましがた描き終えたばかりの鉛筆画を八つ裂きにした。


    「なにしてるんですかもったいない！」


    「あんな下へ手たくそな絵！　数秒この世に存在しただけで罪深い！　火じゃ、火をもってこい！」


    　紙片を灰皿にこんもり盛って、早乙女先輩は店員呼び出しの鈴をチンチンチンチン鳴らし続ける。ちなみにこのチンチンは鈴の音であってあのちんちんとは無関係のチンチンだ。


    　だああくそ！　せっかく心洗われたばかりだっていうのに、ショックのあまりまた変なこと考えちゃったじゃないか！


    「ちょっ、やめてくださいって！　どこが下手だったんですか、凄すごく綺き麗れいで、僕、本気で惹ひかれたんですよ！　部屋に飾って、健全な心を保つためのお守りにしたいくらいに！」


    「女子の制服を着て下着をかぶって人けのない校舎を爆ばく走そうするようなムシケラがなにをほざいとるんじゃああ！」


    　しまった反論できねえ！


    「けど、ほら、この男女とか凄すごく仲よさそうで、素敵ですよっ」


    　教養があるわけではないのでどう褒ほめればいいのかわからない。とりあえず紙片を集めながら率直な感想をぶつけてみるが、


    「だからお主ぬしはダメなのじゃムシケラ！」


    　全否定されて終わる。


    「わしはの、いま、スランプなんじゃ。いままでにない大きな壁が、立ちはだかっておる」


    　と、急にしゅんとなった早さ乙おと女め先輩が、ぽつりぽつりと言葉を紡つむぎ始めた。


    　そうだ。急に目の前で繰り広げられた別次元の作画に圧倒されて吹き飛んでいたけれど、これは早乙女先輩のスランプ克服に協力するための席だった。


    　あんな絵を瞬時に描かきあげてスランプだというのだから、芸術家という人種には理解が及ばない。……あ、違うな。芸術家でなくとも理解できないヤツなんて身近にいっぱいいたわ。


    「先輩の恋こい路じをサポートすれば、そのスランプは治るんですね？」


    「うむ、おそらくな。ほとんど直感じゃが」


    「わかりました。では全力でサポートするので、治った暁あかつきには先輩の絵を一枚くださいね」


    「……なんじゃお主、やけに協力的じゃな。わしに脅おどされとるくせに」


    「脅されるのには慣れてるんですよ。それに、僕は先輩の絵のファンなんです」


    　下心の交ざった僕の言に、早乙女先輩が「にしし」と無む邪じや気きに笑った。


    「お主、おもしろいいヤツじゃな。お主を脅迫できて、ラッキーだったかもしれん」


    　と、そこでちょうど特大ハンバーグ（八百グラム）セットが運ばれてくる。


    　喫茶店にあるまじきボリュームを伴ともなったそれは、早乙女先輩の顔と同じくらいの大きさだ。


    　おい店長、ドヤ顔やめろ。お前喫茶店をなんだと思ってんだ。内装のお洒しや落れ感と肉のミスマッチが化学反応起こしてエラいことになってるぞ。


    「それじゃあ、いただきます」


    　ぺろり。


    　あれ？　手品？


    　ものの数分で、特大ハンバーグセットが早乙女先輩の胃袋に飲み込まれてしまった。僕はまだ、一緒に配膳されたナポリタンセットを半分も攻略できていないというのに。


    「絵を描くのはカロリーを消費するからの。食いだめじゃ」


    　早乙女先輩はぐっちゃぐちゃに汚れた口元を拭ふきながら、満足そうに笑う。


    　おいおい、この世には物理法則ってやつが結構昔からあるんだぞ、知らないの？


    「……で、じゃ」


    　水を飲んで一息ついた早乙女先輩の口元が、もにゅもにゅと居心地悪そうに言葉を紡ぐ。


    「その、わしがいま、気になっているヤツのことなんじゃが。その、な。アプローチがうまくいかず、迷走を続けておるのじゃよ。その結果、相手に不快な思いをさせているのではないか、ただ嫌われていっているだけなのではと考えると、夜も眠れんでな。……おいお主ぬし、なにをニヤニヤしておるっ！　なんじゃ、やっぱりわしがコイなどにうつつを抜かすのがおかしいか！」


    「え、あ、いやいや、そうじゃなくて、初うい々ういしいなーって、思っちゃって」


    　華か城じよう先輩が言っていた、人の愛し方がわからないってのとはまた違う、微笑ほほえましいこの感じがちょっとツボに入ってしまった。ただそれだけだ。


    「ふんっ！」


    　けれど早さ乙おと女め先輩は完全に拗すねてしまったようで、顔を真っ赤かにしてそっぽを向く。


    　こりゃ押しても引いても動きそうにないな。こうなったら、こっちも腹を割るしかない。


    「あの、全然恥ずかしいことじゃないですよ。あー、その、僕にも好きな人とか、いますし」


    「……ほう？」


    「早乙女先輩の気持ち、すごくわかります。僕はまだ、なにか行動に移したってほど行動してないんですけどね。でもその気持ちは、よく、わかります」


    「そうか」


    　早乙女先輩はそっぽを向いたままぼそりと続けた。


    「なら、まあ、互いに互いの想おもい人を同時に言い合うというのはどうじゃ？　それで、いまのお主の無礼は許そう」


    「え、あ、はいっ」


    　なんだかよくわからない感じに話がまとめられてしまった。


    「ではいくぞ、せーの」


    　早乙女先輩の掛け声に合わせて息を吸う。


    　ピピピピピピッ。


    



    「アンナ・錦にしきノの宮みやっ」


    



    　──あれ？　と思った。


    　僕はまだ、好きな人の名前を口にしていないのに、アンナ先輩の名前が出たぞ？


    　アンナ先輩の名前が喉のど元まで出てきたところでＰピーＭエムがメールの着信を知らせたため、タイミングがズレてしまったのだ。


    「あ、ああ、あ、お主……っ！」


    　早乙女先輩が目を見開き、全身をわなわな震わせて僕を睨にらみつけていた。


    「同時に名を言うと約束したではないか！　まさかこのわしをたばかったのか!?」


    　机の上に足を乗っけて喚わめき立てる早乙女先輩の迫力と理解不能の事実に打ちのめされ、僕はパニックになった。


    　は？　早乙女先輩の好きな人が、アンナ先輩？　恋こい敵がたきが華城先輩って、まさか、そういうことだったのか!?


    　つーかまさか、アプローチ迷走って！　早さ乙おと女め先輩がストーカーなんじゃないのか!?


    「あ、あのすみませんＰピーＭエムが鳴ったせいでタイミングがずれてあははすみません僕もすぐに好きな人の名前言いますからどうか許してくださいお願いしますすみません」


    「なら言え！　いますぐ言うんじゃ！　ほら三、二、一！」


    　思考がバラバラのままに急せかされ、余計に思考が真っ白になる。


    　ええと、好きな人、好きな人！


    　ぼくの大切な人は──


    「華か城じよう綾あや女め先輩！」


    　……おい、ちょっと、おい、違うだろ？


    　いま僕は、アンナ先輩の名前を挙げるのはマズイと考え、ほかの名前を必死に検索した。けどよりによって、なんでここで華城先輩が出てくるんだよ。


    　挙げるなら早乙女先輩も知らないような適当な名前がいくらでもあるだろうに。


    　いくらパニックだったからって……痛つう恨こんのミスだ。


    「ほう、そうかそうか」


    　と、早乙女先輩の顔が急速に明るく輝かがやき始めた。


    「そうかお主ぬし、あの女に惚ほれこんでおったか。毎日のようにアンナと仲よくして本当に憎らしかったあの女に。よしよし、うんうん、やはりお主を脅迫できてよかったぞ」


    　早乙女先輩はなにやら勝手に納得すると、


    「なら、こうすれば万事うまくいくじゃろう。わしがお主の恋こい路じを助けてアンナと綾女を引き剝はがし、空あいたアンナの隣に、お主の手引きでわしが収まる。これでみんな幸せじゃ」


    　前提が間違っていなければ、ですけどね……。


    　と、そこで僕は重大なことに気づいた。この交渉、大前提がそもそもおかしい。


    「ちょっと待ってくださいよ早乙女先輩」


    「なんじゃい？」


    「僕は、アンナ先輩を騙だましている、敵なんですよ？」


    　早乙女先輩が僕を脅おどしてきたのは、アンナ先輩と適度な距離にある僕の弱みを折よく握れたからだろうけど……。それ以前に僕は、アンナ先輩を苦しめるＳＯＸソツクスの一員なのだ。


    「そんな人間と協力態勢を結ぶことに、抵抗はないんですか？」


    「なにを言うとるんじゃ？　お主は」


    　早乙女先輩がぽかんと目を丸くする。オレンジジュースの残りをストローで吸い切ると、


    「アンナはテロリストを追いかけているとき、とても幸せそうではないか。わしにはお主らが、内輪で遊んでいるようにしか見えんかったがな。違うのか？」


    　僕が思い悩んでいたことを根底から覆くつがえすような見解を示した。


    　なんだ、それ？　早さ乙おと女め先輩には、そういうふうに世界が見えるのか？


    　僕が言葉を失っていると、


    「まあええまあええ。わしがお主ぬしと組むことを望んでおるのじゃ。いまはそれでよかろうっ」


    　細かいことは気にするなとばかり、先輩はころころ笑った。


    　では続きはまた後日な、と満足げな表情の早乙女先輩を駅まで送り届けたあとも、僕は先輩が示した謎なぞの見解について思考を巡めぐらせてみる。


    　けれど納得のできる答えはなにも浮かんでこなかった。単純な話、早乙女先輩がストーカー的な歪ゆがんだモノの見方をしているだけなのだろうか？　うむむ、わからない。


    　僕は帰路につきながら、ＰピーＭエムのパソコン画面を投影した。どうせ考えてもわからない早乙女先輩の見解はいったん忘れ、あのふざけたタイミングでメールを送ってきたやつが誰か、それからどんな内容か、確認してやることにしたのだ。


    　　From　華か城じよう綾あや女め


    　　件名：ひまー


    　　本文　ぺろぺろ☆


    　あのクソ女、次あったら泣かしてやる。


    　つーかこのメール、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》引っかかるギリギリだろ。


    



    「ちんこちんこちんこちんこちんこちんこちんこちんこちんこ──」


    　早乙女先輩との絶望的な協力態勢を築き上げた夜が開け、翌日。


    　朝早くに登校して空あき教室を陣取り、早乙女先輩とのやりとりを伝えた結果、華城先輩は机に突っ伏してケータイをいじり、謎の呪じゆ文もんを紡つむぎ始めた。


    　なんでも、鬱うつっぽくなったときやどうしようもない状況に陥おちいると、精神の安定を図るために安易な下ネタが止まらなくなるのだとか。


    　もう病気じゃないのか？　この先輩は。


    「あああああっ！　話を聞く限り、完全に早乙女先輩がアンナのストーカーじゃないの！　どうりであの女、早そう漏ろうチェリーを見るベテランお水みたいな眼めで私を睨にらんできたわけよ！　へっへーっ、私とアンナの仲のよさはそりゃあもう天下一品だものっ！　誰があんたみたいに気持ち悪い写真や手紙を送ってくる変態レズ女なんかに渡すもんですか！　でも、くううっ、下へ手たにストーカー行為を邪魔すると、エロイラスト製造要員として引き込むことができなくなるし……ぐぬぬぬぬっ」


    　フルバースト状態で机の上をごろごろする華か城じよう先輩。はじけすぎだ。落ち着け。


    「そもそも、あの人本当に、卑ひ猥わいなイラスト描かきの素質があるんですか？　僕はあの人の絵のファンなんですけど、全然ベクトル違うじゃないですか」


    　当然の疑問をぶつけてみると、華城先輩はごろごろをやめ、


    「私の眼力は確かよ。あの子は絶対に、素質があるわ。というか狸たぬ吉きちあなた、〝いまの〟あの子の絵のファンって本当？　あんな絵のどこがいいんだか」


    「そりゃあ、華か城じよう先輩みたいな心の腐りきった人にはわからないでしょうね、あの絵の綺き麗れいさが放つ魅力！」


    　力説するが、返ってきたのは哀れむような溜ため息いきだけだ。


    「アンナに憧あこがれたままのあなたじゃあ、そうもなるか。個人的な見解を述べておくと、私はあの絵、嫌いよ。キレイが過ぎて、怖おぞ気けがするもの」


    　そこがあの絵の魅力だろうに。


    　やっぱり僕と華城先輩の価値観は相あい容いれないのだと、僕は胸を撫なで下ろす。


    「絵の中に出てくるニンゲンなんて、特に気持ち悪い。まるで、ソフィア・錦にしきノの宮みやの頭の中を無理やり見せられたみたいな気分になるわ」


    　ソフィア・錦ノ宮……突とつ如じよ槍やり玉だまに上げられたアンナ先輩の母親の名前。


    　そういえば、ソフィアさんが舵かじを取るあのふざけた署名の日まで、あと一か月と少しだ。


    　アンナ先輩の母親らしく整った、しかし穏やかさに欠ける威い圧あつ的な美しさを湛たたえる女性、ソフィア・錦ノ宮。


    　入学前に一度顔を合わせたくらいしか面識はないけど、僕もあの人は好きになれそうにない。なんでだろう？　彼女が音おん頭どをとるあの署名活動が、あまりにバカバカしいからだろうか？


    「ま、とりあえずあのいけ好かない女のことは置いておきましょう。いま話しあうべき案件は、いかに穏おん便びんに、早さ乙おと女め先輩のストーカー行為をやめさせるか、ね」


    　堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた生徒会サイドが考えているストーカー対策は、誰かがアンナ先輩の恋人を装よそおってデートを繰り返し、逆上して動きの活発化した犯人を現行犯で取り押さえてやろうというものだ。そんなやり方を採択すればストーカー早乙女を止められたとしても、仲間にすることはできなくなるだろうと華城先輩は考えているらしい。


    「あの、それなんですけど、華城先輩」


    「ん？」


    「報告しておいてなんですが、僕、早乙女先輩がストーカーだとは思えないんですよね」


    　一晩考えて、僕はそういう結論に達した。


    　確かに早乙女先輩は怪しい。


    　アプローチに迷走しているというから「どんなアプローチをしてるのですか？」と聞けば「恥ずかしいから内緒じゃ。毎日その姿が拝めるよう周囲をちょろちょろし、愛を込めていろいろ製作しているとだけ言っておくがの」とか答えるほどには怪しい。いやそれほとんど黒だから。


    「この前も言ったけれど、いい人に見えたって、そんなことは当てにならないわ。《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が制定されてから、私たちは先人が積み重ねてきた恋愛観に触れる機会を失っているの。早乙女先輩が自分の考え出したアプローチを正しいと信じて犯罪行為に手を染めている可能性は考えないのかしら？　早さ乙おと女め先輩を信頼するに足る根こん拠きよは、あるの？」


    　力強い瞳ひとみで見み据すえられ、答えに窮きゆうする。なぜなら僕のもつ根拠は、


    「勘です」


    「……勘ねえ」


    　最初はにやり、と。そして次の瞬間には大口を開けて、華か城じよう先輩は笑い転げた。


    「いいわねえ！　直感。自分の感覚を信じて道理をつっぱねるその考え方、素敵よ。狸たぬ吉きちの主張を信じることにしましょう。こっちは予定どおり、誰が犯人なのか見当もつかないという立場でストーカー対策に当たらせてもらうわ。その代わり、そっちの動きは逐ちく一いち報告してね。変な動きをしてると、轟ごう力りき先輩があなたたちを捕まえようとして話がこじれてしまうもの」


    「そういえば、そんな話もありましたね……」


    「気をつけなければね。それじゃあ、あなたの直感をもとに、ストーカー撃退＆早乙女先輩陥かん落らくの同時進行、今日きようから頑張っていきましょうか」


    　華城先輩はここ数日で最も朗らかな笑え顔がおを浮かべて立ち上がり、素早く三つ編み眼鏡めがねに戻る。


    　廊下に出る華城先輩の後ろに従って教室の電気を消すと、不意にくるりと華城先輩が振り返る。伊だ達て眼鏡の奥の瞳が、意地悪く細められる。


    「ところで狸吉、あなた、早乙女先輩になんて言ったの、好きな人の名前。まさかその流れで、アンナの名を口にしたわけではないでしょう？」


    「……っ！」


    　最後にとんでもない質問が待っていた。その部分はぼやかして説明したつもりだったけど、通用しなかったらしい。


    「え、ええと、その、不ふ破わさんの名前を出しました」


    　慌あわてて答えると、華城先輩はあからさまに顔をしかめた。


    「……。咄とつ嗟さの噓うそだったとはいえ、趣味が悪いわね」


    　どんだけ嫌いなんですか。


    



    　数日後、よく晴れた日曜日。


    　女の子の格好をした僕は早乙女先輩と手をつなぎ、閑かん静せいな自然公園を歩いていた。


    　誰か……助けて……。


    「おい、しっかりするんじゃお主ぬしっ。そんなことではアンナを見失ってしまうじゃろうがっ」


    　意識を飛ばしての現実逃避を試みた僕の頰ほおを、早乙女先輩がぴしりと叩たたく。


    　早乙女先輩は今日のために買い込んだらしい活動的な半そで半ズボンに身を包み、紺色のスポーツキャップを目ま深ぶかにかぶるというボーイッシュな服装をしていた。見た目は完全にアウトドア小学生男子だ。


    　一方、僕はといえば、


    「どうしてこうなった……」


    　ゆったりふわふわ、体のラインができるだけ隠れるようなワンピース系の女性衣服に身を包み、前髪の長いカツラを着用させられていた。ちなみに、すね毛は早さ乙おと女め先輩に毟むしられた。


    　あと、明言はしないが〝変装は下着からじゃ！〟という先輩のご指示にも従っている状態にある。死にたい。


    　これらの服は早乙女先輩が変装用にとわざわざ買い与えてくれたもので、ホント、バカに金をもたせるとロクなことにならない典型例です。


    　この公園までの道すがら、早乙女先輩がワガママを言って立ち寄ったクレープ屋さんで「ん、お姉ちゃんとお出かけかな？」なんて店員さんに言われていたから、早乙女先輩の狙ねらいどおり「休日にお出かけする仲のいい姉弟」の変装はうまくいっていて、そう簡単にバレはしないクオリティになっているのが唯ゆい一いつの救いだ。


    　そんな僕と早乙女先輩の前方には、仲睦むつまじく手をつないで公園を散策するカップルがいた。


    　カップルの〝女性サイド〟は、清せい楚そな白いワンピースに身を包んでいるアンナ先輩。直視すると眩まぶしさで目がつぶれてしまいそうな輝かがやきを放っている。


    　そしてアンナ先輩と指まで絡め合っている憎き〝男サイド〟は、パーカーで髪の毛の長さをごまかした華か城じよう先輩である。ゴリ先輩と喧けん々けん諤がく々がくの議論を繰り広げ、そのポジションを勝ち取ったらしい。破れたゴリ先輩はいま、二人がどこから襲おそわれてもいいよう、近くで周囲の警戒に当たっているそうだ。


    　もうおわかりだろう。僕と早乙女先輩はいま、ストーカー撃退の過激な作戦を進める生徒会メンバーを尾行している最中なのだ。


    　わざわざ性別を逆転した変装をしたのも、相手が身内ならさらに正体がバレにくいだろうという早乙女先輩の知略である。勘弁してくれ。


    　あれ？　僕らいままさにストーカーじゃね？　とかいうのは考えないことにする。


    　こんな状態になってしまったのは、全部僕の責任なのだ。


    　早乙女先輩の想おもい人がアンナ先輩だとわかったあの日から今日きようまで、僕と早乙女先輩は喫茶店に入り浸びたり、今後どうやってアンナ先輩にアプローチしていけばいいのかと相談を繰り返していた。


    　あれは三回目の話し合いのとき。


    　僕も恋愛など経験皆かい無むであるため、案も出尽くしていた頃、ぽろっと「アンナ先輩をピンチから救ってあげるとか、どうですかね」なんてことを漏もらしてしまった。マズイと思ったときにはもう遅く「そういえば最近、アンナは急激に元気をなくしておったな。お主ぬし、なにか知っておるな？」といらんところに勘づいた早乙女先輩の拷ごう問もんに遭あい（下ネタテロ加担の件をちらつかされてはどうしようもない）、ストーカーとそれへの対策を練る生徒会の情報を洗いざらい吐かされてしまったのだ。


    　具体的にアンナ先輩がどういう嫌がらせを受けているのかという部分はごまかしきったけれど、アンナ先輩を守ると意気込んだ早さ乙おと女め先輩を止めることまではできず、このカオスな有あり様さまに至るというわけである。


    　いちおう、変装して尾行をすることは華か城じよう先輩にもこっそり伝えてあるし、おかしなことにはならないはずだけれど。既に僕の格好がおかしいとか、言っちゃいけない。


    「むっ、二人がベンチに座ったぞ」


    　女装しているという事実をできる限り無心になって忘れようとしていた僕の手を引き、早乙女先輩ががさがさと草木をかき分ける。傍はたから見れば、やんちゃな弟に振りまわされる姉に見え、てれば、いいなあ……。


    「ぐぬぬっ、華城綾あや女め……アンナとあんなに仲よくしおって……っ」


    　歯を剝むき出しにして怒りをあらわにする早乙女先輩。彼女がストーカーだとはどうしても思えない僕だったが、このままだと普通に襲おそいかかっていきそうなので、その小さな手をぎゅっと握って自由に動けないようにしておく。


    　アンナ先輩と男装した華城先輩は傍から見ればこのうえなくいい雰ふん囲い気きを醸かもし出すカップルで、ちょっと気を抜くと僕も嫉しつ妬とにくるってしまいそうなほどである。あれ？　これマジでストーカーじゃない？


    　それにしても、アンナ先輩のあんな楽しそうな表情、久しぶりに見た。


    　安全とは決して言いがたい状態のはずなのだけど、隣に頼れる親友がいるおかげで、純粋に休日を楽しむようなリラックス状態にあるのだろうと、その表情から容易に読みとれる。


    「……」


    　ふと隣を見ると、早乙女先輩もその表情に見み惚ほれていたようで、さっきまで全身からほとばしっていた殺さつ気きを消し、心ここにあらずとなっていた。


    　その柔らかいほっぺを拾った木の棒でつんつんしてみるが、反応がない。


    　髪を一本引っこ抜いてみる。反応がない。


    　偶然落ちていたサインペンでおでこに〝クソガキ〟と落書きしてみるが、反応なし。


    「うわっ!?」


    　と、いきなり早乙女先輩が懐ふところからとがった鉛筆を取り出した。


    　ヤバい調子に乗りすぎた!?　咄とつ嗟さに身を縮める。


    「……っ！」


    　しかし早乙女先輩の眼中に、僕の姿など入り込む余地はなかった。


    　瞳どう孔こう開きっぱなしの危ない眼めでアンナ先輩を見み据すえ、いつの間にやら出現していたスケッチブックの上で鉛筆を握りしめた右手が飛び跳ねている。


    　バギンッ！


    　強く握りしめすぎたのか。


    　鉛筆が折れ、しかし早さ乙おと女め先輩はアンナ先輩から目を逸そらすことなく、右手だけが別の生き物のようにのたうち回って懐ふところから鉛筆を取り出す。また作画が始まる。


    「ふーっ！　ふーっ！　ふーっ！」


    　早乙女先輩は威い嚇かくする猫のような荒々しい呼吸を繰り返す。


    　喫茶店で見たときとは比べ物にならない異様な気迫に圧倒され、息をすることさえ苦しい。


    　──やがて。


    　何時間にも思えた早乙女先輩の作画はものの数分で終わり、描かき上げられた作品が放心状態の早乙女先輩の膝ひざ上に投げ出される。


    「これはっ……」


    　スケッチブックを手元に引き寄せ、僕は絶句した。


    　学校に飾られていたほかの早乙女作品など、足下にも及ばない。


    　鉛筆だけで描えがかれたアンナ先輩が、ともすれば本物以上の輝かがやきをもってスケッチブックの上に出現していたのだ。


    　文字どおり心奪われていた僕の手から、凄すさまじい勢いでスケッチブックがひったくられる。


    「……み、見たな……お主ぬしっ」


    　早乙女先輩は首筋まで真っ赤かになり、くりんとしたその両目を涙で湿らせていた。


    「み、見ましたけど、どうしたんですか先輩っ。そんな恥ずかしがらなくても、こんな、スランプだなんて信じられないですよ！　凄すごいじゃないですか、なんですかこの凄い絵！」


    　僕は興奮しながらも声を押し殺し、貧困な語ご彙いで称賛する。が、早乙女先輩はスケッチブックを後ろ手に隠したまま「うううううあああああ恥ずかしい恥ずかしい」と自分の膝小僧におでこをぶつけ始めた。


    「ちょっ、どうしたんですかっ」


    　ぺしっ、とおでこに手のひらを当てて錯さく乱らん状態を強制終了させる。


    　早乙女先輩は僕から逃げるように目を逸らし「じ、実はの……」と、蚊かの鳴くような声を出した。


    「わしの、アプローチ方法は、これなんじゃよ」


    「……………………………は？」


    　心の底から意味がわからず、素すで呟つぶやいてしまう。


    　すると早乙女先輩はバカにされたと感じたのか、くわっ、と目を見開いてまくし立ててきた。


    「じゃから、アンナの絵を描くことが、わしのアプローチなんじゃよ！　わしはこれまで、誰かをモデルに絵を描いたことなどなかった。学校に飾られているようなものはすべて、わしが頭の中で組み上げた、モデルなき絵画なんじゃ。アンナはの、わしが生まれて初めて、描きたいと思えた人間なんじゃ。人として、あれほど美しい者もほかにおるまい。しかしこれまで、誰か個人をモデルにすることなどなかったせいか、うまくいかんかった。アンナに出会ってからというもの、アンナをもっとうまく描かくため、四六時中アンナのことを考えて筆ふでをふるった。これがコイではなくてなんだというのじゃっ！　じゃが、何百枚描いても何千枚描いても、わしの描くアンナは〝わしが見たアンナ〟にはならぬのじゃ！　どこかが決定的に異なることは明白なのに、それがどこなのか皆かい目もく見当がつかんっ！　コイビト同士になることができればなにか摑つかめるだろうと思ったが、絵以外の愛情表現をわしは知らんし……まさにジレンマ。それが、スランプの原因じゃ。……ああ、絵を描くしか取り柄のないわしが、アンナをこんな無ぶ様ざまに描写してしまって、情けない。アンナはきっと、不愉快に違いない」


    　早さ乙おと女め先輩は、ついに羞しゆう恥ち心しんが限界を超えたのか、大粒の涙を流し始めた。


    「……あの、早乙女先輩」


    「なんじゃい！」


    「その、これまで描いた絵、アンナ先輩に送りつけたりしました？」


    「そんなことできるかムシケラ！　一枚残らず誰にも見せず、燃やしつくしてやったわ！」


    　ならアンナ先輩が不愉快になるわけねえじゃねえかややこしいこと言いやがって！　と怒鳴りつけたいのを我慢するため、目を閉じて何度か深呼吸した。


    　とりあえず早乙女先輩がストーカーでないことは確定したわけだし、そのトチくるった恋愛観の矯きよう正せいはまた後日だ。


    　となると残る問題は、アンナ先輩へのストーカーである。とりあえず今日きようはこのまま、早乙女先輩が納得するまで自主警護を続けよう。
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    「あれ？」


    　ふと顔を上げると、アンナ先輩と華か城じよう先輩のカップルがベンチから離れて別のエリアへ移動しようとしていた。二人を見失わないよう視線を固定したまま、早さ乙おと女め先輩の手を摑つかんで立ち上がろうと慌あわてて辺りをまさぐる。おっ、これかな？


    「あれ？　早乙女先輩、こんなゴリラみたいな手してましたっけ？　……っ!?」


    　全身から汗が噴き出した。「じわっ」とか「どっ」とかそういう効果音じゃ表現しきれない量。全身の毛穴から「どぴゅっ」レベルだ。モラルが消し飛んで脳内下ネタが止まらないヤバい。


    　と、早乙女先輩がスケッチブックを抱えたまま、僕から逃げるようにして既に移動を開始しているのを遠目に発見する。


    　なら、僕がいま摑んでいるこの手は……。


    「やはり、言わんことではなかったな」


    「いだだだだだだっ!?」


    　木々の間にのそりと立つゴリ先輩が、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで僕の手をねじり上げた。


    「そんな程度の低い変装で、俺おれを欺あざむけると思ったか？　歯を食いしばれ犯罪者が！」


    「これ以上、どう変装しろと！　あ、ち、違うんです違うんですっ、これは、その、自主警護で！」


    「それを嫌がらせというんだこのボケがあああ！」


    　ゴリ先輩の拳こぶしが大きく振りかぶられ、僕の顔面目がけて迫る。


    「うあああああああああっアンナさんから離れろおおおお！」


    　と、アンナ先輩たちのいる方角から男の甲かん高だかい喚わめき声が響いてきた。


    　そこら辺で拾ったのだろう拳こぶし大だいの石を握りしめた男が、アンナ先輩と華城先輩へがむしゃらに接近している！


    　腕が軋きしむのも無視してゴリ先輩の拘こう束そくから逃のがれ、駆かけだした。ワンテンポ遅れてゴリ先輩も後ろからついてくるが、遅い。ぐんぐん引き剝はがし、なにも考えずに疾しつ走そうする。


    「しっ！」


    　と、華城先輩がアンナ先輩の前に立ち塞ふさがり、石を持った男の顔面に回し蹴げりを叩たたきこんだ。ふらついた男の隙すきをつき、脳天にかかと落とし。倒れ込んだ胴体に膝ひざ蹴りをぶちかます。


    　死んだんじゃね？


    



    「あ、あのぅ、大丈夫ですの？　この方」


    「アンナ、安心していいわ。急所は外したから死なずに苦しむだけよ」


    「それはちょっと、やりすぎではありませんこと……？」


    



    「ふう、さすがは華か城じよう先輩だ。瞬しゆん殺さつじゃんか」


    　これで事件は解決したと誰もが胸を撫なで下ろした。僕も背後のゴリ先輩も、呑気に犯人の安否を心配するアンナ先輩の無事を認め、足を緩ゆるめた。


    　──がさり。


    　遠くから、下草が搔き分けられる微かな音。ふと、なにかを忘れているのではと、頭の中に引っかかりが生まれた。その刹那、


    「まだじゃっ、なにをしておる奥おく間ま狸たぬ吉きち！」


    　アンナ先輩と華城先輩の近くの草陰から、早さ乙おと女め先輩が飛び出した。


    　突然姿を現した早乙女先輩の警告にいち早く反応できたのは、僕だけだ。再びアンナ先輩と華城先輩の元へ反射的に走りだす。


    　そうだ、失念していた！　ストーカーはわざわざ自分から宣せん告こくしていたじゃないか、仲間が増えたと！


    　早乙女先輩の警告どおり、周囲からさらに三人の男が出現し、華城先輩たちに襲おそいかかった。


    　華城先輩とアンナ先輩は、完全に気を抜いていたところに奇き襲しゆうをかけられ、体勢が整っていない。足の速い男が、二人のすぐ隣で既に空きビンを振りかぶっている。


    　くそ！　あと数メートルが縮まらない！


    「にゃああああああっ！」


    　と、いち早く華城先輩たちへ攻撃を仕掛けた男の足に、早乙女先輩が絡みついた。けれど小学生サイズの早乙女先輩は一瞬で引き剝はがされ、こちらに放り投げられてしまう。


    　だがその一瞬が、十分すぎるほどに大きい。


    「ナイスです早乙女先輩！」


    　僕は空中で早乙女先輩をキャッチし、そのまま背後にスルーパスした。


    「お願いしますゴリ先輩！」


    「ぎゃあああああああっ!?」


    「誰がゴリぬおっ!?　早乙女!?」


    　ゴリ先輩が早乙女先輩の顔面をキャッチしたことを見届け、僕は走った。


    　アンナ先輩と華城先輩、体勢の整っていない両者に、男たちから攻撃が仕掛けられる。


    　間に合え！


    「うおらああああ！」


    　ギリギリのタイミングでその場に滑り込み、僕は男二人を殴り飛ばした。


    　華城先輩とアンナ先輩の無事を視界の端で捉とらえ、あとは最後の一人をぶちのめすだけ。


    　……あれ？　その一瞬、余計な思考が僕の頭にふって湧わいた。


    



    　──僕はいま、華城先輩とアンナ先輩、どちらを優先して助けようとした？


    



    　ほんのわずかな、動揺。


    　体が強こわ張ばり反応が遅れる。わけのわからない思考に気をとられたせいで、今度は僕の体勢が崩れた。少し離れた位置にいる男が石を投とう擲てきしようとしているのに、止めにいけない。


    「くそっ！」


    　石が投げつけられる。


    　万全の状態ならキャッチできただろうそれの軌き道どうに無理やり頭をねじ込ませ、背後の二人に当たらないよう弾はじいた。


    　ぐらりと歪ゆがむ視界に、石を投げた男を叩たたきのめす華か城じよう先輩が写り込む。


    　よし、これで全員無効化した、か……？　安心したせいか、全身から力が抜ける。


    「きゃっ!?」


    　なにか柔らかいものを巻き込んで、僕は地面に倒れてしまった。


    　頭が、ぐらぐらする。


    「……あ、あの、その、ええと」


    　僕の体の下で、温かくて柔らかいなにかが小さく声を発した。


    　朦もう朧ろうとする意識の中、その声こわ音ねとぬくもりが心地よくて、ぎゅっと抱きしめてしまう。


    「ひうっ!?」


    　僕の腕の中でなにかがびくんと跳ねた。


    「ちょっ、えっ、あなた、狸たぬき……奥おく間ま君!?」


    　と、頭上から華城先輩の狼ろう狽ばいした声が聞こえた。


    　先輩、ダメじゃないですか、みんなの前じゃあ猫かぶってないと。


    　靄もやのかかった思考で、どうでもいいことを考える。


    「奥間君っ、アンナの上からどきなさい、すぐにっ」


    「……え？」


    　そこでようやく、僕は自分がアンナ先輩を押し倒していることに気づいた。


    　気づいた途と端たん、電流でも流されたかのように意識が覚かく醒せいし、媚び薬やくでも打ったかのように全身の感覚が鋭えい敏びん化する。


    　まず、僕の膝ひざはアンナ先輩の太ももと太ももの間に突っ込まれていた。お次に僕の申しわけ程度の胸むな板いたが、アンナ先輩のふくよかなおっぱいに押し付けられていた。


    　両腕はアンナ先輩の首の動きを封じるかのような形で地面に押し付けられ、唇くちびるにはついさっきまで湿り気を帯びたなにかに触れていたような感触が残り……


    「うわあああああああああああっ!?」


    　僕は飛び起きた。地面に、顔を真っ赤かにして口をぱくぱく開け閉めするアンナ先輩が倒れている。


    「あの、その、すみませんでした！」


    「あっ、ちょっと待ちなさい奥おく間ま君っ」


    　僕は慌あわててその場から離脱し、事態が呑のみ込めていないゴリ先輩から早さ乙おと女め先輩をひったくり、華か城じよう先輩の制止も無視して公園から飛び出そうとした。が、


    「うっ……？」


    　意識の覚かく醒せいは一時的なものだったようで、急に体から力が抜けて意識もぼやけた。


    「ちょっ、大丈夫!?　轟ごう力りき先輩、私は救急車を呼ぶわ。学園の評判に関わるから、ストーカーどもは縛しばって草陰に隠しておいてっ。あとついでに奥間君の服装をまともなものに差し替えて」


    「あ、ああっ、承知した」


    「わ、わしは、わしにはなにかできんかのっ」


    　真っ白になる意識の中、先輩たちの慌ただしい声が遠くに聞こえた。


    



    　　　　　●


    



    　時とき岡おか学園生徒で構成されたストーカー軍団の亡なき骸がらを隠いん蔽ぺいし、救急車の手配を終え、あとは轟力と早乙女が奥間の応急処置と着せかえを終えるのを待つだけという空白の時間。


    　華城綾あや女めはふと、熱に浮かされたような声を聞いた。


    「ふ、ふふふふふっ。なんでしょう、頰ほおの緩ゆるみが、止まりませんわ……ふふふっ」


    「ん、アンナ？　どうしたの、息が荒いわよ。もしかしてどこか怪け我がでもした？」


    　だが、声をかけられたアンナはすぐさまいつもの落ち着いた表情になり、涼しい声で微笑ほほえむ。


    「？　そう？」


    　綾女は首を傾かしげながらも、事後処理のことに気を取られ、深くは追及しなかった。


    「ふ、ふふふっ、なんでしょうこの感覚……ふふふひっ。なんだかとても、熱いですわ」


    　唇くちびるに指を添え、アンナは熱く湿った吐と息いきを漏もらすのだった。

  



  
    



    


    第四章　世界いわく、愛は正義


    



    　しゃり、しゃり、しゃり。


    　搬はん送そう先の病院で数日の絶対安静を命じられてから三日が過ぎた。


    　僕は病院のベッドに横になり、窓から広がる昼下がりの風景を眺めながら、リンゴがあられもない姿に剝むかれていく淫いん靡びな音を聞く。


    　好きな女の子を守るために怪け我がをして、入院先で看病してもらう。まさに全男子垂すい涎ぜん理想のシチュエーションだ。リンゴを剝いてくれたお礼に次は君の服を剝いてあげるね、その次は僕の皮を剝いてくれ、その次は君のクリ剝きだ、なんてやりとりが続けばより理想的。


    　ははっ、いつにも増して脳内下ネタが止まらねえぜちくしょう。


    　幸せだから、ではない。


    　僕の隣でリンゴを剝いているのが──


    「よし、できたぞ奥おく間ま。味わって食えよ、がははははっ」


    　──轟ごう力りき先輩だから、だ。ムカツクことに、造りだされたリンゴウサギのクオリティはかなり高い。さらに腹が立つことにこの男、マイエプロン装着である。裸エプロンでないことが不幸中の幸いか。


    　なにこれ、現実？　そういえば昔、父さんが「おれって実は、二次元の住人なんだよ。帰り方がわからなくなって数十年が経つ」とほざいていたのを思い出した。そうか、父さんは現実がクソ食らえだって悟ってたんだね。いまならわかるよ、父さんの気持ち。


    　別にさ、下心があったわけじゃないよ？　アンナ先輩をストーカーの魔の手から救えれば、それで十分だったさ。けど、この仕打ちはあんまりだろう。こんなガタイのいい男が毎日せっせと面会時間をフルに使って看病しに来るなんて……。


    　それに僕、気絶している間に轟ごう力りき先輩から辱はずかしめを受けたので、いまは顔を合わせづらい。具体的になにをされたかと言えば、女装を剝はぎ取られて女モノの下着を着用しているところを見られたのだ。しかも、救急車で運ばれる前に女装は着替えさせてくれたのに、下着は変えてくれなかったから、着替えのとき看護師さんがフリーズしたし。


    　轟力先輩はその件についてまったく触れてこないけれど、それが逆に怖い。


    「おお、そうだ忘れるところだった。昨日きのう言っていた暇ひまつぶしの小説、持ってきたぞ」


    　先輩がいそいそとエプロンをしまい、バッグから数冊の本を取り出した。


    　これまで散々こきおろしてきたが、この轟力先輩、打ち解けてしまえばかなり気持ちの良い先輩であった。性的な意味ではなく。


    「んっ？　ぬあっしまった！　このシリーズ、最終巻が抜け落ちている！　俺としたことが。待っていろ奥おく間ま。いますぐ買ってこよう」


    「え、そんな、そこまでしてもらわなくても……人の話を聞かないのは変わらないな」


    　制止する間もなく、轟力先輩はどすどすと病室を出て行ってしまった。追いかけようか迷ったが、面会時間中に一人になるのは久しぶりなので、まったりするほうを選ぶ。


    「やれやれ、やっといなくなってくれましたね。よっこらせ、と」


    「うわああ!?」


    　気を抜いたのも束の間。窓からにゅるりともさもさヘアーが生えてきて、ずるりと病室に侵入してきた。白衣をばさりと整えて立ち上がったのは、


    「不ふ破わさん!?　なんでここに！」


    「なんでって、お見舞いに決まっているでしょう。わたしはそこまで薄情に見えますか？」


    「だったら普通に廊下から入ってきてくれ！」


    「それはできない相談です」


    「なんで！」


    「この辺りの医療機関で、わたしはブラックリストに載ってますからね。ロビーをうろついたりしていたら、善ぜん導どう課を呼ばれます」


    「産婦人科だけじゃなかったのかよ！　てゆーか、いつから窓の外にいたの」


    「昨日あたりから、面会時間の間はずっと待機していましたよ。白衣を着ていると、これが意外と怪しまれないもので」


    　こいつまさか、科学者としてじゃなく医者の擬態として白衣を着ているんじゃないだろうな。


    「それにしても、轟ごう力りきさんはあなたのことを嫌っていたはずですが。なにやらいきなり親密になっていますね。少し不自然なくらいに」


    　ずずず、と引きずってきた丸椅子に座りながら、不ふ破わさんが漏もらした。


    「ところで、男性の排泄孔にマツタケを挿入しても、子供ができるのでしょうかね？」


    　落ち着け僕、不破さんは華か城じよう先輩じゃないのだから、これはセクハラじゃなくて純粋な疑問。


    「なんで、このタイミングでそんなことを訊くのかな？」


    「いえね。なんだか急に態度の変わった轟力さんとあなたのやり取りを観察していると、胸ががざわついて。直感的に、これはなにかあるな、と」


    　こいつはどんだけ変態スペックが高いんだよ。天才か。


    「まあ、別にいいです。その表情だけでなにかヒワイな要素があるとわかりましたしね。けれど、轟力さんの豹変ぶりの理由くらいは教えてほしいところですね」


    「あー、それはね、身を呈して生徒会長を守ったってことで、なんだか認められたみたい」


    「ああ、あなたの怪け我がの原因になった、例の暴漢事件ですか。ほう、男性はそのような過程で心を許し合うのですね。不可思議です」


    　どうやらストーカー云々の詳細は置いておいて、生徒会長が襲おそわれたという話は一般生徒の間にも広まっているらしい。なんだか不破さんの目がクマだけでなく好奇心にも彩られてきた気がしたので、ストーカー事件について追及される前に少し話をずらす。


    「それだけじゃないよ。華城先輩のフォローもかなり大きかったんだ」


    　いわく『あの場に頭湧わいてるとしか思えない出で立ちの奥おく間ま君と非力な早さ乙おと女め先輩がいたのは、ストーカーに警戒心を抱かせない見張りが必要と私が判断したの。轟力先輩が駄々を捏ねるだろうから黙っていたのよ』『実際、轟力先輩が持ち場を離れてからストーカーが現れたわね？』『轟力先輩は早乙女先輩のキャッチに貢献しただけでほとんど役に立っていなかったじゃないの』──フォローというにはあまりに辛辣な言葉を浴びせまくり、轟力先輩が抱くであろう僕への疑念を全て叩たたき潰つぶしたという血も涙もない話なんだけどね。


    　そうして轟力先輩の中には僕を認める気持ちだけが残り、あのようにデレたという具合だ。


    「華城先輩、ですか。あのお邪魔虫……ああ、いえ、虫に失礼でしたか」


    　この二人、エロが絡まないところだと本当に仲悪いなー。


    「華城先輩はお見舞いに来ないのですか？　昨日きのう今日きようはいないみたいでしたが」


    「あー、入院初日に一回だけね」


    「薄情な眼鏡めがねですね」


    「忙しい人だから。てゆーか、眼鏡って不破さんが言ってたんだ……」


    　入院初日、早乙女先輩のスランプについて事細かに教えたところ、その日のうちに〝私の正体を早乙女先輩に明かしたわ。いま調教中（-_-）/~~~ピシー！　ピシー！〟というメールが届いた。早さ乙おと女め先輩もまた、アンナ先輩を真しん摯しに救おうとした華か城じよう先輩を認めていたらしく、すぐに仲良くなったようだった。


    　華城先輩はいま、早乙女先輩に一般的な恋愛観と性知識を植えつけている。そうすることでスランプと恋慕を分離し、エロイラスト師としての覚かく醒せいを促しているとのことだ。


    　けれど意外なことに、病院内の専用電話回線を使って華城先輩から状況を教えてもらったところ、早乙女先輩の覚醒は困難を極めているらしかった。早乙女先輩のスランプが根本から解決していないというのがそもそも大問題だが、それ以上に華城先輩が困っているのは『実演してくれなければわからんっ。わしはこの眼めで見て認識したモノを描かくことにしたんじゃっ。ほら早く見せろ』と、実技としての性に興味を持ってしまった早乙女先輩への対処らしい。


    『どうしましょう狸たぬ吉きち。早乙女先輩、私のもっているエロ本じゃあまったく満足してくれないの……。それどころか実際の場面を見せろだなんて……私、直感でとんでもない変態を引き当ててしまったのかもしれないわ。エロイラストもまったく描いてくれないし、署名の日に間に合うのかしら』と華城先輩の半べそ電話が昨日きのうの晩のことである。


    　まるで大した実力も無い新人作家に賞を与えてしまい改稿作業に苦悩する編集者のような電話に噴き出しそうになったが、華城先輩にとっては笑い事ではないらしかった。


    　まあ、早乙女先輩がスランプに陥おちいった一いつ端たんには、脳内だけで組み上げた場面を作品にしてきたという部分があるんだから、実演しろという要求は当然だ。事を焦あせった華城先輩が悪い。


    　とまあ、そんな感じでてんやわんやの華城先輩はいま、お見舞いにくる暇ひまなんてないのだ。


    「ふむ。ならばやはり計算どおり、ここで待機していれば眼鏡めがねの邪魔を気にすることなく生徒会長とゆっくりお話ができるということになりますね。……どうしました？　まるで愛しの生徒会長がまったくお見舞いに顔を出してくれなくて傷心中みたいな表情になっていますよ？」


    「……やめて、傷を、抉えぐらないで」


    　そう。実は肝かん心じんのアンナ先輩が、一度もお見舞いに来てくれていない。


    　それどころか、メールも電話も、ゼロ。


    　轟ごう力りき先輩との接触が増えるのに反比例するかのようにアンナ先輩との交流が減っているのだ。


    「まさか、本当に、一度たりともですか？　身を呈して守ったのでしょう？　……嫌われてるんじゃないですか、理論的に考えて」


    「やめて！　現実を突きつけないで！」


    　そりゃあ、さ。あんな風に押し倒しちゃった僕が全面的に悪いよ？　けどここまであからさまに避けられると、ね？　真夜中に急激に寂しくなってナースコールを連打して、凄すごい冷たい眼で「大丈夫ですか？　頭」とか言われてさらに心が壊れそうになっても当然だよね？


    「って、なんで不ふ破わさんがアンナ先輩に用事？」


    　僕は全力で話を逸そらした。不破さんは「それがですね」と指先を組み合わせてあごを乗せた。


    「昨日の朝方、生徒会長の手によって化学室が無断で滅菌されてしまいまして。愛しのハエちゃんたちが全滅してしまったのですよ。いやはや、まさに問答無用。完全に予想外でした」


    「え……？　アンナ先輩が？　まさかそんな強引な取り締まりを？　なにかの間違いじゃあ」


    「それだけじゃありませんよ。先生たちも動員して、ヒワイの取り締まりにかなり力を注ごうとしています。確かに彼女は以前からヒワイの根絶にご執心でしたが、今回のように理不尽なやり方は初めてです。ですから彼女に直接お話を伺う機会を探していたのですが……おっと」


    　と、そのとき。廊下からどすどすどすという轟ごう力りき先輩のわかりやすい足音が聞こえてきた。


    「そろそろ引きあげますかね。ここは空振りでしたし」


    　入ってきたときのようにずるずると、不ふ破わさんは窓から出ていった。結局あんたもお見舞いじゃないのか、なんて不貞腐れていると、不破さんが窓枠からひょっこり顔を出して、


    「ところで、なぜ轟力先輩は女性用の上半身下着を着用しているのですかね？　訊いておいてもらえますか？」


    　爆弾を置いて帰っていった。え、なに？　服の上からわかるもんなの？　つーか、いろいろと怖いことになりそうなので訊けるわけがない。


    　……そんなこんなで、退院は明日あした。


    　今日きようの面会時間も、ブラジャー疑惑が浮上した轟力先輩だけがフル活用して帰っていった。僕の入院中、結局一度もアンナ先輩はお見舞いに来てくれなかった。


    



    　翌日。無事退院でき、けれど学校が休みだからアンナ先輩と逢あえないじゃねえか！　とふて腐れて家の掃除をしていたときである。


    　ＰピーＭエムに着信があったのでアンナ先輩!?　と期待して電話に出たところ、


    『大ニュースよ、狸たぬ吉きち！』


    　残念なことにそれは華か城じよう先輩だった。


    　この間の弱気な電話とは打って変わり、一周回ってハイになったかのようなテンションだった。早さ乙おと女め先輩へのストレスが原因で酒とか飲んでるんじゃないだろうな？　とつい勘ぐってしまうほど、それはそれは気持ち悪いテンションだ。


    「どうしたんですか？」


    『会って直接話したいわっ。快気祝いも兼ねておごってあげるから、いつもの喫茶店にね！　それじゃあまたあとで！　ちんちんっ』


    「あっ、ちょっ」


    　言い返す間もなく電話は一方的に切られてしまった。つーか最後のなに？　挨あい拶さつ？　頼むから日本語喋しやべってください。


    　病み上がりで、しかもアンナ先輩に避けられて傷心中の身なんだけどな……。


    　僕は重い足を引きずり、玄関へ向かう。新聞の勧誘やらなんやらのチラシが大量にたまっていたのでそれを引き抜いてからドアを開け、僕は喫茶店へと足を運んだ。


    



    「おおっ、お主ぬし、久しぶりじゃの！」


    　喫茶店に顔を出すと、いつもの最奥個室には藍あい色の作さ務む衣えを着た先客がいた。


    　特大ハンバーグセット（なんか皿がこの間のより大きいけど、まさかね）を飲みこんだ直後らしく、口元がぐちゃぐちゃの早さ乙おと女め先輩だ。声は異常に明るいが、目の下にはクマができ、不ふ破わさんみたいになっている。あ、不破さんのこと思いだしたら気分悪くなってきた。


    「久しぶり……？　そういえばしばらく会ってませんでしたっけ」


    　早乙女先輩のことなんてすっかり忘れていた。アンナ先輩のことしか頭になかった。


    「見舞いに行っとらんわしが言うのもなんじゃが、存外お主も薄情じゃな」


    「まあいろいろとありまして。というか、なんで来てくれなかったんですか？」


    　おかげで轟ごう力りき先輩と濃密な時間を過ごすことになっちゃったじゃないか。


    　僕の問いに、なにやらご機嫌の早乙女先輩が「にしし」と笑いながら答えてくれた。


    「それはの、スランプが解決しそうじゃったから、そっちに夢中だったんじゃよ」


    「え、解決しそうなんですか？　スランプ」


    　アンナ先輩のことがうまく描かけないと、泣きだすほど苦しんでいたスランプに解決の兆きざしが見えたって、かなりめでたいことじゃないか。それに、スランプが解決すれば早乙女先輩の絵をもらえる約束になってるし。


    「うむ。アンナがぜひなにか礼をしたいというのでな。アンナの暇ひまな時間をフルに使って全身をくまなくスケッチさせてもらったのじゃよ。しかし不思議なことにスランプは悪化するばかりでのう、最初の二日ほどはお主の見舞いなどすっかり忘れてひたすら描きまくっておったのじゃ。それが三日目辺りで──」


    「全身を、くまなく、スケッチだと、お前……っ！」


    「ぬおおっ!?　や、やめるんじゃお主！　揺らすな、吐くぞ！」


    　だって、全身スケッチって……ああいや、大事なのはそっちじゃない。僕は早乙女先輩の肩から手を外す。


    「もしかして、アンナ先輩が顔を出してくれなかったのは、早乙女先輩が拘こう束そくしていたせい……？　あの、早乙女先輩、アンナ先輩はお見舞いについてなにか言ってませんでした？」


    「言っておらんかったぞ」


    「ぐはっ！」


    「わしは三日目辺りで提案したんじゃがな。奥おく間まのお見舞いなどに行かなくてよいのか？　と。するとアンナのやつ、いままでに見たことのない怖い表情をして〝行かないわ〟と断言しての。鳥とり肌はだが立ったわ」


    　……お、怒ってる？　あの優しくて温おん厚こうなアンナ先輩が……っ。いや、まあ、下ネタテロリストを追い詰めるときのあの異常なオーラを考えれば当然か。ああいう不健全なことが、健全で綺き麗れいなアンナ先輩にとって唯ゆい一いつにして絶対許せないことなのかもしれない。


    　押し倒すなんて不ふ埒らちな真似をした僕のことなんて、不ふ破わさんのハエみたいに滅却したいとか考えて……。ははっ、いくらなんでもそこまでは──。


    「お主、なにかアンナに恨まれるようなことでもしたのか？　アンナのやつ、見舞いには行かんと言ったくせに、お主の家の住所やらなにやらいろいろと怖い顔で聞いてきたぞい。暗殺でも企くわだてておるのではないかという顔じゃったな、あれは」


    　……。


    「しかし不思議なことに、その表情を見ておるとこれまで以上に筆ふでが進んでの。そこに華か城じよう綾あや女めから得た、その、なんじゃ、ヒワイな知識が合わさって、こう、わしの中でなにかが組み上がっていっておる気がするんじゃよ。あと一歩なんじゃ。なにか引き金があればスランプを抜けられる気がする。じゃから華城綾女には早く〝実演〟を見せろと催さい促そくしておるんじゃが、あの女、なかなかうまく逃げ回りおっての。やはり忌いま々いましい……おいお主ぬし、聞いておるのか？」


    「……」


    　ヤバいヤバいヤバいヤバいヤバい……っ！　アンナ先輩、怒ってるどころじゃない。下へ手たしたら、こ、殺される……っ！


    「おい、お主。聞いておるのか。おい、おい……そいっ！」


    「ぎゃあああ!?」


    　ケツ穴に衝しよう撃げきを受けて、僕は飛びあがった。何事かと振り向くと、早さ乙おと女め先輩がしてやったりの表情で無む邪じや気きに笑いつつ、両手を組み合わせてカンチョーの形を作っていた。


    「やっとこっちを見おったな」


    　このヤロウ──っ。


    「お主には感謝しておるよ。なにせ、故意か偶然か、アンナから恨みを買ってまでわしのスランプ脱出に協力してくれておるのじゃからな。人ひと身み御ご供くうとしてこれからも存分にアンナに恨まれうにゃあああああああっ!?」


    　僕は片手でケツを押さえながら、早乙女先輩の小指の爪つめの付け根をぐりっとしてやった。


    「お主っ！　仮にも画家の手に攻撃を加えるとは何事じゃ!?」


    「うるさいボケェ！　画家が商売道具で人のケ……ッ排はい泄せつ孔こうを貫つらぬくんじゃねえよ！」


    　小学生みたいな喧けん嘩かが始まった。


    「あらなんだか楽しそうね二人とも！　私も今日きようは元気よ！　血液のたっぷり詰まった海かい綿めん体たいのようにやる気満々のギンギンなの！」


    　ばーんっ！　と個室のドアを思いきり開けて入ってきた華城先輩は、相打ち状態でのたうちまわる僕らを適当に扱うと、店主にコーヒーを頼んで席についた。


    



    　閑かん話わ休題。


    



    「それで、大ニュースについてなのだけれど」


    　ほうじ茶を頼んだ僕とオレンジジュースを頼んだ早さ乙おと女め先輩が落ち着くのを待ってから、華か城じよう先輩は「もう我慢できないっ」というふうに口を開いた。


    　表面上は落ち着いているように見える僕と早乙女先輩だけれど、机の下では足をガンガンやりあっていることを華城先輩は知らない。


    　はははっ、バカめ。足のリーチが違うんだよリーチが！


    「ここから二十キロほど離れた谷や津つヶが森もりという場所に、濃厚なセックスシーンの描えがかれたエロ本が大量に埋まい蔵ぞうされているという情報を入手したわ」


    「……華城先輩、それは、マジですか？」


    　僕は早乙女先輩への攻撃を止め、素すでリアクションしてしまう。


    「マジよ。その数およそ二十。二次から三次、純愛から凌りよう辱じよく、ロリショタからジジババまでそろった宝の山！」


    　三つ編み眼鏡めがねを解除している華城先輩が、ぎらりと瞳ひとみの色を濃くして笑った。


    　くそっ、そんな不純ブツになど手を出したくないのに、興味が湧わいてしまう！


    「でもそんな、華城先輩が情報を手に入れてるくらいなんですから、善ぜん導どう課だってそのことを知ってるはずですよね？　もうとっくに廃棄されちゃってるんじゃないですか？」


    「普通はそうね。けど今回は、かなりの特殊ケースなのよ」


    　華城先輩は嬉き々きとして語り始めた。


    「そもそも谷津ヶ森っていうところは私有地でね。そこにエロ本を隠したのは、かつてその森を所有していた大富豪、鬼おに頭がしら団だん六ろくという人物なの。もうね、そのために生まれてきたとしか思えない名前よ。羨ましいわ」


    「どんな感性してんだよあんた！」


    　華城先輩にだけは子供の名前とか決めさせちゃいけない。


    「なんでその名前が羨ましいんじゃ？」


    　おいおいおい、食いつくんじゃねえよ早乙女先輩。案の定、華城先輩が目を輝かせて亀頭とポルノ小説について語りだす。「ふむ、ふむ」と真剣に華城先輩の講義を吸収する無垢な早乙女先輩を直視できなくて、僕は机につっぷして時間をつぶした。実際に亀頭を見せろと騒ぎ始めた早乙女先輩をデコピンで沈黙させ、早乙女先輩の暴挙に戸惑っていた華城先輩に続きを促す。


    「──で、よ。団六さんには是非お会いしたいものだけど、残念ながら十五年ほど前に亡くなったみたいでね、いまは孫の鬼頭慶けい介すけが当時の遺ゆい言ごんに従って森の所有者になっているわ。その慶介がつい最近、ほかの親族と蔵の整理をしていたら、新たに遺言が発見されたのよ。そこに、エロ本のことが書いてあったらしいわ」


    「今になって見つかったってことは、どこかに隠してあったんですか？　なんでそんなまどろっこしい……」


    「遺ゆい言ごんは、蔵に備えつけられた階段の裏側に張りつけてあったそうよ」


    　つまり階段を上っている女性のスカートを覗のぞこうとした助平だけが気づくってわけか。なるほど──って、ああ！　すぐにそんなことに知恵が回るからアンナ先輩に嫌われるんだ！


    「それで慶けい介すけが遺言を発見したらしいの。慶介は団だん六ろくの意思を継いで、秘ひ密みつ裏りに全国各地の下ネタテロ組織を援助している素晴らしい人だから、本来ならそのエロ本たちは各組織に配布されて、強力な武器になるはずだったわ。けれど同時に、掃除の手伝いをしていた親族も遺言に気づいちゃってね。しかもその親族っていうのが、育成法に賛同している頭のお堅いおっさんで、話がややこしくなっちゃったのよ」


    　そのおっさん、他人にはエロ本とか禁止しておいて、自分はスカートの中を見るのかよ。まあ、スカートの中身って、相手がだるんだるんのおばさんでも視線が勝手にロックオンされて外せなくなったりするから、気持ちはわからんでもないんだけど。


    「で、情報を握った善ぜん導どう課が谷や津つヶが森もりに押し寄せてるんですよね？」


    　それみたことかどいう状態だ。どうせ続きがあるのだろうけど、僕は拳骨の腹いせに机の下から攻撃を仕掛けてくる早さ乙おと女め先輩の足をからめ取って弄びながら相槌を打った。


    「ええ、慶介も立場のある人だから強く抵抗できずに谷津ヶ森での山狩りを許可しちゃったみたいなんだけど、やっぱりそこは男の子。無抵抗のままいるわけもなく、誰かがエロ本を横取りしてくれることを期待して、その情報を私たち全国の下ネタテロ組織にバラまいてくれたのよ！　自分がそれまで援助してきたかどうかは関係なく、純粋に組織としての実績を鑑みてね」


    「あれ？　《青》のテロはほとんど学校内部で隠蔽されてるんじゃなかったでしたっけ？」


    「ああ、私の後見人を通じて、裏ではわりと有名なのよ。ハエの交尾の実況なんて特に評判がよかったみたいで、〝うちの地区でも是非やってほしい〟って声が多かったそうよ。照れるわね」


    　講演会じゃねえんだよ。


    「でも、そんな悠長な策じゃあ間に合わないですよね？」


    　情報が浸透しテロリストたちの準備が整うころには、全てのエロ本を回収されてそうだ。


    「それはなんとか慶介が時間を稼いでいるそうよ。ええと、なんだったかしら。『この時期に森を踏み荒らされると秋のマツタケ収穫に影響が』とかなんとか」


    「苦しすぎる……」


    「ええ。どうせなら〝エロ本を奪われると僕のマツタケが萎えてしまうので〟くらい言えば確実に逮たい捕ほされたでしょうね」


    　僕は食い気味につっこんだ。


    「なにはともあれ、善導課の山狩り開始をすんでのところで食い止めているみたい。いまからちょうど三週間、善導課は谷津ヶ森に一歩たりとも入れない協定だそうよ」


    「よくもまあ、善ぜん導どう課がそんな協定を結んでくれましたね」


    「大富豪の鬼おに頭がしら一族、それも現頭首の慶けい介すけともなればかなりの権力をもっているでしょうからね。それでもやっぱり、タダで協定を結べたわけじゃないのよ。この三週間が過ぎるまでは、例え慶介が許可した人間であっても、森に立ち入れば不法侵入が成立すると厳重に契約がなされているらしいわ。時間と引き換えに、不意打ちも封じられてしまったの」


    　そこでふと、それまで興奮気味に語っていた華か城じよう先輩の声が一段低くなった。


    「与えられた状況下、慶介はいろいろと抜け目なくやってくれたとは思うけれど、きっとその目論みは外れるわ。テロリストたちは誰も、谷や津つヶが森もりには行かないでしょうから」


    「……え!?　早さ乙おと女め先輩！　この偽物を取り押さえるのに協力してください！」


    「よしきた！」


    　言外に自分もエロ本を奪いに行かないなどと消極的なことを言っている目の前の女性は、明らかに華城先輩とは別人だ。


    「ちょ、ちょっと、黙って続きを聞きなさい！」


    　華城先輩が慄きながら、けれど余裕で僕と早乙女先輩をあしらい、本物だと証明するかのように「ちんこ」と耳元で囁ささやいてきた。とりあえず落ち着く。


    「谷津ヶ森はすでに善導課職員にぐるりと包囲されていて、精せい子し一匹通れないの。それに、このエロ本情報を握っているのは、みんな私のように後戻りのできない重じゆう篤とくな下ネタテロリストだけ。善導課もそれを読んでいるから、谷津ヶ森で拘こう束そくした人間に対しては、執しつ拗ようなまでの身辺調査がなされるわ。そして、確実に投獄される。皮肉ね。下ネタテロリストとして信用されて流された情報だからこそ、手が出せない。目の前の餌は大きいけれど、捕まってしまっては元も子もないもの。私たちの戦いは、勝つことじゃなくて負けないことが重要なのだから」


    　じゃあ結局、意味ないのでは？


    　そう言おうとして、僕は口をつぐんだ。華城先輩の目は、まだ爛らん々らんと輝かがやいているからだ。


    　ろくでもないこと考えてるな。


    「ベテランの下ネタテロリストたちでは、そこに近寄れないわ。けれど、ねえ、狸たぬ吉きち。前科のないチェリーボーイ＆ガールなら、谷津ヶ森につっこんでいっても問題ないとは思わない？」


    「……え？」


    　おい、この人、まさか。


    「性知識の流る布ふ、表現はご法はつ度とよ。発覚すればタダではすまない。けれど、所持や取得は罪にならないわ。この三週間が過ぎて協定が切れれば、谷津ヶ森はただの私有地。慶介が訴えなければ不法侵入も成立しない」


    　そして華城先輩は、心底楽しそうに、にたりと笑うのだ。


    「ふふふ、ねえ狸吉。どこかにいないかしらね？　下ネタテロなんて起こしたことも起こす気もない、性がなんなのかもよくわかっていないけれど興味津しん々しんな人たちが、善導課の厳重な警備を凌りよう駕がしかき乱すほど、たくさん。そうすれば、誰も罪に問われることなくエロ本を奪だつ取しゆできるのにね？」


    「いやいやいや！」


    　僕は全力で首を振った。この先輩、やっぱりイカれてる！


    「先輩、それは無理ですって！　いくらなんでも、時とき岡おか学園の生徒を扇せん動どうしてエ……不健全雑誌を善ぜん導どう課から横取りするなんて、不可能ですって！」


    「そうかしら？」


    　華か城じよう先輩はコーヒーを優雅に口へ運ぶ。その声こわ音ねには、確固たる自信があった。


    「確かに、決め手には欠けるわ。このポンコツが、ぎゃーぎゃー騒ぐだけでエロイラストの一枚も描かいてくれないから、時岡学園のみんなの性知識はハエの交尾で止まってる。エロ本がなんたるかも、その魅力も、十じゆう全ぜんには伝えられていないわ」


    　ほっぺをぐりぐりされた早さ乙おと女め先輩が「なんじゃーっ！　わしだってちゃんと勉強しておるじゃろうが！　大体手を使わずヒワイな絵など描かけるか！」と反論するが、誰も聞かない。


    「けれど、いまはそれで十分だと判断するわ。ハエの交尾で知識を止められているなら、好奇心を煽あおることでそれを爆発力に転化させてあげればいいんだもの。さしあたってはこの三週間、谷や津つヶが森もりの情報を学園中に流すわよ。要領はエロハガキを隠す時と同じにね。早乙女先輩のエロイラストが間に合いそうにない以上、ちょうど一か月後の署名運動までに性のなんたるかを流る布ふするには、三週間後に解禁される谷津ヶ森のエロ本を奪取するしかないわ。


    　ハエ実況のその先へ、みんなを招待してあげましょう」


    　凄せい絶ぜつに妖よう艶えんに、いまの状況を心の底から楽しむように、華城先輩は笑った。


    



    「あー、いててっ」


    　アパートの階段を上がりながら僕は呻うめいた。先程の喫茶店にて『ほらみろ、わしはちゃーんとヒワイについて勉強しておるのじゃっ。男はここが弱点なんじゃろう！』とチビスケから金きん的てきを食らったのだ。


    　早乙女先輩は倒れる僕を見て『こ、これほどまでに苦しむとは……。な、ほら、言ったとおりじゃろう綾あや女めよ。実際に見てみなければわからぬことだらけじゃ。少なくともわしはあそこを殴られて悶もん絶ぜつする男を、あそこが弱点という情報だけでは描けぬところじゃった』などとぬかしていた。華城先輩はハードなエロ本の入手で早乙女先輩も満足してくれるかも、なんて言っていたけど、あの調子だとそれも難しいんじゃないの？


    　そもそも、早乙女先輩も言っていたけど、ＰピーＭエムがあるのだからエロイラストなど描けないと思うんだけど。なんてことを考えながらアパートのドアノブに手をかける。


    「……ん？」


    　そこでふと、違和感に気づいた。


    「郵便受け、埋まるの早いな……」


    　アパートを出る際に郵便物やチラシは全部引き抜いたはずだ。


    　部屋番号を確認する。うん、僕の部屋だ。


    　もう一度郵便受けを見る。やっぱり現実は変わらず、[image: ]あふれんばかりの郵便物がつまっていた。


    「おかしいな……ほかの部屋はこんなことになってないのに」


    　不思議に思いながらも鍵かぎを開けて部屋に入る。


    「……え？」


    　玄関の有あり様さまを見て、僕は絶句した。


    



    　それから、一週間と少しが経過した月曜日。


    「──おい、奥おく間ま？　奥間っ！」


    「え、あ、はいっ!?」


    　どんっ、と背中をはたかれて、すっとんきょうな声が出る。


    　はっとして顔を上げるとそこは生徒会室で、明日あした行おこなわれる〝《エイチ禁止法》賛成署名運動に関する演説〟の打ち合わせ会議真っ最中だった。


    　僕の意識を現実に引き戻してくれた轟ごう力りき先輩が「大丈夫か？」と顔を覗のぞき込んでくる。


    「あっ、すみません！　ぼーっとしていたみたいで……」


    「しっかりしてくださいまし」


    「うっ、はい、すみません……」


    　こちらをちらりとも見ずに注意してくるアンナ先輩の冷めた声こわ音ねにびくりと肩が跳ねて、きゅう、と胃が痛んだ。


    　退院して土日休みが明け、生徒会活動の場でようやくアンナ先輩と再会してから一週間。アンナ先輩は僕に対してずっとこんな調子だ。


    　まず目線を合わせてくれないし、僕が一定距離に近づくとアンナ先輩は自身を抱くようにして離れていく。やむをえずに会話するときも、いまのように感情を込めず淡々と、簡潔にだ。


    　ただでさえプライベートのほうで深刻な問題が発生していて、睡眠不足やストレス過多だったりするのに……心が折れそうだ。


    「それでは、明日はそういう段取りで。綾あや女めさん、念のため奥間君にもう一度、諸もろ々もろの仕事確認をしておいてくださいまし。それでは今日きようも、お疲れ様でしたわ」


    　アンナ先輩は、ぱんっ、と手を合わせる。「やっぱりまだ調子が悪いんじゃないのか？　頭は時間差で症状が出るからな」と親身に僕のことを心配してくれる轟力先輩を引き連れ、アンナ先輩はそそくさと生徒会室を出ていってしまう。


    　廊下に消えたアンナ先輩が轟力先輩と部費の配分について話をしているのが聞こえてくるが、それはいつもどおりの慈愛と穏やかさに満ちたアンナ先輩の優しい声音だった。


    　アンナ先輩はずっと、僕に対してだけ、冷たい。


    　どさり。


    　僕は机に倒れ込み、現実逃避を開始する。


    　ふふふ、もっこり。


    「ちょっと、奥おく間ま君。あなた最近おかしいわよ。というか、アンナからの風当たりも異常ね？　なにかしたの？」


    　眼鏡めがねに三つ編みの華か城じよう先輩が、がくがくと肩をゆすってきた。僕がぴくりとも動かないことに溜ため息いきを吐ついてから生徒会室の鍵かぎを閉めると、眼鏡をとって三つ編みを解放、ポケットのケータイをぴこぴこといじる。


    「押し倒したときになにかした？　どさくさにまぎれて乳ち首くびつまんだとか、首筋を舐なめまわしたとか、腰を小刻みに動かしたとか」


    「するかああ！」


    　がばっと跳ね起きて叫んだ。しかしそこで体力と気力が尽き、またばたりと倒れる。


    「んー、アンナのああいう態度は私も初めて見たし……対処のしようがないわね。恋こい路じのサポートとか言ってたけれど、諦あきらめてくれる？」


    　おい、なんでこの人、僕にトドメ刺しにきてるんだよ。


    　つーか、十年近い付き合いの華城先輩でさえ匙さじを投げるって、もうどうしようもないだろ。


    「で、いろいろなモノに責め立てられてひぃひぃ泣いているところに申しわけないのだけど、私も少しもの申したいことがあるわ」


    　華城先輩が僕の鞄かばんをひっくり返し、がさごそと漁あさる。しかし目当てのものが見つからなかったらしく、今度は僕のポケットなどをまさぐり始めた。


    「狸たぬ吉きちあなた、谷や津つヶが森もりとエロ本の詳細が書かれた紙、今日きようの分は隠し終えたの？」


    「あ、いえ、今日はそもそも、学校に持ってきていなくてあうっ」


    　頭を鷲わし摑づかみにされる。


    「どういうこと？　一週間前に指示したわよね？　谷津ヶ森について宣伝するから、詳細の書かれた紙を学校中にばらまきなさいと。この一週間、流る布ふされた形跡がほとんどないのだけれど、ＳＯＸソツクスとしての仕事はしっかりやってもらわないと困るわ」


    　華城先輩はパトロールも兼ねて、僕がしっかり仕事をしているか見張っていたようだ。


    　言いわけのしようもない。僕はこの一週間、命じられた仕事を少しもしていないのだ。


    　その理由は結構深刻かつ言いづらいもので、正直隠し通せるものなら隠しておきたかったのだけど、もう限界らしい。精神的に疲れすぎていろいろとどうでもよくなっているためか、僕の口は思いのほか軽く開いた。


    「その、ですね、実はいま、そういうこっそりした活動ができない理由がありまして」


    「なに？　アンナのことなら、諦めて。長期的に仲を修復するならまだしも、この二、三日でどうにかするのは無理よ？」


    「あー、そっちじゃなくて。その、僕いま、その、ス……何者かにつきまとわれてまして。そのせいで、隠おん密みつ活動ができないんです」


    「……え？」


    　僕の言葉に、華か城じよう先輩がぽかんとする。言葉の意味を測りかねるように額ひたいに指を当て、何秒かうんうん唸うなったあと、ポケットの中のケータイをいじって、


    「それはつまり、ストーカー被害に遭あっている、ということかしら？」


    　眉まゆを八の字にして訊たずねてくる華城先輩に、ぼくは「はい」と素直に答えた。


    　すると華城先輩が僕の背中にそっと手を当て、子供をあやすように優しくさすってきた。


    「狸たぬ吉きち、病院へ行きましょう。元はと言えば私があのとき、複数犯だという可能性を忘れて気を抜いたのが原因だものね。ごめんなさい、アンナのことも力になれないし。けれど、ほら、最近は脳の研究も進んでいるし、心の病についても医師の間で理解が深まっているから、すぐにとはいかないでしょうけどきっとよくなるわ。安心して、治療費は惜しまないわ」


    　怒ど濤とうの勢いで心配されていた。


    「病気とかじゃありません！　純然たる事実なんですよ！」


    「狸吉。それはありえないわ。だってそれだと、狸吉のことを性的に好いている女子がこの世のどこかにいるってことになるじゃないの」


    　とても優しい笑え顔がおだった。


    「じゃあ、証しよう拠こを見せますよ」


    　僕はぶちまけられた鞄かばんの中から二枚の手紙を拾いだす。


    「今日きよう、学校に着いたら机に入っていました。この一週間ずっとこういうものが送りつけられてくるんです。学校でも……家でも」


    　始まりは退院したあの日、谷や津つヶが森もりの話を聞いてアパートに帰ってきたときだ。


    「どれどれ」


    　華城先輩は疑わしげな顔をしながら、手紙を開いた。


    「……」


    　その目がみるみるうちに見開かれ、しまいにはそっと投げ出すように二通の手紙を机に放る。


    「これ、同じようなものがほかにも？」


    　恐る恐るというふうに華城先輩が訊ねてくる。


    「はい。この一週間で、百通くらいは。先輩たちの対策を真ま似ねて、全部日付と時間をメモして保存してありますよ」


    　紙面すべてが小さな〝好きです〟で埋め尽くされた手紙や、〝あなたを見ていると体がうずきます。これは愛です。共に愛を育はぐくみましょう〟という文面によだれらしきものが付着した手紙など、アンナ先輩に張り付いていたストーカーどもが可愛く見えるような狂気に満ちた手紙が、毎日のように送りつけられるのだ。


    　ずっと誰かがあとをつけているような気配もするし、この間なんてアパートのベランダに誰かが立っているような気がしてカーテン開けたけど誰もいないとか、もう完全にノイローゼ。


    　アンナ先輩に避けられているという事情も加わって、もうホント勘弁してください。


    「……ごめんなさい狸たぬ吉きち。これはさすがに想定していなかったわ」


    　華か城じよう先輩は「どうしようかしら」と顎あごに手を当てる。


    「まあ、谷や津つヶが森もりの詳細流る布ふは私がやっておくとして。ストーカーを放置しておくとあとあと面倒そうね。隠おん密みつ活動が命の下ネタテロリストがストーカー被害を受けているなんて、シャレにならないもの。……面倒だから、これをアパートのドアに貼はっておくというのはどう？」


    　そう言って華城先輩はそこら辺にあったコピー用紙にマーカーできゅきゅきゅっ、と大きく文字を書いた。


    〝あなたの愛を感じました。受け入れます。鍵かぎを開けておくので、ご自由にお入りください〟


    「あとは待ち伏せして捕まえるなり、ずっぽり食われるなり、お好きにどうぞ？」


    「アンナ先輩のときとは対策が雲うん泥でいの差ですねえ!?」


    「は？　当たり前じゃないの」


    　傷ついた。


    「って、ちょっと、冗談よ冗談。ちゃんと協力するわ。時間がないから、発生した問題は迅じん速そくに安全に解決しなくちゃいけないしね。脅おどしているとはいえ、あなたはＳＯＸソツクスの一員ですもの。けれどもまあ、今日きようはちょっと待ってね。明日あしたはあのソフィア・錦にしきノの宮みやが直じき々じきにやってくる。気を引き締めておきたいの」


    　華城先輩は諸もろ々もろの不安要素をすべて吹き飛ばすように、力強く笑った。


    



    　翌日。授業がすべて終了したあとの、特別全校集会。


    　時とき岡おか学園は物々しい雰ふん囲い気きに包まれていた。


    　朝から敷地周辺を善ぜん導どう課職員たちが取り囲み、ソフィア・錦ノ宮の演説が行おこなわれる体育館などは朝から数十人の善導課職員が不審人物のチェックなどをしていた。演説中は体育館周辺を完全にガードし、何者も出入りできない状態にするらしい。


    　なんでも今回の演説は全国の風紀優良度上位百校と、その他希望する教育機関に同時中継されるそうだ。ＰピーＭエムでのテレビ配信もされるらしく、《雪せつ原げんの青あお》対策が過か剰じようともとれるほどになされていた。


    　これを見越して華城先輩はなにも準備していなかったんだな、と察する。こんなに物々しければ、いくら怪人《雪原の青》でも下ネタテロは起こせない。


    　体育館には既に全校生徒が整列させられ、生徒会メンバーもアンナ先輩を除いて全員がそろっていた。


    　諸もろ々もろの準備や段取りは一段落し、あとはアンナ先輩が自身の母親であるソフィア・錦にしきノの宮みやを迎えにいっているのを待つだけである。


    　……今日きようもアンナ先輩の態度は変わらなかった。あうあう。


    「えー、それでは」


    　と、司会進行役の先生がＰピーＭエムの拡声機能をオンにした。


    　その声が、明らかに緊張で震えている。


    　ちらりと横を見れば、ほかの先生たちも心なしかいつもより気を張っているように見えた。


    　教師陣の張り詰めた空気がマイクを通して増ぞう幅ふく、拡散されたのだろう。


    　最初から静かにおとなしく整列していた生徒たちの空気が、さらに引き締められる。


    　え、なにこの空気？　魔王でも降こう臨りんするの？


    「時とき岡おか学園ＰＴＡ会長、ソフィア・錦ノ宮さんが到着なされました。皆さま、拍手でお出迎えください」


    　──ぎい。


    　体育館の扉とびらが開いた。アンナ先輩が先行し、扉を開けたまま押さえている。


    　パチパチパチパチッ！　拍手が始まる。


    　そして。


    　背後に落ち着いた様子の中年男女を数人、それから真っ白な制服の善ぜん導どう課職員を二人引き連れ、絶世の美女が体育館に足を踏み入れた。


    　アンナ先輩をより鋭するどく洗練したかのような、その美び貌ぼう。アンナ先輩と同じ白銀の髪を後ろでアップにし、露出した首筋が艶なまめかしく光を反射する。アンナ先輩とおそろいにしたのだろうか、雪の結晶をイメージしたようなＰＭのネックレスが、首元で光る。パンツスーツに浮かび上がるラインは、成熟した大人の豊満な肉体を余すことなく見せつける。


    　入学式のとき、アンナ先輩が壇上に上がった際に感じた圧倒的な気品、そしてそれに呑のみ込まれる聴衆。それを思い出した。


    　けど、違う。


    　アンナ先輩がふわりと風に舞い人々の目を楽しませる粉雪なら、この人はすべてを凍いてつかせる暴風雪だ。


    　ソフィア・錦ノ宮は教師陣と生徒に一礼してから壇上に上がった。背後につき従っていた人たちは、そのまま来らい賓ひん席に座る。


    　出迎えを終えたアンナ先輩が、華か城じよう先輩の隣に戻ってきた辺りで拍手がやみ、場が完成する。


    　ソフィア・錦ノ宮の放つ冷気にも似た圧力が、場の空気を、息苦しいほど清浄なものへと変えていく。余計なもの、粗雑なものをすべて排した美しさがそこにはあった。


    「歓迎ありがとうございます。先程ご紹介にあずかりました、時岡学園のＰＴＡ会長を務めさせていただいております、ソフィア・錦ノ宮と申します」


    　ＰピーＭエムを介して発せられた怜れい悧りな声こわ音ね。聞く者を隷れい属ぞくさせるような堂々たる口く調ちよう。


    　──ソフィア・錦にしきノの宮みやは、全国のＰＴＡ組織の元締めのような立場にいるの。


    　昨日きのうの生徒会室で、華か城じよう先輩が説明してくれたソフィア・錦ノ宮の情報が頭をよぎった。


    《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》の成立に尽じん力りよくした政治家の妻であり、全国のＰＴＡ組織をまとめあげるカリスマ性を利用して保護者を扇せん動どう、風紀向上の名の下もとに法律制定を一般市民の側からサポートした女じよ傑けつ。


    　現在は、十六年前と同じく夫が成立を画かく策さくする《エイチ禁止法》を市民サイドからサポートするために全国規模の活動を行おこなっている、正に化け物のような人間だ。


    「現在、日本は世界最高鋒の健全な風俗を手に入れたと称賛されています」


    　滔とう々とうと、現在の日本を全ぜん肯こう定ていするスピーチが始まった。自分たちの功績を自慢するような内容では一切ないものの、日本の現状に誇りをもつという趣旨で進むスピーチはどうしても自じ画が自じ賛さんのような雰ふん囲い気きをもって僕の耳には聞こえた。


    「──しかし、その一方、まだまだ問題が山さん積せきしているという指摘を逃のがれることはできません。特に最近は、未成年の、理解に苦しむ変質的な犯罪行為が急増し、社会問題になっているとされます。まだまだ精神的に未熟で、自みずからの汚い感情や悪い気持ちをコントロールすることのできないあなたたち生徒を、私たち大人が、善よきほうへ導みちびいていく必要がある。そのような理念の基に制定された《公序良俗健全育成法》ですが、それだけではまだ、あなたたちを幸せな方向へと導みちびいていくには不十分であるということが証明されつつあります」
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    　ざわりと、全身が粟あわ立だった。


    　僕がこの人を好きになれなかった理由が、いま頃、ようやくわかった。


    　この人にはなにを言っても無駄なのだ。なにかが根本から違って、しかも相手はこちらを否定するための〝正しさ〟しか持ち合わせていない。そういう〝交渉の余地のない異物〟に対する不快感。ソフィアさんと改めて対峙した僕の中では、そう表現せざるをえないわだかまりが急速に膨らんでいた。二か月ほど前まで、こんな感情が湧わきあがることなんてなかったのに。


    「なにを上からと思う方もおられるでしょう。しかし、全国風紀優良度ランキング高等部部門第三位の健全な風紀を維持するここ時とき岡おか学園で、先日、数人の生徒が女子生徒に対する変質的な愛情表現を行おこなったとして、処分を受けました」


    「!?」


    　いきなりのことに、僕だけでなく体育館中がざわめきに包まれた。特に生徒たちの目の剝むきようは尋じん常じようではない。当然だろう、これまで学園の評判を気にして、《雪せつ原げんの青あお》のことなどを隠いん蔽ぺいしてきたのだ。全国に配信されているこの状態で懐ふところを晒さらして、一体どういうつもりだ。


    　隣を見れば、華か城じよう先輩の眉み間けんにいつもの倍以上の皺しわが刻まれていた。老けますよ？


    「全国トップクラスの時岡学園でさえ、そうなのです。全国規模で見れば、その被害件数は凄すさまじいものになるでしょう。これが現実なのです。あなたたち未成年は、まだまだ発展途上、大人の手によって強固に管理され教育されるべきなのです。より幸せで健全な暮らしを未来につないでいくために、より正しい法律が必要なのです」


    　自分たちの痛いところを晒して、説得力を上げようって魂こん胆たんなのだろうか。


    　けど、よく考えろ。この署名活動の対象は、僕たち〝生徒〟だろう？　こんな演説で僕たちを説得できないことくらい、わかっているはずだ。ならこの人は、誰を見て話をしている？


    「そこで！」


    　一際大きく、ソフィア・錦にしきノの宮みやが声を張り上げた。


    「私は《エイチ禁止法》の制定が必要だと考えるのです。あなたたちが間違わないように、間違えてもすぐに矯きよう正せいできるように」


    《エイチ禁止法》は、テレビ配信などでは非常にソフトな紹介をされている。未成年者のＰピーＭエムに、装着者の動向を常に把握、記録、監視する機材の追加を義務づけるというのがその内容だ。現在でも行方ゆくえ不明者や逮たい捕ほ状の出た犯罪者を捜索するために、ＰＭ装着者の居場所を開示できる制度がある。しかし《エイチ禁止法》が成立すれば、複雑な手続きなしにそれが行えるようになるだけでなく、たとえばゲームセンターや清せい麗れい指定都市の外など、いってはいけない場所を保護者が指定することにより、装着者の行動を制限する機能まで搭載されてしまうのだ。


    　これだけでも十分にバカげた法律で、成立の余地はない。それでもソフトだと僕が断ずるのには、理由がある。


    　この法律によって装着が義務化される機材の装着場所は男女共に股こ間かん。


    　つまりこれは、貞てい操そう帯たいの装着を義務づける法律なのである。


    《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》によって性的な表現ができないいま、メディアでは明言されていないけれど、その形状、機能を統合すれば、それはれっきとした貞操帯でしかない。


    　華か城じよう先輩が性知識の流る布ふにこだわっていたのは、これが理由だ。


    　動向監視だけならばその場の雰ふん囲い気き、親や教師の勧めといったものに説得され、大量の署名がなされてしまうかもしれない。けれど性についての知識があれば、この法律の異常な本質に気づき、より強固に〝署名しない〟という意志をもてるだろうと華城先輩は考えていたのだ。


    「エイチ禁止法は、あなたたち未成年の行動を御する法律です。ですから、署名はあなた方生徒から募つのるのです。なにより重視したいのは、あなたたちの自主性。ですからこの法案への賛成署名は、本来授業のない日曜日に執とり行おこなおうと考えています。あなたたち生徒の、健全さを強く求める健全な気持ちを信じて」


    　さっきと言ってることが矛む盾じゆんしてるじゃねえかと叫びたいが、これはそれこそ、いざ署名が集まったときに説得力を増すための方便なのだろう。


    　平日の学校で行うより、休日の学校で行ったほうが、生徒たち自身が法案の成立をより望んだかのように錯さつ覚かくさせられる。


    　ソフィア・錦にしきノの宮みやは言いたいことを言い切ったのか、軽くお辞儀をする。締めの拍手が起ころうとした、そのときだ。


    「ああ、失礼。一つ、とても大事なことを言い忘れていました」


    　一度終わったと思われたスピーチが強引に再開され、続く彼女の言葉へより一層の注目が集まる。


    「あら、お母様があんなミスを、珍しい」


    　アンナ先輩がぽつりと呟つぶやく。


    　その呟きは、ソフィア・錦ノ宮の悪質さをより際立たせるものとなった。


    「三週間後の日曜日を予定していました署名活動ですが、こちらの勝手な都合により急きゆう遽きよ、二週間後の日曜日、午前十時から執り行うことになりましたことを報告させていただきます」


    「──っ!?」


    　華城先輩の口から、息の漏もれる音が聞こえた。


    　ソフィア・錦ノ宮が告げた日時は、善ぜん導どう課の職員たちが谷や津つヶが森もりに入れるようになる日時と寸分たがわず同じだった。


    　これは、もしかすると。


    　握りしめられた華城先輩の拳こぶしから目を逸そらせないでいるうちにソフィア・錦ノ宮は退館し、スピーチは大きな拍手とともに締めくくられた。


    　ふと、僕は父の言葉を思い出した。


    『頭のいいバカほど、厄やつ介かいなもんはないぞ』


    



    「あのタレチチババア！　舐なめた真ま似ねを……っ」


    　緊急全校集会の片づけがようやく終了し、すっかり日も落ちた頃。


    　喫茶店まで一言も喋しやべらず、鬼の形ぎよう相そうで僕と早さ乙おと女め先輩を引きずってきた華か城じよう先輩は、いつもの個室席に入るなり吐き捨てた。あまりの剣幕に、早乙女先輩は僕の後ろに隠れてプルプル震えている。


    「それにしても、あんな演説をする人が、なんでこんなにも支持されてるんでしょうかね」


    　少しでも場を和ませようと、なんでもいいから喋ってみる。けれど話題のチョイスは最悪で、華城先輩はさらにヒートアップする。


    「どうせ裏での話術や立ち回りが上手いのよ！　それにあの演説も、なにも知らない人からすればきっと素晴らしいものなのでしょうねっ。しょせん世の中は弁とチンコの立つやつが勝つのよ！　ああ腹立たしい！」


    「ソフィアさんにはそんなモノついてませんけど!?」


    　荒々しい雰ふん囲い気きはまったく払拭されない。


    「ご注文は？」


    　空気が読めないと評判の店主だけが何事もないかのように平然と注文を取りに来て、


    「コーヒーっ！　ほうじ茶っ！　それから砂糖水っ！」


    「かしこまりました」


    「なんでオレンジジュースじゃないんじゃ!?」


    「ああん？」


    「ひうっ!?」


    　華城先輩の苛いら々いらは最高潮だ。ついに早乙女先輩はテーブルの下に隠れて僕の足にしがみつく形になってしまう。


    「あの、華城先輩、気持ちはわかりますが、落ち着いて」


    「綺き麗れいなものばっかり追い求めてるあんたに、なにがわかるのっ」


    　華城先輩はふて腐れたように言い捨てると、机の上に突っ伏してしまう。


    　いや、今回ばかりはわかる。


    　ソフィア・錦にしきノの宮みやの狙ねらいはおそらく、全国で展開される署名活動に下ネタテロリストの人手を割かせることだ。それによって、谷や津つヶが森もりに特攻をかけるかもしれない下ネタテロリストの数をできうる限り減らし、エロ本の廃棄確率を高める腹積もりなのだろう。


    　けれど偶然とは恐ろしいもので、署名活動前倒しの策は、ソフィア・錦ノ宮が最も警戒しているだろう《雪せつ原げんの青あお》に最も強く作用することになった。


    　いくらなんでもいまの気運（ハエの交尾実況を聞かされただけ）では、署名活動を蹴けってエロ本奪だつ取しゆに向かう生徒がそう多いとは思えない。中途半端な数では意味がないのだ。


    　あの署名活動は、〝自主性〟とは名ばかりの踏み絵だ。名前を書かなかった学生は、風紀向上に関心の薄い問題児予備群として扱われることになるだろう。ましてそれが、風紀優良度ランキング上位百校の生徒だというならなおさらだ。


    　せめて署名の日付が三週間後のままであったなら、希望もあっただろうけど……。このままじゃおそらく、エロ本奪取に時とき岡おか学園生徒を扇せん動どうしようという華か城じよう先輩の作戦は失敗に終わる。


    　華城先輩に脅おどされている身としては、下ネタテロなんて全面的に反対で、失敗すればいいと常に思っているけれど。


    　がばっ、と。華城先輩が顔を上げた。


    「狸たぬ吉きち、あなた……」


    　潤うるんだ瞳ひとみで、華城先輩が僕の両手に肩を置いてきた。その表情に、不覚にも心臓が跳ねた。


    「それじゃあ、あのクソババアを出し抜くために、一肌脱いでもらうわよっ」


    「え？」


    「本当はもっと慎重に事を進めたかったのだけど、時間がないし狸吉もヤる気だし、いっちょ賭かけに出るしかないわねっ。早さ乙おと女め先輩のスランプを無理にでも治してエロイラストを学校中にばらまき、性知識流る布ふとエロ本奪取の気運醸じよう成せいを急ピッチで進めることにするわ！　この行きあたりばったりな計画が破は綻たんしたら、もうおしまいよっ。それじゃあまずは、早乙女先輩っ」


    「なんじゃい」


    　華城先輩の機嫌が直ったことを察知した早乙女先輩が、いそいそと這はい出してくる。


    「早乙女先輩は今日きようから、狸吉のアパートの押し入れに住みついてください」


    「なんじゃそりゃ！」


    「実際のエロシーンが、視みえますよ？」


    「うむ、ではいまから準備をしてくるのじゃ」


    「僕の意見を、せめて訊く素振りくらい！」


    　ソフィア・錦にしきノの宮みやの謀ぼう略りやくに追い詰められた華城先輩とスランプに追い詰められた早乙女先輩に、僕の言葉などみそっかすなのであった。


    



    　街灯が照らすアパートへの道すがら、スポーツバッグに詰め込まれた早乙女先輩が、突とつ如じよ弱よわ音ねを吐き始めた。


    「これでスランプが治ればいいんじゃがのぅ」


    「なに言ってるんですか、この前まで、治る治るってはしゃいでたじゃないですか」


    「いやな、華城綾あや女めからヒワイを授さずかって最初の頃はいい感じに頭が刺激されたのじゃが、決め手に欠けるというか。上滑りになってしまっている気がしての。いまはもう、実際にお主ぬしと変質者のドッキングを見てスランプが解決するかどうか……」


    「誰がドッキングまでするっつったよ!?」


    　僕が大声を出すと、すれ違った人から哀れみの視線をプレゼントされた。ああ、そうだった。いま早さ乙おと女め先輩はストーカーから姿を隠すためにスポーツバッグの中にいるから、僕が独り言のイカれ野郎に見えてしまったんだろう。ふふっ、もういろいろどうでもいい。


    　結局、僕は家のドアに「あなたの愛を受け入れます」ポスターを貼はってストーカーを待ち伏せして拘こう束そくすることとなった。第一目標は犯人を確保してストーカーをやめさせることで、華か城じよう先輩も本気でドッキングしろだなんて命じてはこなかったけど、


    『早乙女先輩の覚かく醒せいのためよっ。先っちょだけ、先っちょだけでいいからっ』


    　と僕にドッキングを勧めてくる先輩を、たとえそれがストレス発散の冗談交じりであっても張り倒したくなった僕は悪くない。


    　まあそれは本当に冗談で、要は早乙女先輩に〝発情した人間〟というものを観察させるのが目的らしかった。いくらストーカーとはいえ相手が女性なら僕が後れをとることはないだろうし、万が一なにかあっても早乙女先輩が外部に助けを求めるので問題はないだろうという華城先輩の算段は妥当なところだ。……まあ気ノリしない作戦であることに変わりはないんだけど。


    　アパートに到着し、ストーカー受け入れポスターを貼はってから部屋に入った。


    「うぬっ、臭いの」


    「静かにしてください。よく考えたらこれ僕、幼女誘ゆう拐かい犯みたいじゃないですか」


    　鍵かぎを閉めないまま、スポーツバッグを床に下ろす。


    　中から紺こん色の作さ務む衣えを着た早乙女先輩が這はい出てきて、歯ブラシやら画材道具やらをバラバラ引きずりだした。


    「しかしまあ、そんな都合よく現れるんですかねえ。あ、早乙女先輩、なにか暇ひま潰つぶしいります？　ずっと押し入れにいるわけにもいかないでしょうし……って」


    　段ボールに突っ込みっぱなしだった漫画や小説を取り出し渡そうとするが、早乙女先輩は荷物一式を押し入れに叩たたきこみ、早速巣作りを開始していた。


    　荷物が少ないせいもあってか、すぐに満足いく住処すみかを完成させたようで、


    「うむ。そう悪くはないな。わしはここで絵を描かいておるから、お主ぬしはわしのことを忘れておればよいぞ。あっ、飯時には呼ぶんじゃぞ？　まあ呼ばれずとも匂においでわかるがな」


    　鉛筆を握り、押し入れの中に引きこもってしまった。なんという職人気質かたぎ。絵の練習さえできればなんでもいいらしい。


    　早乙女先輩を家に招くなんてもっと大騒ぎになるかと思っていたから、急な静けさがやけに寂しい。押し入れの中からかりかりかり……と微かすかに鉛筆の削れる音が聞こえるくらいだ。日が落ちているのでちょっと怖い。


    「んー、どうしたもんかな……んっ」


    　あんな貼り紙をして、鍵も開けたままだというのに、急に眠気が襲おそってきた。いきなりストーカーが侵入してくるはずはないという甘い見通しと、同室に仲間がいるという安心感のせいか。


    　漫画や小説を読もうとしても、すぐに瞼まぶたが下りて首が曲がる。


    　ここ数日ろくに寝てなかったし、今日きようくらい、別に──


    



    　きいっ──


    　パチンッ


    



    　ふっと部屋が暗くなったのは、僕の意識が完全に落ちたからだと思った。けど、


    　直前にドアがゆっくり開く音がしていたことに気づいた瞬間、心臓の一際大きな収縮と共に意識が覚かく醒せいする。


    　街灯の明かりだけが窓から入ってくるけど、急な暗くら闇やみに放り出された僕の視覚は役に立たない。相手はわざわざ自分で電気を消したのだから、暗所対策もあらかじめばっちりだろう。


    　圧倒的に不利だ。


    「はあっ……はあっ……はあっ……」


    　鋭えい敏びん化した聴覚に、熱っぽさを帯びた荒々しい吐と息いきが聞こえてくる。近づいて、くる。


    　欲望が滲にじみ出るその声こわ音ねに、ぞくりと鳥とり肌はだが立つ。え、なにこれ、本気で食われそうなんだけど。


    「くっ、そ」


    　貞てい操そうは絶対に守る！　先手必勝とばかり、侵入者にタックルを仕掛けた。けど、


    「うあっ!?」


    　柔らかいものが頰ほおに優しく触れたと思った瞬間、気づけば痛みもなく床に転がされる。全力で抵抗するも、あまりにも鮮あざやかな手際によって　数瞬のうちに両手両足を縛しばりあげられる。


    　おいおいおいおいおいおいっ!?


    「はあっ、ふふっ、はあっ、はあっ、ふふふふふふふふふふふっ」


    　侵入者は身動きの取れない僕の腹にまたがり、心底うれしそうな笑い声と熱い息を漏もらす。


    　必死に欲望を制御しようとする獣けもののような荒い息の合間に、僕の上で身じろぎをした侵入者が衣服を脱ぎ捨てるしゅるしゅるという音が混じる。


    　ようやく闇に慣れてきた僕の瞳ひとみに、その体の輪りん郭かくがぼんやりと像を結ぶ。


    　豊かに膨らんだおっぱい、なめらかなくびれ、張りのある美しいラインに凝ぎよう縮しゆくされてなお弾力を主張する、お尻しりから太ももにかけての肉付き。それは明らかに女性の持つ豊かさだった。


    　……いや、それ以前に。


    　シャツ越しにでも明確に伝わる、火傷やけどしそうなほど上がった体温。それを押し付けてくる手のひらや太ももの淫いん靡びな柔らかさが、彼女の芳かんばしく上気した〝女〟を主張していた。


    「……っ!?　……っ!?　……う、あっ」


    　あまりの事態に思考が真っ白になり声も掠かすれた僕へ、女性が倒れ込むようにのしかかってきた。人肌特有の心地よい熱さと柔らかさに、全身が飲み込まれる。ぶわり、と。理性を霧きりの彼方かなたへ隠してしまうような甘い香りが充満する。ふにゃっ……と押し付けられた二つの柔にゆう丘きゆうが心臓の鼓こ動どうに合わせ、僕の両手を誘いざなうように小刻みに揺れ動く。


    　さらり、と。絹のような髪が僕の頰をくすぐり、耳元で蠱こ惑わく的な囁ささやきがなされた。


    　直じかに触れていないはずなのに、女性の頰や唇くちびるから、匂においのように体温が伝わってくる。


    「ふふふふっ、ようやくわたくしのアプローチにこたえてくださったと思ったら、やはり奥おく間ま君も、おなかからこみ上げるこの〝熱〟を我慢できなかったんですのね……？　そんなに勢いよく襲おそいかかってきて、ふふふ。けれど少しお待ちになってくださいまし。わたくしもこのような気持ちは初めてで、顔を合わせるのも恥ずかしく、どうしてよいのかわからないので……そちらの動きだけ封じさせていただきますわね」


    　どこかで聞いたような、声、口く調ちよう……けれど、パニックを起こしている僕の海かい綿めん体たい、じゃなくて！　海かい馬ばは記憶をうまく引き出しちゃくれない。


    「はあっ、ああああっ、ふふ、ふふふひっ……！　この、熱い気持ちが、愛ですのねっ。この世で最も、正しいことですのねっ。ああ、この気持ちを、どう発散すればよいのやら……奥間君、あなたも、そうなのでしょう……？　ここから、どうしていいのかわからない気持ちが[image: ]あふれてきて、全身が火ほ照てって、どう表現すればいいのか、わからないのでしょう？」


    「うひゃあっ!?」


    　女性のなめらかな手が、するすると舐なめまわすように僕の腹を撫なでパンツのゴムを優しく押しのけて、股こ間かんへと伸びた。


    　同時に、女性の燃えるような唇が、むさぼるように僕の首筋や顔面を這はいまわる。自みずからの熱を僕に移そうとしているかのように、豊満な肉体がこすりつけられる。まだ足りないまだ足りないというように、女性が体全体で行おこなう蠕ぜん動どうは激しさを増していく。


    　僕が幼おさない頃「大人ごっこ」と称して布ふ団とんの中でわちゃわちゃわちゃわちゃっ！　としていたのとは比べ物にならないほどに激しい動き、熱、むせかえるような甘い香り。


    「ふふふっ、今晩はわたくしと一緒に、じっくりこの熱を冷まして……ん？」


    　と、女性の手のひらが僕のムスコに触れた。つんつん、ぐにぐに。


    「なんですの……？　この、柔らかいモノは……？」


    　ごめんなさい！　僕のムスコがご迷惑をおかけしまして！　ただいま緊張と恐怖で硬化機能が無効化されておりまして──。わけのわからない謝罪が反射的に頭をメリーゴーラウンド。


    「男性のおなかには、このようなものがついていますの？　……あ、ふぅ、なんだか」


    　女性が僕から少しだけ体を離す。どこからか、にちゃりというねばついた音が聞こえた。


    　甘い香りが、濃さと粘度を増して僕を包み込む。


    「わたくしのおなかが、一際熱くなりましたわ。ああ、はあっ、ふうっ、ふうぅ、ああああっ、発散するどころか、奥のほうから、もっと、[image: ]あふれてきて……っ」


    「ひっ───」


    　僕のズボンとパンツが一気に引き下ろされた。声にならない悲鳴が、喉のどを素通りする。


    　ちょっと待って、ねえこれ、マジでヤバいんじゃないのか？


    　つーか、早さ乙おと女め先輩はなにをしてんだ!?　早く助け呼んでくれ！　首を捻ねじ曲げ、押し入れのほうに眼めをやる。


    「……あ」


    　ぱちくりと。


    　押し入れの隙すき間まから、じ───っとこちらを窺うかがう早乙女先輩と眼が合った。


    　早乙女先輩はこれでもかとギンギンに曇りなき眼まなこを見開いた状態でこちらをガン見していた。外に助けを呼ぶ素そ振ぶりなんて微み塵じんもなく、時折その右手がびくびくと痙けい攣れんしている。


    　と、早乙女先輩の口がひそやかに動き、その形だけで言葉を伝えてきた。


    〝つ・づ・け・る・の・じゃ〟


    　あいつ、あとで覚えてろよ！


    「──っ！」


    　と、僕の両頰ほほがふわりと女性の手のひらで挟まれ、真正面を向いた状態で固定される。


    　重ねられた唇くちびるを経由して、じっとりとした熱を孕はらむ女性の舌が、僕の口こう腔こう内へ強引に侵入してきた。ぐちゅっ、にちゃっ、と粘液の混じり合う音が体中に沁しみ渡る。


    「ぷはあっ、はあっ、うんっ、ふうっ、くちゅっ、んはぁっ」


    　女性は息継ぎのために時折僕から唇を離すものの、もはや言葉を発することすら億おつ劫くうだというように、執しつ拗ように舌と唇を絡めてきた。口の周り、鼻、頰……混じり合った唾だ液えきに濡れ、気休め程度に体の熱が奪われていく。


    　と、僕のムスコに、熱した蜂はち蜜みつのような液体が滴る感触──


    　──あ、終わった。


    　すべてが吹き飛びかけた、そのときだ。


    　がちゃり。


    「こら狸たぬ吉きちっ！　寝るなら貼はり紙を剝はがさないと危ないでしょう！」


    　ぱちりと、電球のスイッチが入れられ、目が眩くらむ。


    「華か城じよう先輩！」


    　姿こそ見えないけど、自信に[image: ]れたその澄んだ声こわ音ねは間違いなく華城先輩のものだった。なぜか涙が滲にじむほどうれしくて、名前を呼ぶ声が少し震えた。


    「きゃああっ」


    　女性が僕から飛びのいて自分の体を隠す気配。いまさら裸を見られてなにが恥ずかしいっていうんだこの痴女は。


    「なっ!?　大丈夫狸たぬ吉きちっ!?　こいつが犯人ねっ！　いま御お縄なわに……ｆじゃおいじぇ!?」


    「きゃっ。あ、あわわわわ」


    　華か城じよう先輩のこの世のものとは思えない悲鳴と、小動物みたいに可愛らしい痴女の悲鳴が奇跡の不協和音を奏かなでた。


    「華城先輩っ、どうしたんですかっ!?」


    　三つ編み眼鏡めがねの華城先輩はその場で立ちつくし時が止まったような状態で、僕の隣を凝ぎよう視しし茫ぼう然ぜんとしていた。


    　そちらに目をやる。


    「な、あ……」


    「あ、あらいやですわっ。お、おかしいですわね、愛を育はぐくんでいるところを親友に見つかることが、こんなにも恥ずかしいだなんて……正しいことをしているはずなのに、不ふ可か思し議ぎですわっ。……だからお父様もお母様も、愛について曖あい昧まいな説明しかなさらないのでしょうか……」


    　かーっ、と顔を赤らめながら凄すさまじい速度で居住まいを正していたのは、アンナ先輩だった。


    　清せい楚そな白いワンピースに身を包み終えると、顔を両手で隠したままぱたぱたと玄関のほうへ走っていく。


    「ちょ、ちょっと待ってアンナっ。あなた一体、ここでなにを」

  


  [image: ]



  
    「ああっ、いやですわ綾あや女めさんっ。わたくしいま、うれしいのと恥ずかしいので、人様に顔向けできる状態ではありませんのっ」


    「そうじゃなくてっ、って、きゃああああっ!?」


    　脇わきをすり抜けて逃げるアンナ先輩を引きとめようとした華か城じよう先輩が、ぽーんっと宙を舞い、どさりと床に落ちた。


    　その間にアンナ先輩は脱だつ兎との如ごとくこの場を離脱し、なんとも言えない沈黙だけが残された。


    　……いやいやいや。え？　は？　いやいやいやいや。ないないない、これはない。ははっ。


    　僕を襲おそったあの変態痴女が、アンナ先輩だって？　いやねえあるわけないじゃん健全の権ごん化げで僕の憧あこがれのアンナ先輩が情欲に任せて僕に襲いかかってくるとかうんこれは夢に違いない間違いないこんな淫いん夢むにうなされるなんて僕はまだまだ健全とは程遠い未熟な人間だなははっ。


    　と、僕が夢から覚めるためにアパートの窓から身を乗り出したそのとき、


    「これじゃああああああっ！」


    　押し入れがスパーンッ！　と開き、中から超ハイテンションの早さ乙おと女め先輩が飛び出てきた。


    「ああっ、わかったぞお主ぬしら！　わしはアンナに〝これ〟を見いだしておったのじゃ！」


    　目を爛らん々らんと輝かがやかせ、早乙女先輩が勢いよく鉛筆を握りスケッチブックをセットする。が、わなわなと震えたままフリーズして動かない。


    「う、うううっ、描かきたい、描きたい描きたい描きたい！　じゃが、この、ＰピーＭエムが……っ」


    　早乙女先輩が憎悪に満ちた眼まな差ざしで自みずからの両手首を見下ろす。「うーっ、うーっ」としばらく唸うなったあと、なにを思ったのか、手に握った鉛筆を口に咥くわえた。


    　ギラリ、と。


    「大食らいで鍛えたわしの顎あごと歯をナメるでないぞ」


    　食うっていうか飲んでんだろアレ、などとつっこめる空気じゃなかった。


    　その小さな体のどこにそんなエネルギーがあるのか、早乙女先輩は部屋に満ちたおかしな空気をすべて吹き飛ばすような気迫をもって、口に咥えた鉛筆で絵を刻きざみ始めた。


    　描いているんじゃない、あれは、刻んでいる。当たり前だけど、口で描くなんてことに不慣れな早乙女先輩は、まさに刻むような速度、しかしひと筆ふでひと筆にすべての力を注ぐように、スケッチブックを埋めていく。


    　──どれだけの時間が経たったか。


    　全身汗まみれの早乙女先輩がスケッチブックを投げ出し、倒れた。


    「く、くふふふっ、これじゃよ。わしが描きたかったのは、このアンナじゃっ。わしはヒワイに、人間のサガを見ておったのじゃ」


    　言い残してぱたんと倒れた早乙女先輩をスルーして、僕は首だけでスケッチブックを覗のぞいた。


    　茫ぼう然ぜん自じ失しつしていた華城先輩もはっとしたように僕の隣にやってきて横から覗き込む。


    「う、おっ」


    「こ、これは……っ！」


    　華か城じよう先輩が保有していたエロ本とは、比べ物にならない引力だった。そこに描えがかれていたのは躍やく動どう感に[image: ]あふれた男女の合体シーン。二人の浮かべる恍こう惚こつの表情やアングルなど、褒ほめる言葉を探すのさえ難しいような、そのクオリティ。僕が襲おそわれた先程の一件と、華城先輩から学んだ性知識をうまく組み合わせ、脳内で化学反応を起こしたものを描き上げたのだろう。普段ならこういう卑ひ猥わいなブツから顔を逸そらす僕でさえ、じっと見入ってしまうほどのエロさだった。


    「やった、ついにやったわ！　これに新聞の活字を切り抜いて解説を加えて量産してバラまけば、みんなに十分な性知識を流る布ふすることができるわ！　誰もかれもがギンギンのムラムラよ！　それにこれと同等のものが谷や津つヶが森もりにあると知れば、みんな動きだすわ、あっははははは！」


    　スケッチブックを大事そうに抱えて歓声を上げた華城先輩が、はたと思いだしたように僕を振りむいた。


    「はっ、いけない。忘れるところだったわ。大丈夫狸たぬ吉きち？　いま縄なわを解いてあげるわね。……ええと、その、なんていうか、アンナのことは残念だけれど」


    「ふえぇ？　なんの話ですかぁ華城せんぱーい。なんで急にアンナ先輩の話をー？」


    「あなた現実を見ない気ね!?　しっかりしなさいっ、アンナはいつの間にか《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》のダークサイドに……ぎゃああああああああああああああああっ!?」


    　突とつ如じよ。


    　顔を真っ赤かにした華城先輩がそのすらりとした足を思いきり振り上げ、身動きの取れない僕にロックオンする。


    「……あ」


    　華城先輩の目線の先には、早さ乙おと女め先輩作のエロイラストによってギンギンのムラムラになった僕のムスコ。


    「いやあああああっ!?　グロいグロいグロいいいいいいっ！」


    　錯さく乱らんした華城先輩のお御み足あしが、凄すさまじい速度でもってムスコに迫る。


    　ま、大丈夫大丈夫。これは夢だからね。食らったところで痛くも痒かゆくもな──僕の意識はそこでぶつりと途切れた。


    



    「あの、昨晩は本当にごめんなさい狸吉。その、ああいうものを生なまで見たのは初めてで、その、慌あわてちゃって……」


    　放課後。生徒会室に一早く到着してしまった僕の前に現れた華城先輩が、顔を合わせるなり気まずそうな声で謝ってきた。


    「え？　昨晩？　なんの話ですか？」


    「こいつ、まだ現実を受け入れてないわね!?」


    　華か城じよう先輩が急に声を荒らげる。どうしたというんだろう。昨晩の出来事は完全に夢の中でのことなのに。なぜか股こ間かんが痛いのが不思議だけどね、うふふ。


    「あら、お二人とも今日きようは早いのですわね」


    「「っ！」」


    　いつもの穏やかな微笑を浮かべて生徒会室に現れたのは、アンナ先輩だった。


    　あ、あれー？　おかしいなー、全身から変な汗が噴き出るぞー？　昨日きのうの出来事は夢だったはずなのになー？


    　僕と華城先輩は一言も発することなく椅い子すに座って固まっていた。


    　一方のアンナ先輩は「どうしたんですの二人とも？」と小首を傾かしげ、「あ、そうですわ。今日は皆様のために、クッキーを作ってきたんですのよ」と輝かがやくような笑え顔がおを浮かべた。


    　鞄かばんから可愛らしい包みを三つ取り出して「これは綾あや女めさん、これは奥おく間ま君、これは轟ごう力りき先輩にですわ」とにこにこと上機嫌なアンナ先輩を横目に、僕は華城先輩にひそひそと耳打ちする。


    「ほ、ほら、いつもどおりじゃないですか。な、なにも、おかしなことなんてありませんよ」


    「まだそんなことを……どう見てもおかしいでしょう、あれだけあなたにツンケンしてたアンナの態度が、たった一晩でこんな……」


    「お二人とも？　食べてくれませんの……？」


    　しゅんとしたアンナ先輩の声に、僕と華城先輩は慌あわててクッキーの包みを開く。


    「うん。アンナのクッキーはいつもどおりとてもおいしいわ。売り物と比べて遜そん色しよくないもの」


    　と、華城先輩がすぐに感想を返す。僕のほうは口に放り込んだクッキーをまだ咀そ嚼しやく中。


    　……なんだろうか、おいしいのだけど、不思議な味が混じりこんでいる気がする。どうコメントしたものか迷っていると、アンナ先輩がもじもじと僕を上目づかいに見つめていることに気づいた。


    「奥間君は、どうですの？　わたくしの、その、愛がこもったクッキーのお味は」


    　クッキーを噴き出しそうになった。


    「アンナっ!?　いきなりなにを」


    　三つ編み眼鏡めがね状態の華城先輩が取り乱したように声を上げた。僕はもうとっくにフリーズしている。アンナ先輩ははにかみながら、僕がいま口にしているクッキーの詳細を語り始めた。


    「ここ最近、わたくし、奥間君のことを考えると心臓の鼓こ動どうが速くなったり熱が出て体がうずいたりしていて。さらにはつい昨晩、奥間君を愛いとおしいと思うこの気持ちが最高潮に達したとき、体の内側からその気持ちが液体になって流れ出てくることに気づいたのですわ。わたくしはこれを〝愛の蜜みつ〟と命名しました。わたくしが奥間君へ抱いだく愛おしい気持ちをぜひ奥間君自身に食べていただきたいと思いましたので、奥間君へのクッキーに混ぜ込んでみましたの」


    「いやああああああっ!!　華城センパアアアアアアアアアイ！」


    　僕は咀嚼を中断し、ショックのあまり気を失っている華城先輩を抱きかかえて生徒会室の隅すみに避難、耳打ちで絶叫しながら助けを求めた。


    　もうやだ！　もう無理！　限度がある！　何事にも限度がある！


    　なんで!?　どうしてこうなったんだ!?　ここは全国でもトップクラスの風紀優良校時とき岡おか学園で、この人はその高校で最も綺き麗れいで健全な、僕が憧あこがれを抱いたアンナ・錦にしきノの宮みや先輩だろう!?


    　どうしてそんな人が、僕を獣けもののように襲おそったあげく、自分のラブジュース入りクッキーを食べさせたりしてくるんだ!?　わけがわからない！


    「や、厄やつ介かいね……。あの子、恋心とそれに伴ともなう情欲の区別がまったくついてないわ。性知識ゼロのまま思春期に恋をすることがこんなにも危険だなんて……予想以上よ」


    　なんとか意識を取り戻した華か城じよう先輩が、息も絶え絶えに呻うめく。


    「どうするんですかこれ!?　あっ、そうだ、早さ乙おと女め先輩も覚かく醒せいしたことですし、ちゃちゃっとアンナ先輩にも性知識を授さずけて、こんなバカげた真ま似ねやめさせましょう！」


    「バカ言うんじゃないわよ！　なんでそんな知識をもっているんですの？　って疑われて一発アウトよ！　《雪せつ原げんの青あお》として接触しようにも、アンナは問答無用で捕まえにくるでしょうから、性知識を教え込む隙すきなんて皆かい無む……つまり私には無理！　……てゆーか、ねえ」


    　と、急に華城先輩がジト目になった。いささか不ふ穏おんな気配も感じる。


    「狸たぬ吉きちは、アンナのことが好きだったのでしょう？　両想おもいじゃないの。邪魔モノの私は消えて轟ごう力りき先輩も抑えておくから、好きなだけここでぐちゃぐちゃしてもいいのよ？」


    「す……僕が憧れてたのは、健全で綺麗で清せい楚そなアンナ先輩ですよ！　いくら華城先輩でも、あれを健全とは言えないでしょう!?」


    「う……ま、まあね。けど、それなら話は早いんじゃない？　あなたがアンナに言えばいいのよ。そんな卑ひ猥わいな行為に手を染めるアンナ先輩とは付き合ったりできませんって。そしたらアンナも自分のやってることが〝正しくない〟ってわかるでしょう？」


    「……」


    　僕はちらりと振り返って、こちらの様子を不思議そうに窺うかがうアンナ先輩のきょとんとした顔を数秒見つめた。それに気づいたアンナ先輩が、照れるように恥じらいに満ちた微笑ほほえみを返してくれる。超可愛い。


    「で、できない……っ。僕の中で、アンナ先輩はまだ理想の先輩なんですっ！　そんな相手に、僕の中に眠る穢けがれた知識を流し込むなんて……っ！」


    「なに言ってんのよこの優ゆう柔じゆう不ふ断だん！　女なんてねえ、もっとえげつないものを体に入れたり出したりするようになるんだから、それくらい平気よ！」


    「表現を慎つつしめボケ！」


    「お二人は、とても仲がよろしいんですのねぇ」


    「「ひぃ……っ!?」」


    　いつまでもひそひそこそこそと言葉を交わす僕と華城先輩に痺しびれを切らしたのか、アンナ先輩が肩にそっと手を置いてきた。


    「そういえば昨日きのう、わたくしと奥おく間ま君が愛を育はぐくんでいたときも──」


    　※育んでません。


    「突然綾あや女めさんが奥間君の家に現れましたし、記憶が定かではないのですが、なにやら下の名前で呼んでいたような」


    「そ、それはねアンナ、私が奥間君から相談を受けていたからよ。奥間君が、アンナに嫌われてるんじゃないかってずっと悩んでいたから。それに、下の名前でなんて呼んでないわっ、そっちはさすがに気のせいよ」


    　首筋にハサミを突きつけられた華か城じよう先輩は、三つ編み眼鏡めがねモードらしからぬ饒じよう舌ぜつさで追及を逃のがれる。アンナ先輩は「ああ、そういうことでしたの」とにっこり微笑ほほえんでハサミをしまった。


    「あれは、奥間君に近づくと熱暴走してしまいそうで、奥間君がわたくしの気持ちを受け入れてくれるまでは我慢しようと決意してのことでしたの。傷つけていたのなら、謝りますわ。これからはもう、我慢する必要もありませんから、あんなことにはなりませんわよ。うふふ。綾女さん、問題は解決したのですから、もう奥間君の家に行く必要はありませんわよね？」


    　アンナ先輩の微笑みに、昨晩のような光が宿る。華城先輩が「ええそうねっ」と即行で頷うなずく。


    「ああ、綾女さん。ハサミなど突きつけてしまって、失礼しましたわ。けれど仕方ありませんわよね。つい手が動いてしまいましたの、愛ゆえに」


    　あばばばばばばばばばばっ。


    「ところで奥間君、わたくしのクッキー、おいしくなかったですか？」


    　そこで僕は、一つ目のクッキーを口に含んだまま食指が止まっていたことを思い出した。


    「は、はははっ、嫌だなあアンナ先輩！　アンナ先輩の手作りクッキー、とてもおいしいですよ！　ぜ、全部食べますから、ははは……」


    「ちょっと狸たぬ……奥間君っ、ダメよ!?　それはドジっ娘この殺人料理とは違う、食いきって男が上がる類たぐいのモノとは別次元のナニかよ！」


    「でも、あ、アンナ先輩が僕に作ってくれた手作りクッキー……ふふふっ」


    　と、僕が思考停止の放心状態になっていたところ、


    「すまないな、遅れてしまった」


    　轟ごう力りき先輩がやってきて、生徒会室に満ちていた危ない雰ふん囲い気きをぶっ壊してくれた。あの暑苦しい顔に感謝だ。


    　アンナ先輩は「轟力先輩、クッキーを作りましたの。ぜひご賞味あれ」と勧めたあと「では会議を始めましょうか」といつものように場を仕切り始める。


    　僕も華城先輩もとりあえずさっきまでのやりとりは忘れて（ずっと忘れておきたい）席についた。クッキーは鞄かばんに詰め込んだ。


    　ふと、僕の背後をアンナ先輩が通り過ぎる際、


    「昨日きのうの続きは、また近いうちに必ず機会を設けさせていただきますわ」


    　耳元で囁ささやかれた小さな小さなセリフには、湿った熱が加わっていた。


    　いまさらあの貼はり紙が噓うそでしたなんて白はく状じようしたら、僕、殺されるんじゃないの？


    



    「えー、あー、とりあえずはね、狸たぬ吉きち。できる限り一人にならない。アパートの戸締まりはきっちり忘れずに。この二つを徹底しましょう。アンナは自分がおかしなことをしている自覚がないくせに、幸か不幸か、それをおおっぴらにするのがマズイことは理解しているから。それでだいぶ襲しゆう撃げきを減らせるはずよ。あとは私のほうでアンナの動きを察知して避ひ難なん勧告を出すから、安心して」


    「……ありがとうございます」


    　いつもの喫茶店個室席。ガリガリガリと絵を刻きざんでいる早さ乙おと女め先輩を横目に、僕と華か城じよう先輩は今後の対策を立てていた。


    　これからは早乙女先輩が随ずい時じ生み出していくエロイラストを大量に隠していかなければならない時期だ。アンナ先輩などという取り締まり側の代表に常時見張られているいまの状況は、ちょっと洒しや落れにならない。


    　署名に先駆け、華城先輩は華城先輩で彼女にしかできない準備を抱えているらしく、エロイラスト隠しは僕がするほかない。


    「あー、その、あれよ狸吉。元気出しなさいな。異性に対する憧あこがれや理想なんて、いつか崩れるものじゃない」


    「こんな落差でぶっ壊れる理想もなかなかないですけどね」


    「……ごめんなさい」


    　華城先輩もアンナ先輩の豹ひよう変へんには動揺しているのか、微妙な沈黙が降りる。


    「ま、まあ、とにもかくにも！」


    　と、華城先輩が雰ふん囲い気きを払ふつ拭しよくするように声を張り上げた。胸を張り、自信満々に演説を開始する。


    「いろいろと大切なモノを失ってしまったけれど、私たちはドッキング以上の性知識を流る布ふするための手段を手に入れたわ！　ラストスパート二週間、頑張っていきましょう！」


    「ふぉー」


    　鉛筆を咥くわえたまま、早乙女先輩が間の抜けた合いの手を入れた。


    「あ、ほうじゃ、忘れとったわ」


    　と、早乙女先輩が「ぺっ」とぬらぬらになった鉛筆を吐きだし、ごそごそと一枚の絵を取り出して僕に渡してきた。


    「スランプが治ったら礼に絵を一枚譲じよう渡とするという約束じゃったな。ほれ、バラまき用ではない、わしの魂たましいがこもった一枚じゃ。ありがとうよ」


    　ああ、そうだった。僕は早さ乙おと女め先輩にあの綺き麗れいで健全な絵をもらう約束をしていたんだった。アンナ先輩への憧れが完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶされたいま、僕の心を支えてくれるのはこの絵だけ──


    「どうじゃ、傑作じゃろう」


    　自信満々に笑う早乙女先輩が差し出してきたのは、妖あやしく微笑ほほえみ僕に襲おそいかかるアンナ先輩の絵だった。


    「ああっ！　狸たぬ吉きち、しっかりして！」


    　華か城じよう先輩が慌あわてて早乙女先輩の頭をひっぱたく音が聞こえた。


    　いいんだいいんだ。


    　アンナ先輩が豹ひよう変へんしてしまっても、僕が目指すべき『理想の先輩』像は、ずっと僕の中に刻み込まれているんだから。


    



    　　　　　●


    



    　放課後の時とき岡おか学園、校舎裏。遠くから部活動の掛け声だけが響くもの寂しいこの場所に、二人の女子生徒が立っていた。


    「やっとゆっくりお話できそうですね」


    「おや、あなたは……？」


    　呼びかけに振り向いた生徒会長は、ついさっき行おこなわれた持ち物検査で押収したのだろう、ヒワイなイラストを焼却炉に投げ込む寸前だった。


    「申し遅れました。先日、なんの前触れもなく部室を荒らされた化学部の部長、不ふ破わ氷ひよう菓かというものです」


    　感情のこもらない、しかし皮肉のこもった氷菓の自己紹介に、アンナは「ああ、あの」と悪びれもせずに微笑んだ。


    「ヒワイの取り締まりでお忙しいでしょうから、手っ取り早く要件を伝えます。あなたはなぜ最近になっていきなり、取り締まり体制を強化したのですか？」


    　皮肉は通じないと理解しつつも、氷菓は言葉に棘を混ぜて放ってしまう。


    　化学室が滅菌されたことに始まった、生徒会長が主導するここ最近のヒワイ取り締まり体制は、それほどまでに執しつ拗ようで悪辣だった。毎日行われるようになった放課後の持ち物検査などでは、鞄かばんの中身を洗いざらいチェックされるだけでなく、ランダムに数人、下着の中までも調べられている。氷菓などは、要注意人物として毎度のように下着まで検査の手が入るため、一週間ほど前から情報量の跳ね上がった《青あお》のヒワイなイラストが持ち帰れないでいる。


    　氷菓はその無機質な瞳で生徒会長を見据えた。


    　すると生徒会長は、なぜかぽっと頰ほおを赤らめ、もじもじと歯切れ悪く語り始めた。


    「直球ですわね。ええと、わたくしが取り締まりを厳しくしているのは、その、より強固な愛を得るためですわ。……ああ、やっぱりまだ照れますわね」


    「……は？　……愛？」


    「え？　わかりませんの？　人間は正しいことを行おこなってさえいれば、人に愛され受け入れてもらえるものでしょう？」


    　氷ひよう菓かはそこで、強い違和感を覚えた。目の前の人物との間に、どこか致命的な齟齬がある。


    「よい学業成績、よいスポーツ成績、習い事での表彰に、正しい言動、態度、道徳。そしてなにより、ヒワイなどという絶対的な悪を取り締まるその姿勢」


    　そういう〝正しい〟ことを積み重ねていくことによってのみ、人は誰かに愛され受け入れてもらえるのだと、生徒会長は語った。


    　まったく理解できないその理屈になんとか食らいつこうと、氷菓は質問を重ねる。


    「では最近のあなたがエスカレートしているのは、誰かに愛してもらうため、なのですか？」


    「そう！　そうなのですわ！」


    　生徒会長がはにかみながら急接近し、氷菓の両手をとった。思わずのけぞる。


    「相思相愛になったはずですのに、なんだか少しずつ心が離れていっているような気がして。これはわたくしの正しさが足りないからだと、いま頑張っているところなのですわ」


    　わけが、わからない。氷菓はアンナの手を振りほどいた。


    「よくはわかりませんが、つまり、あなたは身勝手な欲望のために、理不尽な取り締まりを行っているのでしょう。わたしのハエちゃんを勝手に処分したのも、ヒワイなイラストを持ち帰らせないのも、全部、あなたのワガママです。それは正しくない行為ではないのですか？」


    　与えられたピースをなんとか繫げた氷菓の言葉に、しかしアンナはきょとんとしていた。


    「なにを仰っているのですの？　ヒワイを取り締まるのは絶対的に正しい行為ですし、それに」


    　にっこりと天使のように、生徒会長は美しく笑う。その瞳ひとみにも言葉にも、迷いはない。


    「世界いわく、愛は正義。つまり愛ゆえの行動はすべて正しく、正しくあればわたくしはあの方にもっともっと愛してもらえるはずなんですの」


    「……」


    　──ダメだこいつは。話が通じない。


    　どうにか直談判で規制を緩めてもらえないかと考えていた氷菓だったが、生徒会長の純心無垢な笑顔によって、そんな選択肢は最初から存在しなかったのだと思い知らされた。


    「あら、もうこんな時間ですの。早く持ち物検査のマニュアルを完成させないと」


    　ヒワイなイラストを焼却炉に投げ込み、パタパタと校舎に戻ろうとするアンナの背に、氷菓は最後に一つだけ質問を投げかけた。


    「次に《雪せつ原げんの青あお》と対峙したら、あなたはどうするつもりですか？」


    　ぴたりと歩みを止めた肩越しに、生徒会長は満面の笑みを浮かべた。


    「あの巨悪を捕まえることができたのなら、わたくしはきっと、あの方の最愛の人になれるのでしょうね」


    　期待に胸を膨らませる生徒会長の表情は、小さな子供のように愛らしいものだった。


    「……谷や津つヶが森もりへの突入作戦に、一捻り加える必要がありそうですね」


    　生徒会長の背を睨みながら、氷ひよう菓かはぼそりと呟つぶやくのだった。

  



  
    



    


    第五章　突撃、開始！


    



    〝いま、全国各地で一斉に署名運動が開始されました。各会場となっている全国の学校では、春の陽気に包まれた青空広がる休日であるにもかかわらず、たくさんの生徒でごったがえし、長ちよう蛇だの列ができている状態です〟


    　専属の送迎車の中、ＰピーＭエム画面を展開させてニュースを観みていたソフィアは、満足そうにほくそ笑んだ。


    　──この私がたっぷり時間をかけて準備をしたのだ、失敗するはずがない。


    　風紀優良度全国トップ百校の、風紀向上教育に熱心な親や教師たちを通し、生徒たちは今日きようの署名運動に参加するよう〝促うながされている〟。


    



    　ここで署名しなければ親や教師にこっぴどく叱しかられ不健全な子供認定を受け、同級生たちからも白い眼めで見られてしまう……。


    



    　ここ数年の演説や講演を通し、人脈も活用し、ソフィアは全国の風紀優良校内にそのような風土を作りあげていた。


    　なにかをやれと大衆を扇せん動どうするのは難しい。けれど、なにかをしなければこんな扱いを受けるぞという脅おどしをかけて一人一人の心を縛しばることは、こんなにも容易なのだ。まして署名など、実質的にはただ名前を書くだけの行為。紙に名前を書くだけで今後の学校生活を安あん穏のんと過ごせ、風紀優良校出身という将来へのブランドも守れるのだから、ほとんどの生徒が署名するに違いないとソフィアは見込んでいた。


    　それに、わざわざ風紀優良校に通わせているくらいだ。今日きようこの日、家でごろごろしている我が子を許す保護者などいるはずがない。仮に、署名への参加意識が低い子供がいたところで、無理やりにでも署名会場に引っ張っていってくれるだろう。


    　けれどそれは国が強制したことではないのだから、あくまで国民の〝自主的〟な署名となる。


    　風紀優良度ランキング各部門上位百校の学生の数を総合すると、およそ三十二万。それに加え、健全な学校をアピールしたいがために自みずからの学生に署名を〝勧める〟ランキング外の学校も多い。署名は学生の数だけでゆうに四十万は超えるだろう。実際に拘こう束そく具ぐを装着することになる立場の人間がこれだけ署名すれば、国会で夫に文句をつけているバカどもの勢いもそがれるとソフィアは睨んでいる。


    　これに加え、後日行おこなう有権者向けの署名活動では、この倍以上の保護者が署名してくれることはほぼ確定事項である。


    　さらに、会場の警備にも万全を期してある。


    　会場となっているすべての各大学、高校、中学、小学校には三日前から善ぜん導どう課職員十名と数台の専用車両を警備につけ、不審者不審物の探索などを行わせている。今日も通行整理などの名目で各会場に多数の善導課職員が配置され、各地域の善導課本部ではいつでも応援に行けるように人員や車両が準備万端で待機している。


    　つい二週間ほど前に突とつ如じよこの第一清せい麗れい指定都市内に現れた爆弾である〝谷や津つヶが谷や〟の件も、三百人近い善導課職員を警備に動員した甲か斐いあってかこれまでトラブルは起きていない。三百人規模での山狩りはすでに始まっている頃合いであるし、汚けがらわしい書物が焼き尽くされるのも時間の問題である。


    　テロリストどもが最も脅きよう威いを感じているのは、この署名活動だ。ここ二週間で谷や津つヶが森もりに動きがなかった以上、もはや谷津ヶ森に関して心配することはない。


    　テロリストたちの関心を最も集めるこの署名活動も、すでに少数派のアウトローが起こすちゃちなテロ行為でどうこうできる規模ではなくなっている。いまさら、結果は変わらない。


    　すべてがうまくいっている。


    　これで世の中は、もっと美しく住みやすいものになっていくだろう。私たちは間違っていない。汚いモノを排して、正しくあることだけを教え込み、「理想の」と形容して差し支えないまでに成長した一人娘が、それを物語っている。


    　ソフィアは足を組み換えて顎あごに手を当てながら状況を整理し、自らが築き上げた完かん璧ぺきな舞台設定に酔いしれる。


    　そうこうしているうちに、送迎車が音もなく時とき岡おか学園の前に停まった。


    　これからソフィアは、署名を行おこなう時岡学園の生徒たちをバックに、テレビ局からインタビューを受けることになっているのだ。


    　ＰピーＭエムを介して日本全国に放映されるだろうそのインタビューに、いつも以上の自尊心をもって臨のぞむ自分の姿をイメージしながら、ソフィアは鷹おう揚ような態度で車を降りた。


    　付き添いである善ぜん導どう課第一清せい麗れい都市支局長と教育委員長を引き連れ、署名会場である校庭へと足を進める。


    「……やけに、静かですね？」


    　ソフィアはそこでようやく、強烈な違和感を抱いだくことになった。


    　時岡学園の敷地内は、異様なほどの静寂に包まれていた。


    　まるで普通の休日であるかのように……否いな、普通の休日のほうが、部活動の活気でまだ騒がしい。今日きようの時岡学園はひたすらに静かだった。


    　そういえば、ここに来る途中も、通行人の数がやけに少なかったような……。


    　嫌な予感に襲おそわれ、ソフィアはお付きの二人が小走りしなければならないほどの速度で、校庭へと急いだ。


    「……っ」


    　ソフィアは校庭を見渡し、絶句した。


    　校庭には、署名のための書類と筆記用具を並べた何十もの長机、そこに待機するＰＴＡ役員。それから焦あせった様子でどこかに電話をかける時岡学園の教師たちと、手持ち無ぶ沙さ汰たで呆ぼう然ぜんとする生徒会役員の姿があった。


    　……それだけ、だった。


    　それ以外には、人っ子一人いない。


    　あまりの事態に言葉を失うソフィアの死角から、テレビカメラを構えたテレビ局のスタッフが狼ろう狽ばいしきった声で話しかけてくる。


    「あの、ソフィアさん。これは一体」


    「……っ！　いま状況を確認しますから！」


    「でもあの、放送時間が……」


    「あとでいくらでも賠償しますっ！　あなたの上司には適当に引き延ばすよう伝えなさい！」


    　テレビスタッフを突きとばすと、ソフィアは呆然と立ちつくす一人娘の元へとヒールを鳴らしながら迫った。


    「アンナ、これはどういうことですかっ」


    「あ、お、お母様っ」


    　びくりと肩を震わせてアンナが顔を上げる。ええと、これは、と萎い縮しゆくしきった口く調ちようのアンナの話は、要領を得ない。


    「もう、いいです。理事長！」


    　はっと、捨てられた子犬のような顔をするアンナを無視し、横に並ぶ眼鏡めがねの三つ編みやゴリラのような大男、危険分子の可能性をもちながら生徒会に入った凡ぼん庸ような男子も意識の外に排し、ソフィアは校庭の隅すみで縮こまる壮そう年ねんの男性へ怒ど声せいを張り上げた。


    「状況を説明してください！　なんなんですかっ、この有あり様さまは!?」


    「そ、その、最初は中等部の生徒が三百人程度と、高等部の生徒がぽつぽつと署名していたのですが……用意した机の数が多すぎて、すぐにはけてしまったようで」


    「三百人と、少しですって……っ!?　ほかは、ほかの八百人は一体どうしたのですか!?」


    「いま職員たちが各ご家庭に連絡をとっているのですが、どこの保護者も〝ちゃんと今け朝さ送りだしたし、子供たちも署名してくると言っていた〟と……」


    「……？　なら、この惨さん状じようは一体、どういうことですか！」


    　消えた八百人は一体、いまどこにいるというのだ。


    　くそっ、と呻うめき、ソフィアは背後に控えていた善ぜん導どう課支局長を引きずり、誰にも聞こえないよう指示を出す。


    「時とき岡おか学園生徒たちの居場所を、ＰピーＭエムから割り出しなさい、今すぐに！」


    「なっ、ソフィアさん、それはいくらなんでも……」


    「早くしなさい！　あとで夫がなんとかします！」


    　本来、ＰＭによる装着者の動向モニターは、行方ゆくえ不明届けが提出されたり逮たい捕ほ状が発行された人間に対してしか、しかも複雑な手続きを終えてからでないと許可が下りない。


    　だがいまは、これだけの異常事態だ。集団失しつ踪そうと判定しての緊急措そ置ちとすれば、夫の権力も使ってあとからどうとでも言いわけできる──ソフィアはそうまくしたてた。


    　支局長が観念して部下に指示を回している間、ソフィアは時岡学園に関して懸け念ねんしていた一つの事案に思い至る。


    　この二週間ほど、あの憎き《雪せつ原げんの青あお》がバラまくヒワイなイラストの質が急に変わったとの報告を受けていた。なにやら、結合部分の描えがかれたイラストに性知識の流る布ふを目的としたような文言が躍おどる、非常に不健全なブツだったらしい。


    　生徒の雰ふん囲い気きもどこかピリピリしているというかそわそわしているものに変わったという話もあった。だが、それだけだ。


    　……万が一、万が一である。仮に時岡学園の生徒が《エイチ禁止法》によってなにが本当に禁じられるのか気づいたとして、それがどうした。だからといって、今日きようの署名に参加しなければどうなるかくらい、わかるはずだ。八百人もの人間が、しかも《雪原の青》などというテロリストの流りゆう言げんに踊らされて、自分の将来をドブに捨てるような選択をするはずがない。


    　それだけのリスクを背負って、彼らにどれだけのメリットがあるというのだ。


    　ソフィアが頭を抱えていると、額ひたいに汗を浮かべた局長が声を潜ひそめてソフィアに報告してくる。


    「学生たちの居場所が、わかりました」


    「どこですか！」


    「それが、その……なんと言ったらよいのか」


    　局長はＰピーＭエムの画面を展開させ、部下から送られてきているらしい映像を虚こ空くうに映し出す。


    　生徒たちを表わすおびただしい数の赤い点が一か所に集まり、どこかを目指すように地図上を移動していた。その速度、時速十五キロ。全員が自転車で移動しているらしかった。


    「……？」


    　数秒、ソフィアはそれを茫ぼう然ぜんと眺めたままだった。てっきり、清せい麗れい指定都市内の公園などに散らばり時間を潰つぶしているのだろうと踏んでいたのだが……これだけの数が集まって、どこを目指しているのか。


    「ま、さか」


    　生徒たちの目指す方角。


    　見覚えのある、地名。


    「谷や津つヶが森もりを、目指している……？」


    　なんのために!?　……一瞬だけソフィアは頭が真っ白になる。だがすぐに、今日きようこの日に谷津ヶ森を目指す人間の目的など一つしかないことに思い至った。


    　時とき岡おか学園の生徒八百人が！　男女を問わず！　善ぜん導どう課から不健全雑誌を横取りするために署名をボイコットしている！


    　いや、しかし、バカな。ありえない。こんなことをして、タダで済むと思っているのか？


    　バカげた現実に直面したソフィアは、混乱しながらも必死に思考を巡めぐらせる。


    　そしてその優秀な頭脳は、すぐさま最悪の結果に辿り着いた。


    　性的な表現物の取得、所持そのものは、罪に問われない。それに、谷津ヶ森の現所有者である鬼おに頭がしらはその尻しつ尾ぽこそ決して出さないが、確実にテロリストたちに通じる危険思想のもち主だ。善導課に不健全雑誌を奪われるくらいなら、学生たちが土地に侵入することなど咎とがめはしないだろう。


    　そして学校側も、素そ行こうを理由にこの子たちを退学にすることはできない。数が多すぎるのだ。


    　この子たちにリスクはない。


    　もしあるとすれば、この学園の評判が下がることによる進学率などの低下がそれに当たるだろうが、そんな真ま似ねは私たち保護者がいかなる手段、コネを使ってでも食い止めるから、結局この子たちに大きな害はない。


    　時岡学園の生徒たちは一切のリスクなく、不健全雑誌の取得に専念できる構図となっている。


    　ソフィアにとって、完全に予想外の展開だ。テロリストでなく、前科のない一般の、しかも生徒たちが不健全雑誌を奪だつ取しゆしにくるなんて。


    　完かん璧ぺきなはずだった舞台設定をここまで無残に破壊され、ソフィアの胸に形容しがたい怒りがこみ上げる。


    　一体誰がこんな計画を考えた。


    　テロリストたちの勢力を分散させ、勢いを削そぎ、署名も不健全雑誌廃棄も効率よく行おこなうために巡めぐらせた私の策を、どこの誰が逆手に取った！


    「……《雪せつ原げんの青あお》……」


    　ソフィアの顔に、はっきりとした憎悪が浮かび上がった。


    　時とき岡おか学園に卑ひ猥わいなイラストをばらまき、不健全雑誌への執着を植え付け、いままさに生徒たちの群れを先せん導どうしているのだろうあの忌いま々いましいテロリスト！


    　ふざけるな。


    　こんな恥をかかされ、尽じん力りよくしてきた計画も台なしにされ、そのうえテロリストたちの強力な武器になるだろう過激な不健全雑誌を奪だつ取しゆされるなど、あってはならない！


    「支局長、いますぐ、待機している善ぜん導どう課職員たちを谷や津つヶが森もりに向かわせてください！　道中、学生らしき人間を発見したら、全員捕ほ縛ばくして！　名目はなんだっていいですから！」


    　事態をある程度呑のみこんだらしい支局長が、ＰピーＭエムを使って指示を下す。


    　だが、


    「ソフィアさん！　ダメです！　我が局の善導課職員は、出動できません」


    「どういうこと!?　いつでも応援を出せるように準備しておけと、あれほど言っておいたでしょうに！」


    「そ、それが、その……いつでも出せるようあらかじめ車庫から出していた車両のほとんどに、卑猥なイラストの描かかれたシールが貼はられていて……」


    「……は？」


    　局長のＰＭに、画像ファイルが送付されていた。見れば、善導課が所有する真っ白の車両の車体やフロントガラスに、意味不明なイラストが出現していた。


    　男性の顔に当たる部分が巨大な男性器になり、女性の顔に当たる部分が同じく巨大な女性器に置き換えられ、その首から上に当たる部分で性交が行われているのだ。男女の股こ間かんからはそれぞれ顔が生え、唇くちびるを重ね合わせている。


    　卑猥どころか狂気すら感じさせるそのイラストにあてられ、ソフィアは目め眩まいを覚えた。


    「剝はがそうにも専用の溶液がないと剝がせないシールらしく……塗りつぶそうにも塗料が足りません。こんなものを貼られた状態で都市内を走るわけにもいかず……」


    　それは完全に不意打ちだった。これまで善導課職員の出動そのものを妨害されたことなどなかったため、こういう事態への対策は講じられていないのだ。


    　なにもかもが、前ぜん代だい未み聞もんだ。


    「ならっ、近隣の他支部から応援を！」


    「それも、難しいですな……。明確なテロが起こったわけではありませんし、そもそも今日きようは、どの支部も自分たちのところで行おこなわれる署名活動の警備でギリギリです」


    　ならばもう、谷や津つヶが森もりにあらかじめ待機している善ぜん導どう課職員に任せるしかないではないか。


    　三百人の職員たちに、八百人の罪なき学生を食い止めながら不健全雑誌を奪だつ取しゆしろと？


    　そんなこと不可能だと、ソフィアは頭の中でついに匙さじを投げる。


    「私たちが、止めに行きましょう」


    　途方に暮れていたソフィアに、一人の女子生徒が声をかけた。


    　見れば、三つ編み眼鏡めがねの生徒会副会長、華か城じよう綾あや女めがむすっとした表情でそこに立っている。


    「事情は聞かせてもらいました。私と、ここにいる奥おく間ま君で、いまから生徒たちを説得に行きます。このようなバカげた事態、一刻も早く食い止めなければ」


    　いまさら、生徒会の子供二人でなにができると。


    「……好きになさいな」


    　ソフィアは投げやりに手をぱたぱたと振った。もうこの局面はどうにもならない。こっちはもう次の段階の策を考えるだけだ。いまから現場でなにがどう動こうと知ったことではなかった。


    　ソフィアの許可をもらった二人は、どこかに駆かけだしていった。いまから自転車やなにかで追いかけたところで間に合うわけがないだろうに。


    　と、バカにしたような目で生徒会の二人を見送るソフィアの服の裾すそが弱々しく引っ張られる。振り返ると、今回の件について責任を感じているのか、萎しおれきったアンナがそこにいた。


    「お、お母様、わたくしもあの二人と一緒に、皆を止めに」


    「それはいけません！」


    　恐る恐る話しかけてきたアンナに、ソフィアが金切り声を上げた。


    「せめて学園の風紀の象徴たるあなただけでもこの場にいてくれなくては、最低限の示しもつかなくなります」


    「それは、綾女さんと奥間君にも言われましたが……けど、みんなが間違った道に行こうとしているなら、止めないと……」


    「いいですかアンナ。いまあの場に行けば、あなたまで風紀を乱す愚おろか者とみなされるかもしれません。もうどうやってもいまの状況は動かないのですから、あなたはここで、静かにしていなさい」


    「……っ」


    　正義を為なすことを禁じられ、アンナはどうしてよいかわからず立ちつくした。


    　そんなアンナのことはすぐに忘れ、ソフィアは〝先〟を見み据すえていた。


    「……この場はこれで済ますにしても……最低限の目標は、達成させていただきますよ」


    　ソフィアは爪つめを手のひらに食い込ませながら、グラウンドでいまだに無駄な電話をかけ続けている教師たちを招集した。
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    「あっははははは！　あのババアがあんな慌あわてたところ、初めて！　ざまあみろってのよ！」


    　喫茶店の店主が出してくれた車の中で、目の下に濃いクマを作った上下ジャージ姿の華か城じよう先輩が笑い転げた。清せい麗れい指定都市内のＳＯＸソツクスに賛同してくれる大人たちや僕を率ひきいて、早さ乙おと女め先輩の描かいた狂気のエロイラストを善ぜん導どう課の車両に貼はり付ける作業を完かん徹てつして行おこなっていた結果だ。


    　ちなみにあのエロイラストは、まだ性知識が豊富とはいえない早乙女先輩が感覚に基づいて描いた超上級者向けで、性知識流る布ふには使えないと判断した華城先輩の手によって善導課職員攪かく乱らん用のシールに加工されたものだ。


    　青春画家からただの春しゆん画が家かにジョブチェンジした早乙女先輩はいまここにはおらず、署名してから家に帰ってしまっている。早乙女先輩は画家として有名なうえに、その体格から、変装してもすぐ正体が割れてしまうため、これからＳＯＸとして谷や津つヶが森もりに突撃する僕たちとは別行動になっているのだ。


    　まあもっとも、この二週間ほとんど不眠不休でエロイラストを描き続けていた早乙女先輩の体力に限界がきていたので、ほぼ強制的に休ませたのだけれど。


    「てゆーか、僕も家に帰って休みたいんですけどね……」


    　この二週間、僕はアンナ先輩からの愛情表現を警戒し続け避け続け、なおかつその合間を縫ぬって谷津ヶ森の告知入りエロイラストを学校に隠していた。なんの精神修しゆ行ぎようだよ。


    　いや、もうね、大変だった。


    　不ま味ずいとか命の危険があるとかそういう次元じゃない手料理を、アンナ先輩が傷つかないように回避したり、時には、ははっ、完食したり……。


    　無駄に完成度の高い動きで暗がりに引きずりこもうとするアンナ先輩の隙すきをついてＰピーＭエムを操作し助けを求めたり。


    　あるときなんかは、アパートに帰宅すると布ふ団とんの中でアンナ先輩がほぼ全裸ですーすーと寝息を立てていたため、喫茶店に一晩避ひ難なんしたり……。……あのときはもう本当に心が折れるかと思った。不法侵入はダメなんですよって論がなんとか通じたので救われたけど。……この「なんとか」という部分にいまのアンナ先輩の恐ろしさを感じる。


    「あー、うん、気持ちはわかるけどね」


    　三つ編み眼鏡めがねを解除しつつ、華城先輩が歯切れ悪く答える。華城先輩も、この二週間あまりのアンナ先輩の奇行には振りまわされっぱなしだ。まあ大体、アンナ先輩の自覚なき卑ひ猥わいな行為に赤面し錯さく乱らんしてあわあわしてただけだけどね、この人。基本的に僕を窮きゆう地ちから救ってくれるのは轟ごう力りき先輩だった。轟力先輩が近くでその暑苦しい気配を発するだけでアンナ先輩のビーストモードは解除されるし。獣けものと獣でオーラを打ち消し合うのかもしれない。


    　早さ乙おと女め先輩？　あいつは僕とアンナ先輩の絡みをどこからか観察してかりかりとスケッチするデバガメになり下がったからなんの役にも立たない。最近どこにでも現れる神しん出しゆつ鬼き没ぼつスキルを習得しつつある。それはそれでちょっと怖かったりする。


    「とにかくよ！　私たちは今日きようこれから、一冊でも多くのエロ本を奪だつ取しゆしなくちゃいけないのっ。気を引き締めていくわよ！」


    「みんなに任せておけばいいじゃないですか……」


    　もうね、やる気もなにもあったものじゃない。


    「説明したでしょ！　いくら学生の数が多くても、卑ひ猥わいブツ探しは善ぜん導どう課に一いち日じつの長ちようがあるわ。やつらが通ったあとには陰いん毛もう一本も残らない！」


    「わあかっこいい」


    「つっこみが適当！　それで、続きだけれど……仮にみんなが若き欲望を解放し探知能力を上げたとしましょう。そうすると今度困るのは私たちよ。エロ本を奪取した連中は、それを自分だけのものにするわ。というか、せざるをえない。それを所持することはＯＫでも、配布は法で禁止されているのだから。誰かの手に渡ればもう手出しができない、下ネタテロには使えない。そして、私もそのエロ本を読めなくなってしまうわ！」


    「最初からそう言えよ」


    「だからあくまでみんなはおとり。運がよければ一、二冊分をみんなで分配しなさいって感じね。ま、私たちはたったの二人だけれど、善導課職員はパニック状態でしょうし、学生のみんなはエロ本探しに不慣れ。なんとか奪取できるはずよ」


    「あー、ほら、前も言いましたけど、不ふ破わさんを仲間にして、エロ本をあとでＳＯＸソツクスに献けん上じようするよう指示を回してもらえばいいんじゃないですか？」


    「それはダメよ、絶対に」


    　と、華か城じよう先輩の顔がマジになった。


    　谷や津つヶが森もりが近いせいか、パンツをかぶって顔を隠し、その風ふう貌ぼうは完全に《雪せつ原げんの青あお》だ。


    「この騒ぎは、生徒たちが自分の意志でエロ本奪取を望み、署名を拒んだという部分に意味があるの。私たちＳＯＸはあくまで、選択肢を提示しただけという立場に居続けるべきよ。性知識や谷津ヶ森のことを流る布ふしたり、善導課の車両に卑猥なイタズラしたりしても、この騒ぎを先せん導どうしてはいけないの」


    　大変、僕の自主性が息してないの！


    「だから、ね。ほらやっぱり、あの子を仲間にしないで正解だったでしょう？　なにせエロ本を求めて疾しつ駆くする若者その数八百人、誰かが率ひきいなければいけないことは確かだもの。ＳＯＸ以外の誰かが、ね」


    　そう言って華城先輩は楽しげに笑った。


    「ほら、追いついたわ」


    　店主の運転する車が速度を落とす。


    　前方には谷や津つヶが森もりが広がり、善ぜん導どう課職員が白い壁を形成するその入り口の数百メートル手前では、八百人の愉快なバカどもが自転車を乗り捨て始めていた。
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    　自転車の荷台から伸びた紐ひもをくくりつけたソリ（車輪付き）から立ち上がり、不ふ破わ氷ひよう菓かは前方に広がる谷津ヶ森を見み据すえた。


    　第一清せい麗れい指定都市から谷津ヶ森へつながるそう広くない一本道を八百人もの自転車隊が駆かけ抜ける様は、さしもの不破氷菓でも圧倒されざるをえなかった。ママチャリのぎこぎこという音と、地鳴りのような生徒たちの唸うなりが周辺の空気をびりびり震わせる。


    　長年の圧性から解放されつつある青少年たちの気迫……言ってしまえばただのスケベ根性なのだが、生徒会長主導の理不尽な取り締まりや《エイチ禁止法》への反発心も加わり、その迫力はシャレにならないレベルに達して逆に笑いがこみ上げてくるほどだ。と、思いつつ、氷菓の頰ほおはぴくりとも動かないが。


    　それにしても、この二週間は激動だった、と不破氷菓は振り返る。


    　次々とバラまかれる、いままでとはヒワイさも情報量も桁けた違いの〝資料〟の数々。これまでの活躍によって生徒たちから絶大な信頼を得ていた《雪せつ原げんの青あお》由来の情報だ。時とき岡おか学園の生徒の誰もが妊娠について基本的な知識を得、《エイチ禁止法》がいかにイカれた法案かを理解した。


    　いまこの場で、《エイチ禁止法》に賛成している者など皆かい無むだろう。


    　けれどそれだけなら、学校に行かないでどこかぶらついているだけでいい。みんながわざわざ谷津ヶ森を目指している、その一番の動機は──


    「あのレベルのヒワイが詰まった雑誌が……しかも複数、だと!?」


    「このイラストの、五十代人妻バージョンだって!?」


    「五歳以下の女の子バージョンまで！」


    「十歳以下の男の子バージョンもあるって本当!?」


    「え……？　男の子同士で、子供作るやつもあるの……な、なんだろう、この胸の、トキメキ（ごくり）」


    「行くしか、ねえじゃねえか！」


    　そんなくだらないものばかりである。


    　かくいう氷菓も、谷津ヶ森強きよう襲しゆうの気運をまとめあげ、いまここで指揮官としてソリにふんぞりかえっている理由はくだらない、妊娠についての理解を深めたいという、ごく個人的なものだ。


    　どこぞのＰＴＡ会長や生徒会長のように、綺き麗れいな理想や正義なんて持ち合わせちゃいない。ただただ純じゆん朴ぼくに、谷や津つヶが森もりに眠るお宝を求める。ただそれだけである。


    　そういう意味では、この場にいる者は一いち丸がんだった。


    「ちょっ、氷ひよう菓かちゃんっ、危ないよ！」


    　ソリを引いてくれているクラスメートの忠告も聞かず、不ふ破わ氷菓は立ち上がったまま、クマに縁ふち取どられた目を細めた。


    「む、やはりそうきましたね」


    　谷津ヶ森入り口に展開される、善ぜん導どう課職員の壁。


    　自分たちの署名ボイコットに気づいたソフィア辺りが善導課に指示を出して森の探索より周辺の警備に人員を割かせたのだろう。


    　なぜか第一清せい麗れい指定都市に待機している善導課職員が追ってくることはなかったので、こちらの人員八百は無傷だ。これなら十分に突破できる。


    　氷菓は自みずからのＰピーＭエムを操作し、この場にいる八百人全員のＰＭへ向けて指示を発した。


    「どうもみなさん、本日の不健全雑誌奪だつ取しゆを率ひきいさせていただいております、不破氷菓です。さて女子の方々、事前の打ち合わせどおり、この局面を効率よく突破するための作戦を開始します。作戦名〝受け継がれるＤの遺志〟開始です」


    　淡々と感情を込めず、いつもの調子で指示を出し終え、ＰＭの全体放送機能をオフにした。


    　体力にものを言わせ、調子に乗って自転車隊の先頭を占めていたおよそ四百人の男子たちから「え？　なんだそれ？」「聞いてねえぞ！」という戸惑いの声が上がる。


    　男子たちから距離を空あけるように、自転車隊後方およそ四百の女子たちが速度を落とした。


    　男子たちは意味がわからず、しかしいまさらどうすることもできずに谷津ヶ森の入り口近くで自転車を乗り捨てる。打ち合わせどおり黒い布で申しわけ程度に顔を隠してから、男子たちが谷津ヶ森に迫る。


    「こらあ！　貴き様さまら！　そこで止まれ！　全員補ほ導どうされたいのか！」


    　善導課の指揮官らしき中年の男が、ＰＭで拡大された声で怒鳴りつけてくる。


    　だが、誰もその警告を聞き入れない。この件で自分たちは誰かから処罰を受けるようなことなどやっていないのだ。事前の情報整理で、それはわかっている。


    　男子四百人誰一人怯ひるむことなく、善導課職員が形成する屈強な白い肉にく壁へきへと突っ込んでいった。


    　おらあっ！　女子にいいとこ見せてやるぜえ！　と言わんばかりに若い体を酷こく使しし谷津ヶ森への道を切り開く。


    　だが、彼らは数瞬後、背後から轟とどろく女子たちの甲かん高だかい声に絶望することになる。


    「ちょっと男子ーっ！　いい加減にしなさいよーっ！」


    「おまわりさーんっ、私たち、そこのバカたちがヒワイな本を取りにいくっていうのを止めにきたんですよーっ」


    「今日きようは大事な署名の日だっていうのに、男子って本当にどうしようもないですよねっ」


    「学校の評判が落ちたら私たちも迷惑するんですよー？」


    「おまわりさんたちが捕まえられなかったぶんもあたしたちが捕まえますから！」


    「任せてくださいねっ！」


    　などと、わざわざＰピーＭエムで増ぞう幅ふくした声で黄色い声の大合唱。


    　自転車から上品に降りた女子たち四百人は、「え、あ、ああ？　そうなのか？」と対応に困る善ぜん導どう課職員の間をすり抜け、それどころか隙すきをついて何人かの男子を不意打ちで縛しばりあげて善導課職員に献けん上じようしたあと、森に踏み入った男子を追いかけるという名目で次々と森の奥深くに侵入していく。


    　どうすればいいのかわからず混乱する善導課職員たちと取っ組み合いながら、男子たちが絶叫した。


    「「「「「あの女どもおおおおおおおおおおおおおおおっ！」」」」


    　その男子たちのＰＭに、ぴぴぴぴっ、と通信が入る。


    　先程と同様、不ふ破わ氷ひよう菓かがＰＭの全体放送機能で男子のＰＭに一斉放送している声が響く。


    「悪く思わないでくださいねＤＡＮＳＨＩの方々。これまでの研究とここ二週間にバラまかれた資料から、こうした騒ぎのときに暴走するのは男子と相場が決まっているようで。善導課の方々の先入観を利用し、あなた方を生いけ贄にえにさせていただきました。善導課職員の方々の足止め、よろしくお願いします。あなた方の遺志は、わたしたちが継ぐので」


    「「「「「があああああああああああっ！　待てこらワカメ女あああああああああ！」」」」」


    　不破氷菓はほかの女子がそうしているように、自みずからも頭に白い布を装着してから森に踏み入った。それは生徒会長への直談判が失敗したあと、氷菓が提案した策だった。


    　わたしたちの意志を尊重したからでしょう。《雪せつ原げんの青あお》はわたしたちを扇せん動どうはしても先せん導どうはしなかった。けどあの人は必ずここに来ます。ですから彼女が行動しやすいよう、あのイカレた生徒会長に捕まらないよう場を整える義務がある。


    「資料はわたしたちが必ず取りますがね」


    　にたり。


    　氷菓は頰ほおをぴくぴくと引きつらせながら、鬱うつ蒼そうとした森の中へ進んでいった。


    　そうか、わたしはいま楽しいのだと、氷菓は気づいた。
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    　僕は一体、なにがしたいんだろう？


    「せいっ！」


    　思った以上に下草が茂っていて、ただ歩くのにもかなり体力をもっていかれる森の中。


    　パンツで顔を隠して《雪せつ原げんの青あお》となった華か城じよう先輩が、二人一組で行動していた善ぜん導どう課職員の一人を投げ飛ばした。


    　その背後から襲おそいかかろうとするもう一人の職員に、ハンカチで顔を隠した僕は反射的にタックルをかました。


    　だけど相手は現役警察官。少し体勢を崩す以上の効果はない。と、その一瞬で華城先輩が善導課職員の顎あごを蹴けり抜いた。


    「気が利くようになったわね」


    「先輩が捕まったら、僕も困るじゃないですか」


    　だから僕は、華城先輩に協力している。


    　それだけのはずだった。


    　決して、ハエの交尾実況に加担したことが気持ちよかったとか、一いち丸がんとなってエロ本奪だつ取しゆに奔ほん走そうする学友たちを見て爽そう快かいな気持ちになったとかいうことではなく！


    　……脅おどされて仕方なく犯罪の片棒を担かついでいる。そうやって自分に言い聞かせてきた。


    　僕の本当にやりたいことはアンナ先輩の力になることで、アンナ先輩みたいに健全で綺き麗れいな人間になりたいという目標をもっていた。


    　その目標となるべき人がアレなことになったいまでも、僕の中でその行動指標は消えない。消えないまま、ふわふわと胸の中にわだかまっている。


    　ぐるぐると、ぐちゃぐちゃと、自分の中にあるなにもかもが定まらないままにふわふわしている。


    　ぐらぐらと足下が揺れて、踏み出す一歩一歩、指先の動き一つ一つがぎくしゃくとする。


    　華城先輩は、どうしてあんなにも、真っすぐなんだ。


    　僕のうじうじした悩みをよそに、華城先輩はパンツ越しにからからと笑っている。


    「気が利くって点では、あのマッドワカメもなかなかね。どうやら生徒のほとんどが、私たちみたいに顔を隠しているみたいよ。善導課職員も、どれが本物の私なのか区別がつかないから、私に追っ手を割くようなことをしてないみたい。ふふふっ、なかなかいい根性してるわ」


    　さ、エロ本はどこにあるかなー、と鼻歌交じりに華城先輩はひょいひょいと森を進んでいく。


    　こんなにたくさん障害物があって、足下がおぼつかなくて、どこを目指せばいいのかもわからない場所で、どうしてそんなにも軽やかに進んでいける？


    「華城先輩」


    　僕は思わず、呼びかけてしまっていた。


    「ん、あら、ごめんなさい狸たぬ吉きち。少し速かったかしら？　なあにそんなに疲れた顔して。あっ、まさかあなた、百メートル全力疾しつ走そうに相当する運動を、既に……っ」


    「先輩は、どうしてそんなに真っすぐなんですか」


    　呼吸するかのように下ネタを吐く先輩の言葉を無視して、僕は降って湧わいた疑問をそのままぶつけた。


    「え？　なに、どうしたの急に。大丈夫よ狸たぬ吉きち、左曲がりでも右曲がりでも、ついでに引っ込み思案なお子さんでも、みんなあなたのことを受け入れてくれるわ」


    　くそ、ブレねえな、ホントに、この先輩は。ムカツクくらい。


    　苦笑する僕を見て、華か城じよう先輩は「まーだあなたは」と肩をすくめた。


    「いい？　一応言っておくけど、私はなにも凄すごい人間ではないのよ？　少なくともあなたが仰あおぎ見るような立派な人間ではないわ。やめてちょうだいよ気持ちの悪い。私はただ、海の中でしか生きられない魚だから、ひたすら泳ぐ練習をするの。あなたはチーターのくせに走る練習をせず空を飛んだり海を泳いだりしようとするから、獲物の一匹も捕まえられないのよ！」


    　ぐっ、と、息が詰まってしまったのは、その抽象的な話に思い当たる節があったからなのだろう。


    「ま、脅おどしている立場の人間がなにを、って感じよね。そうね、それもそろそろはっきりさせておかなければいけなかったわ。このお祭りが終わったら改めてあなたの意思を……っ!?」


    　と、華城先輩がなにかを続けて言おうとしたそのときだ。


    　華城先輩が、僕の背後、谷や津つヶが森もりの入り口の方角を見つめて固まった。


    　何事かと後ろを向こうとした瞬間、華城先輩に手を取られて無理やり走らされる。


    「ちょっ、どうしたんですか華城先輩!?」


    「なんで、どうしてあの子がここに……っ！」


    　枝に服や頰ほおをひっかけ、下草やぬかるみに足をとられながら、僕はちらりと後ろを振り返る。


    　──そこには、


    



    「ふふふふふふっ、見つけましたわ。その身のこなし、《雪せつ原げんの青あお》に間違いありませんわね」


    



    　頭に布を巻いてエロ本を探すほかの時とき岡おか学園女子生徒になど目もくれず、華城先輩以上の軽やかさで森の中を猛進してくるアンナ先輩がいた。


    「ありえないわ……アンナがソフィアのババアの言いつけを破るなんてっ！」


    　パンツ越しでもわかるほど青ざめた華城先輩が、震える声で断言した。アンナ先輩がこの場に現れることは、完全に想定外だったらしい。


    　ふと、華城先輩が以前、アンナ先輩と絡んでいた際に言っていたセリフが頭をよぎる。


    『つけいる隙すきのない完かん璧ぺき超人に、真正面から戦いを挑いどんで勝てるわけがないでしょう』


    　そしてハエの交尾実況の際、アンナ先輩がまざまざと見せつけてくれた脚力、僕のアパートで華城先輩を易やす々やすと投げ飛ばしていたその完成された動き──アンナ先輩が有するチートとも評されるべきスペックが、走そう馬ま灯とうのように駆かけ巡めぐる。


    　そういえば、そうだ。


    　これまで華か城じよう先輩がアンナ先輩を出しぬけていたのは、自身がスパイとなって情報戦で優位に立っていたからだし、真正面からアンナ先輩と対たい峙じしてこなかったからだ。


    　さらに、早さ乙おと女め先輩の言葉を借りるなら、アンナ先輩はＳＯＸソツクスのリーダー《雪せつ原げんの青あお》のテロを取り締まるという行為そのものを楽しんでいたらしい。


    　つまり、いままではどこか遊びだったということだ。


    「……」


    　けど、いまのアンナ先輩は違う。本気だ。その微笑ほほえみの中に浮かぶ二つの瞳ひとみには、獲物を狩る貪どん欲よくな獣けものの、狂気に満ちた光が宿っていた。


    　その狂気の中に、切実さが混じっているように見えるのは、僕の色眼鏡めがねだろうか。


    　ぐんぐんと、アンナ先輩が距離を詰めてくる。


    「……狸たぬ吉きち。一つ、提案があるの」


    　僕の手を握った華城先輩が、不敵に、そして穏やかに微笑んだ。パンツ越しに。


    「二手に、分かれましょう。アンナの狙ねらいはあくまで私よ。このままでは二人とも捕まるでしょうけど、いま分かれれば、あなたはほかの生徒に紛まぎれ込めるわ」


    「……は？」


    　僕と離れたほうが、華城先輩の逃走速度は上がる。けれど、それが意味のないことであるのは華城先輩自身の瞳が語っていた。一人になっても華城先輩はアンナ先輩から逃げ切れない。


    「大丈夫、安心して。もし捕まっても、あなたの痴漢冤えん罪ざいについてとかは黙っておくから。ただ、一つ最後に頼まれてくれる？　私に協力してくれた人たちのところにあるアジトを、片づけておいてくれない？」


    「な、んで……いきなりそんなことを!?」


    「いきなりではないわ。あなたの意向を無視して下ネタテロに付き合わせていたのは私よ。なら、あなたの足をいつ洗うかも、私の勝手。……いいから、早く！　メスブタ箱行きにするわよ!?」


    「華城せんぱうわっ!?」


    　気づけば、僕は華城先輩に放り投げられていた。下草に隠れていたらしい急な斜面に投げ出された僕はごろごろと転がり、どがっ！　と岩のような硬いものにぶつかって止まる。


    「ぐ、ううっ」


    　全身の痛みを堪こらえて顔を上げる。


    　数メートル頭上で、華城先輩がアンナ先輩を迎げい撃げきしようとしていた。


    　だが、


    「きゃああっ!?」


    　それは勝負にもなっていなかった。


    　ほとんど抵抗らしい抵抗をする間もなく華か城じよう先輩は地面に組み敷かれ、完全に身動きを封じられる。完全に関節をキメられているようで、身じろぎするたびに呻うめき声が漏もれていた。


    「ふ、ふふふふふふふふひっ。捕まえました、ついに捕まえましたわ、《雪せつ原げんの青あお》を！　これでお母様も奥おく間ま君も、わたくしのことを、もっと愛してくださるに違いないのですわ！」


    　なぜそこで僕の名前が出てくる！


    「ああ、捕まえたのはいいのですが、拘こう束そく具ぐを忘れてきてしまいましたわ。近くに善ぜん導どう課の皆様方はいらっしゃいませんし……どうしましょう」


    　と、そのときだ。


    　きいっ。


    　耳元で、なにかが開く音がした。


    　反射的にそちらに目をやると、なにか木製の扉とびらがぷらぷらと揺れている。


    　僕がぶつかったのは、岩に囲まれた祠ほこらだったらしい。


    　まさかと思い、急いで中を覗のぞく。


    「おおおおっ」


    　そこには、厳重に保管された大量のエロ本が眠っていた。


    　その数は二十冊近い。そのうえ、個人が収集した際によく起こる〝好みの偏かたより〟も存在せず、華城先輩が事前に入手していた情報どおり、様々なバリエーションのエロ本がそろっていた。


    　そして漏れなく、ドッキングシーン満載の申し分ない中身の濃さを有していた。


    　これをここに安置したやつ、わかってるぜ！　時と場合を忘れて思わず祠の前で手を合わせてしまうほどの、質、量。


    　そして僕は、エロ本以外に、祠の中に安置されているモノの存在に気づく。


    　こ、これは……。


    「ああ、そうですわ。無理に拘こう束そくせずとも、いまのうちにこれを剝はぎ取って、顔を写してしまえばいいではありませんか」


    　と、僕がＴＰＯをわきまえずに感動している間に、頭上では非常にまずい事態となっていた。


    　アンナ先輩が、《雪原の青》を無力化する方法を思いついていたのだ。万が一ここで逃げられても大丈夫なよう、素顔を確認してやろうという腹積もりだ。


    　キメた関節技が解かれてしまわないよう、アンナ先輩は慎重に少しずつ持ち手を変え、華城先輩の上のパンツを剝ぎ取る準備を進めていく。


    「……っ」


    　僕はそこで、二十冊のエロ本を抱えながら、気づいた。気づいてしまった。


    　いま僕は、人生で最も重大な岐き路ろに立たされている。


    　僕の目の前には、二つの選択肢があった。


    　たとえばいまここで、華か城じよう先輩がパンツを剝ぎ取られる様さまをスルーすれば、僕は華城先輩の呪じゆ縛ばくから完全に解放される。このエロ本の山を献けん上じようすれば、仮に痴漢冤えん罪ざいやこれまでの下ネタテロ加担がバレたとしても、どうにか相そう殺さいできるだろう。いや相殺どころか、卑ひ猥わいを決定的に放ほう逐ちくした人材として、逮たい捕ほされた華城先輩の後あと釜がま──つまりはアンナ先輩に最も近い副会長席で、目標としていた健全な人間への道を歩める可能性さえある。アンナ先輩の暴走具合も、エロ本廃棄の功こうを盾たてに理事長たちの〝性知識を持ちこむな〟という命に背そむき開き直ることで、しっかり卑猥＝悪を教え抑え込むことができるだろう。


    　僕が入学当初に思い描えがいていた、理想の学校生活を送ることができる。華城先輩を見捨て、心の奥底から湧わき上がる下ネタ大好きなこの気持ちを封ふう殺さつしさえすれば。


    　思い描えがいていた、理想……？


    　そんなものが？　本当に？　自分を欺あざむき華城先輩を見捨て、アンナ先輩を騙だますような真ま似ねをして得るものが、本当に綺き麗れいで健全な未来なのか？


    　偽いつわりにすがって、それは本当に幸せで満足できる人生か？


    「……」


    　もう一つの選択肢の基となるアイテムを、握りしめた。祠ほこらに大切にしまわれていたソレは、風化して劣れつ化かしてぼろぼろだ。けれどなぜだろう。手が離せない。


    　それはきっと、かつての所有者が込めた想おもい、魂たましいが伝わってくるからだ。法律で禁止され周囲に軽けい蔑べつされてさえ、それだけは譲れないと守り通した遺品から[image: ]あふれる、強い気持ち。


    　それはいまここで、お前の気持ちをしっかり見つめ選択しろという先人からのメッセージのように思えた。


    　素直になれよと、どこからか声が聞こえる。


    「よし、これで大丈夫ですわ。ふふふ、覚悟なさいませ、《雪せつ原げんの青あお》」


    　突とつ如じよ提示された選択肢を、これ以上グチグチ悩んでいる時間はないようだった。


    「くっそ……がああああああああああああああっ！」


    　次の瞬間、僕はジャージを上下とも脱ぎ捨てていた。二つをうまく組み合わせて包みを作るとエロ本を中に詰め込み、顔を隠すためのハンカチとトランクスはそこら辺に脱ぎ捨てる。


    　全ぜん裸らになった僕は、祠に納められていたブツを改めて装着した。


    　頭には華城先輩とおそろいの純白パンツ、下半身にはガーターベルトとセクシー下着だ。もっこりが如によ実じつに浮き出る。


    　エロ本の詰まったジャージを抱え、いましがた転がり落ちた斜面を「うおおおおおっ！」とよつんばいで駆かけあがった。


    　なにかが乗り移っているかのような、体の奥底から[image: ]れるパワー、高揚感！


    「……ん？　ひいいいっ!?」


    　僕の姿を目もく視しした瞬間、アンナ先輩が恐怖に満ち満ちた悲鳴を上げる。


    「うおらああああっ！」


    　僕はそのまま、アンナ先輩へと突っ込んだ。もちろん、攻撃するつもりはない。


    「きゃあああっ!?　な、なんですの!?　あなたは誰ですの!?」


    　アンナ先輩は予想どおり華か城じよう先輩の上から飛びのき、僕から距離をとった。


    　脳内麻薬の過か剰じよう分ぶん泌ぴつで頭がおかしくなっている僕は、アンナ先輩の疑問に素直に答える。


    「ふははははははっ！　ぼ、……俺おれは《雪せつ原げんの青あお》と共にテロ組織ＳＯＸソツクスを立ち上げた者だ！　名前は、まだない！」


    「くっ、《雪原の青》に仲間が……っ？　両方まとめて、捕まえてさしあげますわ！」


    　アンナ先輩が、ぎらりと目を光らせて迫ってきた。


    　アンナ先輩の実力ならば、僕たち二人を相手にしても難なく倒せるだろう。けれど拘こう束そく具ぐがない以上、同時に拘束することはできない。さっきのように関節をキメられたらもう片方が攻撃を仕掛けて拘束を解除する。このまま善ぜん導どう課職員を呼ばれないよう森の中を逃げつつそれを繰り返せば、いつかはまけるはずだ。


    　十じつ中ちゆう八はつ九く無理だろうが、この場を切り抜けるにはそれしかない。


    　ほとんど賭かけのような方策を頭に巡めぐらせ、目を白黒させて放心する華城先輩の手を引き、アンナ先輩に背を向けようとした、そのときだ。


    「う、うううぅ？　な、なんですの、これは……っ」

  


  [image: ]



  
    　いままさに僕の手を取って投げ飛ばそうとしていたアンナ先輩が、自みずからの体を抱いてあとずさり始めた。


    「か、体が、熱いですわっ!?　お、おかしいですわ……奥おく間ま君以外の人に、体がうずくなんて……わたくしが愛しているのは、奥間君だけですのに！」


    　アンナ先輩は困惑しきった様子でさらにあとずさりを続ける。


    「よ、よく見れば、その匂におい、その体つき、下腹部にある突起物の形……どれをとっても奥間君そっくりですわ……っ」


    　アンナ先輩はついに泣き出しそうな顔をして、


    「わ、わたくしは奥間君一筋ですの！　いくらそっくりな方でも、体が反応するなんて、噓うそですのおおおっ！」


    　絶叫しながら逃げていってしまった。


    「「……」」


    　華か城じよう先輩と、顔を見合わせる。


    　……えーと、助かった、のか？


    「おや、生徒会長がべそをかいて走っていくのでなにがあったかと思えば」


    　がさがさと木々をかき分け、不ふ破わさんが出現した。彼女はいつもの冷めた瞳ひとみで僕と華城先輩を見つめると、


    「……森の中でこんな頭のおかしな二人組に出会えば、べそもかきますね」


    　不破さんに頭がおかしいって言われた！　けど反論できない！


    「不健全雑誌は、あなたが全部発見してしまいましたか、《雪せつ原げんの青あお》」


    　不破さんのどこか残念そうな問いかけに、それまでぽかんとしていた華城先輩がしっかり自分の足で立ち、背筋を伸ばして答える。


    「いえ、それは違うわ。このエロ本は、私たちＳＯＸソツクスが発見したのよ」


    　華城先輩の手が、僕の剝むき出しの肩にぽんと乗せられた。


    　その手のひらからじんわりと伝わる熱に、言いようのない心地よさを感じる。


    「はあ、組織になったのですか。それはおめでたいです。さてそれでは、引き上げ連絡を流しますかね。不健全雑誌は手に入りませんでしたが、ハエちゃんに代わる季節の昆こん虫ちゆうをたくさん採取できましたし」


    　不破さんはプラスチックケースを揺らしながらＰピーＭエムを操作した。


    「そういえばその節は世話になったわ。虫の交尾観察はまだ続けるの？」


    「お互い様ですよ。わたしもこの二週間、自らの仮説が正しかったと証明されていく過程が喜びでしたから。虫の合体は、そうですね……ここまでくると趣味というかルーチンワークのようなものなので、続けていこうかと」


    「そう」


    　なんだよこの変態トーク。と、つっこむ権利なんていまの僕にあるわけがなかった。


    「それではＳＯＸソツクスのお二方。どうもありがとうございました。その不健全雑誌の中身には、また期待していますよ」


    　不ふ破わさんは言い、ＰピーＭエムでナビ機能を展開させながらガサガサと森の中へ消えていった。


    「さて、私たちも行きましょうか奥おく間ま君。とりあえず、善ぜん導どう課職員に見み咎とがめられないよう森を抜けないと」


    「そうですね。……咄とつ嗟さの出来事だったとはいえ、僕、こんな格好ですし」


    　と、華か城じよう先輩が僕に向き直り、心底楽しそうに笑った。


    「狸たぬ吉きちあなた、最高に頭がおかしいわね」


    「……仕方がなかったんですよ」


    　僕は華城先輩から顔を逸そらし、拗すねたように呟つぶやくのが精いっぱいだった。


    



    　こうして、第一清せい麗れい指定都市を舞台に風紀優良度ランキング全国三位である時とき岡おか学園生徒が引き起こした前ぜん代だい未み聞もんの大事件は幕を閉じた。


    　八百人の生徒たちは自分たちでエロ本を発見できなかったことを悔くやしがったが、《雪せつ原げんの青あお》所属の下ネタテロ組織ＳＯＸがすべてを回収したと聞くと、まあそれが一番かという結論に落ち着いたようだった。


    　エイチ禁止法賛成署名運動ボイコット、谷や津つヶが森もりに隠されたエロ本奪だつ取しゆ。


    　二つの騒動は下ネタテロ組織ＳＯＸを筆頭にした時岡学園生徒の大勝利に終わった。


    　──しかし。


    　世の中、そう甘いものではない。

  



  
    



    


    エンディング　下ネタテロは誰たが為ために


    



    　奇き代たいのバカ騒ぎが大成功を収めた日曜日からの三日間。僕の周辺はまさに飲めや踊れやの大騒ぎだった。


    　華か城じよう先輩は革命でも成功させたんじゃないかと疑うほどのハイテンションを維持し、早さ乙おと女め先輩は奪だつ取しゆしたエロ本を熟読したかと思うと鼻血を噴ふん出しゆつするまで作品作りに没頭し、店主をはじめとするＳＯＸソツクスのサポーターの方々は気に入ったエロ本のコピーを恭うやうやしく受け取ると歓かん声せいを上げて周辺を走り回った。おいやめろ、善ぜん導どう課にバレるだろうが。


    　時とき岡おか学園にばらまかれるエロハガキの種類や質も過去のそれとは比べ物にならないほど豊かになり、学園内は隙すきあらばエロハガキを探しだそうという生徒で常に大だい渋じゆう滞たいという有あり様さまだった。授業合間の五分休憩ですら、教室から人がいなくなる始末だ。


    「ＳＯＸの隠すモノは本当に素晴らしいですね」


    　ホームルームが始まる直前、僕たちが隠したエロハガキを今日きようも朝からさっそく収集してきたらしい不ふ破わさんが、無表情に机の下から生えてきた。指の間には堂々と、数枚のエロハガキが挟まれている。だからお前ら、うれしいのはわかるけど自じ重ちようしろよ。


    「奥おく間まさんは、集めないんですか？」


    「ねえ知ってる？　僕って生徒会役員なんだよ？」


    「ああ、そうでしたね」


    　不ふ破わさんは僕の前でわざとらしくエロハガキをちらつかせながら、一枚一枚ポケットにしまった。僕はそれを目に入れないよう、机に突っ伏す。びくびくと動き回ろうとする右手を「鎮しずまれ……鎮まりたまえ……っ！」と押さえつける。


    　……この三日間、ずっとそうだ。


    　ガーターベルトとパンツ装着による暴走でふっきれ、下ネタ大好きな自分を許きよ容ようできるようになった──エロ本奪だつ取しゆが成功した直後は、そんな気がしていた。けれど実際にエロ本などを前にすると以前と同じように反射で健全な自分を装よそおおうとしてしまうし、華か城じよう先輩の発する下ネタにも過激なつっこみを入れてしまう。


    　たとえば今け朝さ、エロハガキを学校中に隠したあとに華城先輩と合流したときのこと、


    『ふー、今日きようも疲れました』


    『……え？　誰に？　お尻しり大丈夫？』


    『突かれたじゃねえよ！　てめえこそ頭大丈夫か!?』


    『……ようやく素直になったと思ったら、三日経たっても相変わらずねえ狸たぬ吉きち。あーあー、ガーターベルトとパンツを着用して森を駆かけ巡めぐった変態に怒鳴られて傷ついたー』


    『そのことは忘れろおおおお！』


    　とか、そんな具合だ。


    　自分に素直になろうとした途と端たん、これまで自分を偽いつわってきたツケが回ってきた。


    　下ネタを見聞きしたり卑ひ猥わいなブツを認識すると、以前のように拒絶してしまう。頭では素直に下ネタを肯こう定ていしているし、性欲も抑えようとはしていないのに……これが以前華城先輩の言っていた『か、体が覚えてる……っ』というやつか。健全であろうとしたこの数年が、呪いのようにいまの僕の言動を縛っている。


    　ＳＯＸソツクスメンバーや時とき岡おか学園の生徒、晴れやかですっきりした雰ふん囲い気きの彼らとは対照的に、僕はずっとすっきりしない心持ちのままだった。


    　そんな暗い気持ちを引きずっていたせいだろうか。


    「なにか、忘れてる気がするんだよな……」


    「全員速やかに席につけ！　今日はお前らにやってもらうことがある！」


    　ふと頭に浮かんだ〝嫌な予感〟というやつが、険けわしい表情で教室に入ってきた担任教師の鋭するどい檄げきを開始の合図とし、突とつ如じよ現実のものとなったのだった。


    　この三日間、なにか言いたげに生徒を睨にらむだけだった担任教師の常ならぬ態度に、教室の空気は唐突に凍りついた。


    



    「こんなふざけた話が、ありますか」


    　回収した紙束を抱えて逃げるように教室から退散する教師の背に、感情のこもらない不ふ破わさんの呟つぶやきが投げかけられた。物音一つしない教室に、その平へい淡たんな声はやけに大きく響く。


    　途と端たん、クラスメートたちは堰せきを切ったように怒りのこもった愚ぐ痴ちで大合唱を始めた。


    　その大合唱に交ざりたい衝しよう動どうを抑えていた僕の下もとに、不破さんがふらふらとやってくる。


    「強制的に名前を書かせて、署名が聞いて呆あきれますね」


    　この教室だけでなく、いままさに時とき岡おか学園中に噴ふん出しゆつしているだろう不満を代弁するかのような不破さんの言葉は、つい先程終了した〝署名活動のやり直し〟に向けられたものだった。


    　それは日曜日に行おこなわれた署名活動とはまるで違い、各教室の担任が用紙を突きつけ生徒たちに記名を強要する、当初掲かかげられていた〝自主性〟という建て前もかなぐり捨てた最低のものだった。


    　ほとんどの生徒が当然のように反発したのだけど、書かない生徒には退学処分もありうると、全保護者との合意のうえでの罰則をちらつかせた脅おどしも加わり、生徒たちはしぶしぶ法案賛成の署名をすることになったのである。それでもなお抵抗する生徒には保護者の呼び出しまでなされ、その対応はいっそ執しつ拗ようと形容して差し支えないものだった。


    　僕たちがエロ本探しに全力を注いでいる間、ソフィア・錦にしきノの宮みやはＰピーＭエムを介して教師も交えた緊急の保護者集会を進めていたらしく、生徒たちがなにも察することのできないうちに強制の署名活動が行われる次第となっていたのだ。


    　こんな暴挙が水面下で画かく策さくされているなど僕も華か城じよう先輩も想定しておらず、二年生の教室ではいままさに華城先輩が〝あのタレチチババア！〟と心の中でブチ切れているところだろう。


    　僕もいまはこの理り不ふ尽じんに対して感情をもてあましていて、ちょっとの刺激で爆発しそうになる。なのでそっとしておいてほしいのだけど、不破さんは止まらない。


    「わたしは《エイチ禁止法》に反対なのです。このままでは、ドッキングする人間を観察しようという私の研究計画が台なしですからね」


    　こいつ、早さ乙おと女め先輩とは絶対に接触させられないな。


    「それをこんな……バカにしています」


    　不破さんは自身のＰＭの投射機能を使い、教室前方の黒板にとあるニュース記事を投影する。みんなの注目が集まった。


    　そこには署名活動が全国各地で大成功した旨が書かれており、一週間後にはその成果をソフィア・錦ノ宮自身が詳しく発表する記者会見も行われる予定だと記載されていた。


    　時岡学園生徒の意向とは真逆の署名を彼女が声こわ高だかに自慢する姿がいまから目に浮かぶような、目め眩まいのする記事だ。


    　教室に沈黙が落ちる。誰かが反骨精神を暴走させて、勢いよく椅い子すを蹴けり上げる。そこから爆発しそうな教室中の鬱うつ屈くつした感情を、不破さんの冷静極まりない一言が制する。


    「わたしたちにはもう、これに抗あらがう手段はありません……」


    　諦てい観かんに満ちた不ふ破わさんの声が、全員の心を折っていた。確かに、この状況はもう不破さんたちの手に負えない。この偽いつわりの署名に抗議しようとすれば、どうしても退学の恐怖がちらつく。下手をすれば前科さえつくし、親から見放されることだってあり得る。そんなリスクを負ってまで動ける人間はそういない。


    　そこで僕は、かっと体が熱くなる感覚に包まれた。


    　一般人である不破さんたちには不可能だ。けれど、違法行為など意にも介さない人物──いや、組織なら──


    「不破さん」


    　僕はゆっくり、慎重に、ほかの誰にも聞こえないよう耳打ちした。


    「こういうときのための、ＳＯＸソツクスでしょ」


    　不破さんの目がわずかに見開かれる。珍しいことこのうえないと鑑賞していたかったけど、いまはＰピーＭエムで華か城じよう先輩にメールを送るほうが先決だ。


    〝一つ提案があります〟


    　シンプルに、ただそれだけ。


    　自然と吊つり上がる口の端はを、不破さんがじっと観察している気配がした。


    



    　　　　　●


    



    「……はてさて、どうなることやら」


    　自宅でコーヒーを飲みながら、不破氷ひよう菓かはＰＭの画面に映し出された配信映像を観みていた。


    　画面の中ではソフィア・錦にしきノの宮みやが、並べられた箱を誇らしげに背負ってなにやら綺き麗れいなお言葉をつらつらと語っている。


    　箱にはそれぞれ〝総ぞう司しヶが岡おか学園〟〝西にし区く第だい一いち高校〟など、今回の署名活動に参加したのであろう学校の名前が書かれており、当然というか不本意というか、そこには時とき岡おか学園の箱も何食わぬ顔で置かれていた。配置からして、ソフィア・錦ノ宮があれを引き合いに出してくることは間違いない。


    　緘かん口こう令れいが敷かれているため全国的にはまったく問題ない会見なのだろうが、谷や津つヶが森もりの騒ぎを知っている氷菓のような人々からすれば、この会見がいかに滑こつ稽けいなことか。


    　と、いきなり。


    　ソフィア・錦ノ宮がなにかの気配を察知したかのように話を中断した。


    　氷菓もコーヒーをすするのをやめ、画面を注視する。


    〝あーっはっはっはっ！　滑稽ねえ、ゴム先ちょっきん中だしで騙だまされてる女……いやいやツインテールにすれば中学生を名乗れると思っているＡＶ女優と同じくらい滑稽な会見だわ！〟


    　記者会見会場に、自信に[image: ]あふれた女性の笑い声と謎の文言が轟とどろいた。


    〝な、なんだあの女は!?〟


    〝どうして顔に下着をかぶっている!?　早く捕まえろ！〟


    〝それより集音マイクをどうにかしろ！　全国配信だぞ!?〟


    　会見を撮影していたカメラは固定らしく、女性の姿は映し出されない。けれど会場にいた人間が一様に浮かべる啞あ然ぜんとした表情から、会場に〝彼女〟が出没していることは明白だった。


    「来てくださいましたか、雪せつ原げんの……いえ、ＳＯＸソツクス」


    　音声が切られていてなにがどうなっているのか詳しくわからないが、善ぜん導どう課職員がわらわらと[image: ]あふれだし、会場が混乱の極みに落とされている様子がありありと伝わってくる。


    　そして氷ひよう菓かは、壇上で不自然な動きをする男を見つけた。


    　時とき岡おか学園の名が書かれた箱を、自みずからが持ってきた箱と入れ替えている。


    　森で出会ったガーターベルトの男だ。氷菓は直感的にそう思った。


    　やがて混乱が収まり、ソフィア・錦にしきノの宮みやが積み上げられた箱の前に立つと会見が再開される。


    〝えー、卑ひ劣れつなテロリストによって愚おろかな妨害がなされました。ご了承ください〟


    　絶世の美女と評されて差し支えないその顔は苛いら立だちに歪ゆがんでいたが、すぐに落ち着いたものに戻り、何事もなかったようにその口から美び辞じ麗れい句くが紡つむがれ始める。


    　そして、


    〝私がＰＴＡ会長を務めさせていただいております時岡学園でも、このとおり全校生徒による署名が行おこなわれ、風紀向上を願う未成年者の気持ちが浮き彫りになる結果となりました〟


    　ソフィア・錦ノ宮が箱の中から、時岡学園生徒の名前が書かれた紙束を取り出した。


    　──が、


    〝……？〟


    　会場が再び喧けん騒そうに包まれたその理由を、ソフィア・錦ノ宮はわかっていない。


    　ソフィア・錦ノ宮は手に持ったソレを高々と掲かかげたまま、状況を把は握あくしようと目をきょろきょろ動かしている。


    「くくく、くふふふふふっ」


    　喉のどの奥から、氷菓はくつくつと笑った。最近、ＳＯＸのせいで頰ほおの辺りが筋肉痛だ。


    　ソフィア・錦ノ宮の下もとに、男女入り混じった数人の中年が血相を変えて駆かけ寄る。


    〝……え？　は？　きゃあああっ!?〟


    　ソフィア・錦ノ宮はそこでようやく、自分の掲げていたものがエロ本のコピーだと気づき、少女のような悲鳴を上げてよろめいた。


    　時岡学園と銘めい打うたれた箱にその肘ひじが引っかかり、中身がばらまかれる。


    　箱の中身はすべて、エロ本のコピーに変わっていた。


    　しかもそれはただのエロ本コピーではない。結合シーンのがっつり写された、もしくは描えがかれた、多種多様なキャストとシチュエーションを要したバリエーション豊かかつ濃厚な代しろ物もの。


    　ＳＯＸソツクスがつい最近入手したのだろうエロ本のコピーに違いなかった。


    　会場はそれこそハチの巣をつついたかのような大騒ぎだ。


    「ありがとうございます、ＳＯＸ」


    　氷ひよう菓かが満足げに頷うなずくと同時、テレビ配信が突とつ如じよ暗転し〝しばらくお待ちください〟という場面に切り替わった。


    「やはりあの方たちに託たくして正解でしたね」


    　氷菓の脳のう裏りにはふと、森で出会った二人が思いきりハイタッチしている映像が浮かんだ。


    



    　　　　　●


    



    「狸たぬ吉きち！　スパンキング！」


    「ハイタッチだボケ！」


    　──パァン！


    　闇やみ夜よに包まれたビル街に、二つの手のひらが奏かなでる破裂音が小気味よく響ひびき渡った。


    　じんじん痛む手のひらから、じわりじわりと快感にも似た熱が広がっていく。


    　その熱に浮かされるように逃走速度も上がっていった。ビル群の根元をくねくねと駆かけ抜け、厳重すぎるほどに厳重な善ぜん導どう課の包ほう囲い網もうを清すが々すがしい気持ちですり抜ける。


    　と、


    　ぎゃぎゃぎゃぎゃっ！　ぶおんっ！


    「！」


    　背後から強く照らされた。


    　僕と華か城じよう先輩の背後から、甲かん高だかいドリフト音と共に善導課の車両が滑すべり込んできたのだ。そのまま僕たちを轢ひき殺すつもりなんじゃないかという速度で、路ろ肩かたの看板などを吹き飛ばしながら突っ込んでくる。全力を尽くしたのだろう今回の警備をコケにされ、怒り心頭のご様子だ。僕と華城先輩は息を呑のんで速度を上げながら、


    「コケにされてイラついてんのは、そっちだけじゃねえんだよ！」


    　勢いに任せて僕が叫ぶと、


    「散々イライラさせてくれたお礼に、あんたたちをムラムラさせてあげるわ！」


    　パンツをかぶった華城先輩が懐ふところから珠しゆ玉ぎよくのエロ本コピーを取り出しばらまいた。何枚ものエロイラストが風に乗って善導課車両のフロントガラスに張り付き、急ブレーキがかかる。


    　その隙すきに、あらかじめ決めていた逃走ルートに入り込んだ。


    「よしっ、あとは事前に確認しておいた〝男の穴〟に挿入れば、私たちの勝ちね！」


    「マンホールだっつーの！」


    「はーあ、やっぱりまだ上の口は素直じゃないわね。照れなくてもいいのよ狸吉。こんな大それた作戦を計画して、あなたはもう立派なペロリストよ！」


    「うっ、そ、そんなことは」


    「まあ確かに、内通者候補との交渉は私が矢や面おもてに立ったし、会見会場でのおとりも、いざとなって縮みあがったあなたの代わりに結局私がやることになったけれどね！」


    「それ、ほとんど役に立ってないじゃないですか、僕！」


    　ずきんずきんと胸が痛む。


    　この署名強ごう奪だつ作戦を考えたのは、なにを隠そうこの僕だ。厳重になるだろう警備をすり抜けるため、今回の強引な署名活動に反感を持った大人とエロ本を手て土産みやげに協定を結び、警備情報を横流ししてもらうことなども提案した。けれど結局は口だけで、下ネタや卑ひ猥わいなものを即座に拒絶してしまう僕は実質的にはなんの役にも立っていなかった。


    「そんなことはないわ！　あなたがいなければ、こんな大それた作戦を考えつくこともなかったわ！　手土産のエロ本も、あなたのおかげで奪だつ取しゆできたようなものだしね！　立て役者はやっぱりあなたよ。素直になんてならなくていいから、胸を張りなさい！　テントも張りなさい！」


    「うるせえ！」


    「あっはははははははは！」


    　でも、そんな情けなくどうしようもない僕のことを、華か城じよう先輩はいつもの、不敵に燃える爛らん々らんとした瞳ひとみで快かい活かつに笑いながら受け入れてくれるのだ。いまのように。


    　僕はいまだ、自由にこの世界で息をすることのできない無ぶ様ざまで不器用な不適合者だ。


    　けれどもいつかは華城先輩のような、自分に正直でどんな悪路もひょいひょいと駆かけ抜けるような人になりたい。好きなことを好きだと声こわ高だかに叫べる人間になりたい。


    　こうやって華城先輩と下ネタテロを重ねていけば、いつかはそうなれるだろうか。


    　身体の中に生まれた熱に従い、初めて積極的に参加した下ネタテロ。エロ本奪だつ取しゆの日からわだかまっていたすっきりしない気持ちはまだ晴れないけれど、華城先輩と共に繰り広げる下ネタテロを通して生まれる熱を維い持じし続ける限りはいつか……やけにはっきりとした希望は、僕の心を少しだけ軽くした。


    「んっ、アソコよ！」


    　華城先輩が指さした先に、蓋ふたの緩められたマンホールが見えた。


    　あれに飛び込んでＰピーＭエムのナビ機能に従っていけば、安全圏まで一息だ。なんとか無事に逃げ切れそうだと胸を撫なで下ろした、そのとき。


    「痛いのじゃ！」


    　路地の端にうずくまっていたなにかにぶつかった。って、おい、こいつ。


    「なにやってるんですか、今日きようは留守番だって言っておいたでしょう！」


    　目を三角にして「うーっ」と唸うなっていたのは、作さ務む衣えの早さ乙おと女め先輩だった。体格的に変装しづらいし体力的に逃走も難しいので自宅待機とし、本人も今け朝さまで了承していたのに、なんで。


    「そのつもりだったんじゃがな。なにやら良い予感がしての。この辺りをちょろちょろしておった。この体格じゃと、警備をすり抜けたり物陰に隠れるのもラクチンじゃ」


    　それにしても凄すごい警備じゃのー、と善ぜん導どう課職員たちの足音が地鳴りのように響ひびくビル街を眺ながめて、早さ乙おと女め先輩はケラケラと呑のん気きに笑う。


    　危機感皆かい無むの早乙女先輩に反し、僕と華か城じよう先輩の顔からさっと血の気が引いた。


    「早乙女先輩の言う〝良い予感〟って、まさか……」


    　華城先輩が震えた声を発した、そのときだ。


    「──やっと、見つけましたわ」


    「「ぎゃあああああああああああああああああああっ!?」」


    　僕と華城先輩はそろって悲鳴を上げた。


    　マンホールのすぐ横の角から、銀髪の少女──制服姿のアンナ先輩がゆらりと現れたのだ。


    　虚うつろな瞳ひとみから妖あやしい光を発し、その身体がぐらりと傾かしぐ──と、爆発的な脚力で一気にこちらとの距離を詰つめてきた。


    「なんであの人がここにいるんだ！　谷や津つヶが谷やの一件以来、ずっと学校を休んでたのに」


    　お見み舞まいに行った華城先輩いわく、自分が浮うわ気き性しようだったことに傷ついてずっと塞ふさぎこんでたとのことだけど。


    「いいから逃げるわよ！」


    「なにをするんじゃっ、せっかく久々にアンナに逢あえたというのうむぐっ」


    　いまはそれどころじゃねえんだよ！　早乙女先輩を抱きかかえた華城先輩に続き、すぐ近くにあったビルの勝手口から中に侵入する。


    　ドアを閉めようとした瞬間、残り数センチの隙間に滑なめらかな四本の指がかけられ、ぎぎぎっ、とこじ開けられる。にゅるりと伸びてきた白い手が、万力のような力で僕の手首を締め上げた。不意に視線を感じ、反射的に首を上に曲げてしまう。


    「──ひっ!?」


    　息の荒いアンナ先輩の瞳が、心ここにあらずの様相で僕を見下ろす。


    「ふ、ふふふ……ＳＯＸソツクス、逃がしませんわよ……。《雪せつ原げんの青あお》を捕つかまえれば奥おく間ま君はわたくしを好いてくれるはずですし、そちらの男性の存在をなかったことにすれば、わたくしの浮気もなかったことになるのですわ……ふふふ」


    　漏もれ聞こえてくる言葉を統合するに、どうやら僕は命を狙ねらわれているらしい。


    　貞操を狙われたほうがまだマシだった。


    「あっ、おい！　なにしてんだお前は!?」


    　ドアをこじ開けられないよう必死な僕の体によじ登り、早乙女先輩がわき腹に手を伸ばしていた。いまそんなところを触られたら……っ。


    「わしは、アンナと奥おく間まの情事が見たいんじゃよ」


    「情事どころから惨さん事じになるわよ！　いいから大人しくしてなさい！」


    　華か城じよう先輩が早さ乙おと女め先輩を引っぺがし、今さらだけど正体がバレないようにそこら辺にあった布で包みこんだ。余計なことをしないように拘こう束そくしたとも言える。


    「だああ！　これはヤバいわ！　あと十分もすればこの辺りにも善ぜん導どう課の手が伸びるっていうのに！　ちんこちんこちんこちんこちんこ！」


    「落ち着いてください先輩！」


    「ふふふひっ、絶対に、逃がしませんわよ」


    「むぐーっ、むぐーっ」


    　場はまさに阿あ鼻び叫きよう喚かん。絶体絶命の大ピンチだ。


    　……こんなことで、本当に大丈夫なのだろうか？


    　自分に素直になる前に、下ネタテロの途中で社会的に死ぬんじゃないのかという不安に苛さいなまれる。不安というか、いままさにそういう局面だし。


    　華城先輩が繰り出す下ネタにも、さっきから荒々しく嚙かみつきっぱなしだ。


    けれど体は正直なもので、僕の頰ほおはいまの状況が楽しくてたまらないというように、華城先輩のそれとそっくりな不ふ敵てきな笑みを、勝手に形作っていた。


    　まだまだ素直に下ネタ好きだと公言できない僕だけど、なんの為に下ネタテロなんてやってるんだと訊きかれれば、それにはきっと迷わず答えることができるだろう。


    　──いままで自分を殺して生きてきた、僕自身の為に、と。


    　だからこんなところで、捕つかまるわけにはいかない。


    　僕の下ネタテロは、まだ始まったばかりなのだ。

  



  
    　あとがき


    



    　恥はじの多い生しよう涯がいを送ってきました。


    　僕は勉強もスポーツも並以下で、常識がなく要領が悪く、対人スキルも最低辺。負けん気と反はん骨こつ心しん、それからカフェインをエネルギーになんとか生き延のびてきたような人間でした。


    　そんな僕の人生に光明が差したのは数か月前。第６回小学館ライトノベル大賞にて優秀賞を受賞したという連絡が届いたのです。


    　やったあ、これでお天てん道とう様さまの下、胸を張って歩けるぞーと、当時ははしゃいだものです。


    　──それがこんなことだよ！


    　授賞式でタイトルが読み上げられた際、ルルル文庫の女性作家の皆様方から湧わきあがった悲鳴のようなざわめき。[image: ]あふれる僕の脇わき汗あせ。もう拭ぬぐい去されないペロペロ山やま根ね。


    　受賞したという連絡をした当初は喜んでくれた家族も、あらすじや表紙が公開されていくたびに連絡頻ひん度どが減り、メールの文面も他人行儀なものになっていきました。


    〝すごいな！　小しよう学がく館かん！　五十万だって！〟──数か月前のメール。


    〝あらすじ公開されてたね……〟──つい先日のメール。


    　お母さん、その〝……〟はなあに？


    　いやいいや別に。家族に距離を置かれようと、女友達から白い目で見られようと、この悪ふざけの産物としか思えない小説で誰かが笑ってくれればそれで……。これからも誠心誠意、全力で悪ふざけしていこうと思います。失うものなんてなにもないんだから。ふふふふ……。


    　以下、謝しや辞じです。


    　こんなむちゃくそな小説を拾ってくださり、わけのわからないことを言う僕との果てしない改稿作業に誠意をもって対応してくださった担当の具ぐ志し堅けん様。もう頭が上がりません。顔合わせの際、昼下がりのお洒しや落れな喫茶店で〝ＡＶ〟がどうの〝下ネタ〟がどうのと語り合った日のことは一生忘れないでしょう。


    　イラストを担当してくださった霜しも月つきえいと様。素す敵てきすぎるイラストの数々、本当にありがとうございました！　いただいたイラストにテンションが上がりまくって、さらに下ネタが加速してしまいましたよ！　ハエの○○を実況する綾あや女めの表情が特に秀しゆう逸いつでした。


    　賞の選考に関わってくださった皆様、出版に際して、この本に関わってくださった皆様、このご恩はこれからの執しつ筆ぴつ活動で返していけたらと思います。


    　投とう稿こう時代から互いに小説の批評をしてきたＨさん、こんな小説にも真剣な態度で批ひ評ひようをくださってありがとうございました。こうしてなんとか実を結び、驚きの変へん態たい小説となりました。


    　最後に、この本をレジまで運んでくださった勇気ある読者様、今後とも皆様の人生に微量ながらも潤うるおいを提供するために粉ふん骨こつ砕さい身しん頑がん張ばっていきたいと思いますので、どうか次作でお会いできることを祈りつつ。今回はこの辺で。それでは。
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